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前書き

　昨今ネットで大流行の「有名人叩き」。「論破」。




　だが攻撃には、もちろん武器が必要だ。

　相手を言い負かし、やりこめるだけの理屈を持たなくてはならない。




　このブログではそのための、誰もが使える武器を——アイテムを準備しよう。

　舌鋒鋭く論難するための鋒（ほこ）を、理論武装のための鎧を 、十字砲火のための連射銃を用意して提供しよう。







（※ブログ「論破の帝王」の投稿を編集したもの。

　　当巻（Ⅰ）には比較的硬派な論破系のテーマを採録した。

　　以上はそのブログの前書きである。）


　
ベーシックインカムはすべてを救う

「ベーシックインカム」という言葉をご存じだろうか。




　国家がすべての国民に基本的な（ベーシック）収入（インカム）を保証する。実際に、相当額を支給するのだ。

　おおざっぱなイメージで言えば、たとえば月１５万円というような金額を、国民一人一人に紐づけられた銀行口座に、自動的に振り込むのだ。




　　　　　＊




　一見生活保護にも似ているが、すべての国民に無条件にばらまくのだ。

　そこではもちろん、不正受給はない。役所の窓口で職員が、気の弱そうな申請者にいちゃもんを付けては出し渋る——そんなおなじみの光景も、すっかりなくなるのだ。

　当然生活保護は廃止され、重複することはない。




　そればかりか、ベーシックインカムは、すべてのセーフティネットを代替する。

　失業保険も、当然不要になる。

　そして老後に備える年金も。もちろん、すでに加入者が払った掛け金は、十分考慮しなくてはならない。ただ新たな加入を止めることで、段階的に消滅していく。




　新型コロナがらみの給付金が、巻き起こした大混乱は記憶に新しい。

　持続化給付金などは、ばれているものだけでも、総額12億円近い受給詐欺があった。その逆に、給付金が手にできないで泣き寝入りしている人も、大勢いるというではないか。

　そんなドタバタは、ベーシックインカムを導入することで、一瞬にして解決してしまう。




　　　　＊




　こういう提言をすれば必ず、財源はどうするんだ、という反論が出る。

　当然、増税である。




　給与であれなんであれ、十分な所得がある国民からの税金で、財源をまかなうのだ。

　単純化したモデルで言うなら、年間１８０万のベーシックインカムを受給した国民は、翌年の所得税が１８０万増税される。したがって国の懐は少しも傷まないわけだ。




　それでは何の意味もないではないか——物事の本質 が見えない人間は、きまってそんないちゃもんを付ける。

　だが忘れてはならない。ベーシックインカムの趣旨は、あくまで混沌としたセーフティネットを整理すること。より公正で、運用しやすいものに変えることだ。




　セイフティネットであるからには、大半の人々には——十分働けて十分な所得のある人々には、もちろん「何の意味もない」。

　だがしかし不幸にもそうでない人々は、もともと所得税もほとんど課税されないわけだから、支給されたほぼ全額を、生活再建の資金に当てられる。




　　　　　＊




　ごくまれに、奇怪なことを言い出す人もいる。

　働かなくてもベーシックインカムが保証されるなら、誰も働くなくなってしまう、と。




　だがしかし、支給されるのはあくまで月々１５万円だけの、最低限の金額である。

　最低限の暮らしができるからもう自分は働かない、というような気質の人間は、あったとしたもごくまれだ。たいていの人はより豊かな暮らしを望んで、あるいはあり余る暇を持て余さないためにも、仕事を続けるであろう。




　その上、これからはAIの時代である。

　現在人間の行っている仕事の大半は、AIロボットに取って代わられ、大量の失業が発生する。

　人間たちはベーシックインカムを通じてAIに養ってもらいながら、より創造的な——あるいはより人間的な仕事だけに専念する。

　そんな未来が来ることを、私は見据えているのですよ。





（2022/09/30）










「生理」は別に女の宿命じゃない


「男性は女性の生理について無理解だ」と言う。

　だが私に言わせれば、理解の足りないのはむしろ、女性たち自身の方である。




　あの月々のいらだちは、赤ちゃんを産むためになくてはならない、大切な体の仕組みだと教えられ。

　みんながすっかり、そう信じ込んでいる。




　だがしかし、本当はそれは、けっしてそうではない。

　生理などというものは本来、自然状態の人間には縁がなかった。文明生活のもたらした、病のようなものにすぎない。




　　　　　＊




　考えてもみたまえ。

　遠い昔の原始の世界では、主にその栄養状態のために、私たちは今よりもはるかに成熟は遅く、寿命は短かった




　仮に１５歳で大人の体となり、３０歳で天寿をまっとうしたとしよう。その１５年の間、女性たちは一体何をしていたのか？

　出産である。

　彼らはひたすら、子供を産み続けていた。

　余談になるが私の母親は１１人兄弟、父親は８人兄弟である。子供が一人、二人などという世界は、ごくごく最近の光景であることを、忘れてはならない。




　彼らはひたすら子供を産み続けていた ——そうなれば、もちろん生理などとは縁がない。

　ご存じのように、妊娠期間に加えて、授乳期間にも生理は抑制される。つまりは、もし１５年間で１０人の子をもうけたとすれば、生理など一度も経験しなかった計算になるのだ。




　ただごくまれに、何らかの事情で妊娠がかなわなかったときに、帳尻を合わせるために起きたのが「生理」なのだ。

（性教育の教科書いわく、「受精卵が着床しなかった子宮内膜がはがれ落ち、腟から排出されるのが生理なのです」）




　　　　　＊




　それはけっして、子孫をもうけるために絶対に必要な、神秘の儀式などではない。

　それは本来なくてもよい。否。それは女性の体にとって、本来あるべきではないイレギュラーな、変則の事態なのだ。




　少なくとも自然状態の人間の女性は、生理の不快などとはほとんど無縁だった。——もちろん今さら子供を生み続けろ、と言っているわけではない。現代の女性たちのライフスタイルには、十分敬意を払わなければはらない。

　結論はただ一つ。「ピルを飲みなさい」。ただそれだけである。




　ピルはただの、避妊のための手段ではない。その本質は人工的に妊娠状態を作り上げ、生理を管理するための——生理を止めるための薬なのだ。

　それを適切に用いることで、女性たちは今の少子のライフスタイルを変えぬまま、生理にまつわるすべての苦痛から解放される。




　ありがたい医術の進歩のために、ごく少数の特異体質の場合を除けば、今では薬の副作用の心配などほとんどない。

　たとえ少しはあったとしても、生理がもたらす不快の方がはるかにつらいのだから、それを用いないのはきわめて不合理なのだ。




　　　　　＊




　しかるに現実の多くの女性は、この魔法の薬に手を出さない。

　否。何らかの目的でそれを常用している女性でさえ、月に一度はわざわざピルを止めて、ことさら生理の期間をもうけようとしている。




　彼らをためらわせているのは、ただ根拠のない不安である。

　本来来るべきものを止めるのは怖い。そんな自然に逆らうようなことをすれば、何かとんでもない天罰が降りかかりそうだ。——

　だが忘れてはならない。実は生理はないことの方が「自然」であり、むそろ生理の苦痛こそが、自然に悖った現代人の生活に、下された天罰なのだ。




　だとしたら生理を止めるピルこそが、少産長寿の文明の病を癒やし、女性たちを本来自然の姿に立ち戻らせる霊薬だった。

　それを恐れるとすれば、写真を撮られたら魂を抜かれる、という迷信と変わらない。

　すべては生理礼賛の神話にたばかられて、科学の恩恵に目を向けぬ、無知蒙昧の産物なのだ。





（2022/09/30）




障がい者？？

　昨今は「障害者」という言葉を、見かけることが少なくなった。

「障碍者」や「障がい者」という表記で、代用しているのである。

　なんでも当事者たちから、「害」呼ばわりされるのは不快であると、抗議の声が上がったのだそうだ。




　典型的な言葉狩りである。日本語のとんでもない曲解に基づいた、あまりにもご無体な言い掛かりである。

　「障害者」と呼ぶが侮辱であるとしたら、「がん患者」は一体どうなってしまうのだろう？

　もちろんそれは、そうではない。がん患者とはあくまで、がんという病気を患っている患者の意であって、社会にとってがん（癌）のような存在だ、と言っているのではない。

　同様に「障害者」とは、「心身に生活する上での障害を抱えた方々」の意であって、それ以上でも以下でもない。




　そう聞いたある障碍者がのたまった。

A氏　「私たちは私たちの状態を、生活の障害とは考えていません。これはあくまでも私たちの個性の一部なのです」

俺　「それではあなたはなぜ、障害者手当を受給しているのですか？」

A氏　「……」

俺　「生活に支障があるからこそ、福祉の支援が必要と考えて、手当が支給されているのではないのですか？　単に個性にすぎないと言うのであれば、月額２５万（＊）、今すぐ全額返金すべきでしょう」

A氏　「……」




＊　あくまで私の知り合いの場合。個人差大。





(2022/09/30)




盗撮用変態マンション

　最近似たような事件があって思い出した。

　昔可愛らしい制服で有名な、ある私立女子校があった（実は今でもある　笑）。

　校名が特定されないように、仮に東京〇〇館としておこう（笑）。




　この女子校のほど近くに、やはり高層マンションを建てる計画が持ち上がった。

　すると関係者から、マンションの上階からうちの校内が覗けると、猛然と抗議の声が上がったのだ。

　近隣住民とも手を組んで、反対運動も起こしかねない勢いだった。




　なるほど名だたるお嬢様学校であるうえに、例の制服だから、おかしなマニアに狙われることもあるのだろう。

　トラウマから疑心暗鬼になるのも、わからないではない。




　たがしかし莫大な工費を掛けてまで、「覗き」のためのマンションを建てる者がいるだろうか？

　入居者だって、そのためにわざわざ億ションを買ったりはしない。

　どうみても過剰反応、被害妄想だろう。




　それでもどうしても変態行為が心配なら、着替えはカーテンを閉めてすればよい。

　屋外の活動さえ見せたくないというのなら、刑務所並みの高い塀で囲って、自衛するしかないだろう。




　そもそも個人の私有地に、建築基準法にのっとった建造物を作るのに、異議をさしはさむ権利など誰にもない。

　都心の一等地の高層マンションが、どれだけ大きなビジネスになるのか。それを差し止めたとして、逸失利益は一体どう補償するのだろう？




　そもそも彼らの抗議は、はじめから論理的に破綻している。

　それはそうだろう。

　考えてもみたまえ。二階建ての家が建てば、それだけで隣家の一階部分は必ず丸見えになる。

　庭が覗けるというのでいちいち建築を禁止していたら、東京は平屋しか建たなくなってしまうだろう。




　彼らにはそんな簡単な、物の道理もわからないのか。

　お嬢様学校の教師陣などというものは、所詮はその程度の脳味噌なのか？

　それともそれはあくまで一般人の世界のことで、自分たち上流国民の場合は特別だ、と思い上がってでもいるのか!！




　とまるで、東京〇〇館に個人的な恨みでも、ありそうな憤慨ぶりである（たぶんある　笑）。





（2022/10/15）




公園にゴミ箱がない

　わが家の敷地の隣に、児童公園がある。




　一戸建て四軒分くらいの面積なのだが、そこにゴミ箱らしきものが一つも置かれていない。

　管理する市役所の、理屈はこうである。

「当自治体ではゴミ収集は有料化されているが、公園にゴミ箱を設置すれば、家庭ゴミが不当に持ち込まれるケースが想定されるので」




　そんな彼らの主張の、矛盾に気づいただろうか？

　公園にゴミ箱があれば、家庭ゴミを不法投棄する者が現れる——これはいわゆる、人間の性悪説である。

　だがしかし、もし公園にゴミ箱がなかった場合、例えばそこで飲食をした利用者は、そのときに出たゴミをどう始末するのだろうか？




　各自がその家庭まで持ち帰って、処分するはずだ——それが彼らの言い分なのだが、そんな期待は明らかに性善説に基づいていて、前段の想定と整合が取れていないのだ。

　市役所職員程度の頭脳では、自らの施策のそんな論理的破綻に、少しも気づくことができないのだろうか？




　正しいのは、もちろん性悪説である。

　誰一人飲み食いのあとの、ゴミを持ち帰りなどしない。

　半分は隣接する我が家の、ゴミ捨て場にこっそり捨てて帰る。

　半分はそのままポイ捨てだが、近所の奇特な住民が毎朝清掃ボランティアをしているので、いずれも表面化していない。

　だから一見波風は立っていないが、住民の善意に頼った行政など、あまり格好のいいものではない　だろう。




　ちなみに前段の性悪説にも、事態の誤認がある。

　公園にゴミ箱を設置すれば、家庭ゴミが不当に持ち込まれる——だがしかし、ゴミの不法投棄を企てる性悪な輩にとって、ゴミ箱の有無など初めから問題ではない。

　持ち込んだ家庭ゴミは、公園にゴミ箱があればゴミ箱に入れていくし、なければそのまま公園の敷地に放り捨てるだけである。

　なにしろ霊峰富士のふもとにさえ、ゴミの山を投棄するような連中なのだ。地元のちっぽけな児童公園を汚すことなど、いささかの良心の咎めも感じるものではないだろう。




　市役所職員程度の頭脳では、そんな最低限の想像さえ働かすことはできないのだろうか？——と、まるで市役所に個人的な恨みでもありそうな口ぶりである（たぶんある　笑）。





（2022/10/16）




不思議の国の銃規制

　アメリカっていうのは、不思議な国だね。

　何しろ人殺しのための道具が、街中（まちなか）で普通に売られている。




　あれだけ乱射事件の被害者が出ても、一向に銃規制は進まない。

　それはそうだろう。何を隠そうアメリカの憲法 自体が（修正第２条）、銃所持の権利を保証しているのだ。




　その心は、「抵抗権」だ。

　いわく国家が暴政を行ったとき、市民はこれに力で対抗する権利があり、そのときのために銃を備えることが必要なのだ。——

　そうした理念も、歴史の背景を考えれば、理解できなくもない。

　ご存じのようにこの国はかつてイギリスの植民地であって、英政府の圧制と戦って、ようやく独立を勝ち得たわけだから。




　だがそれは、あくまで１８世紀の話である。

　そのころなら確かに、政府は銃を突きつけて市民の自由を脅かした。だからこそ銃をもった抵抗が、意味があったのだ。

　だが今や時代は２１世紀、そんなおとぎ話は、もはや笑い種ぐさでしかない。




　国家権力は、途方もなく強大である。

　警察レベルの装備も桁違いだが、もし軍隊まで出動するとなれば、それこそ戦車だって爆撃機だって、何でもそろっているのだ。

　しょぼいライフルを抱えた市民兵が、いくら集まったって、抵抗権もへったくれもあったものではない。




　そんな時代錯誤の滑稽に気づかずに、誰もが銃に固執している——もちろんすべては、ひとえに武器商人（全米ライフル協会）たちの、巧みな洗脳のおかげである。

　彼らは憲法を盾に、弁舌巧みに屁理屈を並べ立てるのだ。

「殺すのは銃ではなく人だ」「もし被害者たちが銃を持って応戦していれば、犠牲はもっと少なくてすんだだろう」——

　かくしてアメリカ人たちは、世界一のハイテクに囲まれながら、隙さえあればドンパチと殺しあう、西部劇の時代を生きているのだ。

　まったくもって、お笑いである。




　もちろんそんな不条理に、気づいている人もいる。

　乱射事件の折節には、彼らは確かに規制を叫ぶ。

　それでも憲法改正にまで、踏み込む者はけっしていない。そんなことをしたらたちまち暗殺 やられてしまうのを、知っているからね。

　アメリカっていうのは、怖い国だね。




　ま、どこかの国でも似たようなことはある。

　憲法９条なるおとぎの時代の遺物を、相も変わらず崇めたてまつる方々もいたりするから、あまり他人ひとのことは言えないけどね。





（2022/10/17）




女子スポーツなんてクソくらえだ

　ときどき思い出したように、女子スポーツで性別詐称疑惑が湧き上がる。

　どうみても男としか見えない、筋肉ムキムキの女性がオリンピックに出場して、メダルをかっさらっていって、抗議の声が上がるのである。




　以前は全裸検査で、「存在の有無」を確認したらしい。

　途中から染色体検査を導入し、今ではテストステロン（男性ホルモン）の量を調べて、性認定を行っているようである。




　だがしかし、生まれつきのホルモン異常の症例もあり、両性具有の場合もあるからややっこしい。

　メダルをはく奪されたれ選手からは、処分不当の裁判が起こされたりした。

　これからは性自認や、LGBTの問題も出てくるから。ますます厄介である。




　だがしかし、この問題にはその実唯一にして、単純明快な解決策がある。

　男女別の設定をやめて、すべてを単一の、男女混合の競技に統合する。全員が性別不問で、メダルを争うのだ。




　もちろんそんな事をすれば、実力に劣る女子選手は、男どもに大方押し出されれてしまう。メダルどころ話ではなくなる。

　それでは競技の振興の点で問題がある。女性ファンは見向きもしなくなるし、何よりもテレビ番組の視聴者が離れてしまう。——




　そんな心配をするのなら、もちろん女子だけの競技枠を、残すのはかまわない。

　だがそれはあくまで本競技とは別の、マイナーリーグとしてである。

　客寄せとは言わないまでも、エキシビションの位置づけだ。

　賞金も何分の一かに減額し、メダルの色も変える。国から受ける名誉も、扱いもそれなりのものにとどめる。

　そうすれば、わざわざ性別をごまかしてまで、女子にもぐりこむ不逞な輩もいなくなる。




　お手本はわが国の、囲碁・将棋である。

　あそこでは本リーグは、性別不問の混合戦だ。

　女流棋士戦はあるが、あくまで添え物の扱いである。

　賞金はたぶん三分の一程度、女流名人になったってマスコミの扱いは、新聞の片隅に載る程度だ。

　だから当然、女装して女流戦に紛れ込もうとするような、気持ちの悪い棋士は現れない（笑）。




　女流棋士の側だって、誰も性差別だなどと、文句は言わない。

　不満があれば、男女混合の本リーグの方に参入して、どんどん勝てばいいだけのことだから。

　それができないことを——男性棋士に交じっては太刀打できない実力差を、謙虚に受け止めているのだ。




　そんな 大和撫子のおくゆかしさを、毛唐女どもも見習ってほしい。

　何でもサッカー女子のアメリカ代表たちが、男子の代表選手より報酬が低いのは差別だと、裁判を起こしたらしい。

　そして腹立たしいことに、実質勝訴したらしい。




　だとしたら、サッカー代表チームこそ男女混合、性別不問の単一チームにすればいい。

　女子枠などない、あくまで実力本位の選抜にする。

　そうすれば この小生意気な女どもなど、補欠にさえ引っかからない。たちまち全員、代表から追い出されてしまうだろう！




　と、まるで女子スポーツに、恨みでもあるかのような憤慨ぶりである（たぶんある　笑）。




（話は次項に続く）


（2022/10/23）




体重別競技なんてクソくらえだ

　昨日の私の投稿を見て、 ミソジニー（女性蔑視）だ、と眉を曇らせる方もいると思う。

　そんなことはない（笑）。

　私が男女別競技よりも、もっとも腹立たしく思うのは、実は体重別競技なのだ。




　　　　　＊




　たとえばプロのボクシングでいうなら、体重ごとにご丁寧に、１７もの階級分けがある。

　階級の垣根を越えた対戦は、まず見られない。

　それはそうだろう。ヘビー級（体重９０．７２kg超）とミニマム級（体重４７．６２kg以下）の選手では、試合にならない。

　軽量級のパンチが当たっても、屁でもない。逆に重量級のパンチをくらったら、たちまち吹っ飛ばされてしまうのは、一目瞭然だからだ。




　だからリングの上では　両者はけっして相まみえることはない。

　だが現実の、外の世界ではどうなのだろう？

　二人が街中で　鉢合わせることもあるだろう。いがみあうこともあるだろう。

　そんなとき、すわストリートファイト、となっても、軽量の方に勝ち目はない。やはり尻尾を巻いて、逃げ出すしかないのだ。




　そんなひ弱なやつらが　今しもリングの上で、チャンピオンベルトを巻いている。——そんなふうに思うと、やはり疑問が浮かばずにいられない。

　弱いやつ同士で集まって一番を決めている、というだけなのに、栄光の闘いなのか？　感動のドラマなのか？

　本当の「すごいやつら」を見たいだけなのに、こんなまがいものが——こんなひょろひょろのチビが、真の王者なのか？




　　　　　＊




　恐ろしいことに、現在ではほとんどすべてのスポーツで、このシステムが採用されている。

　無差別級一つで　本当にもっとも強いやつを、決めればいいだけなのに。

　それでは体格の劣った選手の出番がなくなると、弱い者のために弱い者だけの階級を作って、　トップを王座を争わせているのだ。




　競技振興のため、という大義名分は聞こえはいい。

　だが本音を言うなら、要するにすべてはそろばん勘定なのだ。

　一つでも多く階級を作って、一つでもより多くのタイトルマッチを組む。観客を会場に呼びこみ、番組をテレビに売り込んで、収入を上げる。

　そんな組織団体の、興行的な思惑が、そうさせているのだ。




　もちろん小柄な選手だって、必死に頑張っている。そこには確かに、感動のドラマがあるだろう。

　だから彼らに、活躍の場を与えるのは、けっして間違えではない。

　だがそれはあくまで「弱いなりに」、「弱い者の中では」の、努力賞の範疇である。

　それがさも、本当の世界の頂点に立ったように　勘違いして思い上がっているのが、滑稽でならないのですよ。




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2022/10/24）




何人いんの？　ボクシング世界チャンピオン

　現在ではほとんどすべてのスポーツで、この体重別が採用されている。

　プロボクシングで言うなら、そこには１７もの階級分けがある。

　そしてそれぞれのクラスに、それぞれのチャンピオンが生まれる。——




　　　　　＊




　そのうえおそろしいことに、ボクシングには組織団体が、４つも乱立している。

　それぞれの組織がチャンピョンを出すわけだから、掛け算すると１７×４、全部で６８人の世界チャンピオンが、量産されることになるのだ。

　それこそ、掃いて捨てるほどいるのである。




　少年たちは、世界チャンピオンにあこがれる。それはもちろん、世界で一番強い男だからだ。

　それなのに、目の前のこれはどうだろう。

　世界で一番が、こんなにたくさんいるの？　それじゃあ全然、一番なんかじゃないじゃん。——そんな失望の 声が、何だが聞こえてきそうである。




　それでもまだ、重量級なら様になる。

　軽量級の半裸姿は、いかにも虚弱に映ってしまう。

　これはあくまで一例で、個人的には何の恨みもないが、「WBA世界ミニマム級チャンピオン」とか聞くと、ただただ笑ってしまう。——




　　　　　＊




　そして地獄の減量、である。




　それぞれの階級の課す体重制限のために、選手たちは苛酷な減量を強いられる。

　食事はおろか水さえも断って、過重なトレーニングで、体を絞りぬく。




　その姿がスポ根ドラマでは、いつしか苦闘の人生の象徴として、——アイコンとして用いられるようになる。

　勝利のために命を削る、壮絶な戦い。

　栄光のために、すべての幸福を断念して捧げる。

　耐えるだけの長い時間。そして訪れるかもしれない悲劇。——

　そこには確かに詩があり、崇高なドラマがあるように見える。




　たがしかし、本当はそれはそうではない。

　考えてもみたまえ。

　ボクシングはけっして、減量など強いてはいない。

　十分満足がいくまで食べて、力を付けていい。ただその体重で——上の階級で戦えばいいだけのことだ。

　それにもかかわらず、彼らは自ら望んで、減量の方を選ぶのだ。




　理由は簡単だ。

　下の階級の軽量の選手なら、パンチ力もなく、打たれ弱い。上のクラスの強者を相手にするよりも、はるかにくみしやすいからだ。

　だとしたら、何一つ美化できるものなどない。

　冷ややかに眺めれば、そこにあるのはただ、——少しでも弱い相手と戦いたいと、必死をこいて画策する、姑息な世間知にすぎない。……




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2022/10/25）




卑怯なり、 矢吹丈

　地獄の減量なんて、ただ少しでも弱い相手と戦いたいと必死をこいている、ぶざまな茶番にすぎない。




　　　　　＊




　さて、「あしたのジョー」である。




　力石徹はかつては、ウェルター級（66.678kg以下 ）のボクサーだった。

　少年院を経て、プロに再デビューしたあとは、極限まで体を絞って、フェザー級（57.153kg以下 ）で戦っていた。

　推定９キロの減量である。




　そのとき、宿命のライバル矢吹丈（ジョー）が、やはり出所後プロボクサーとなったのを知る。

　その階級はバンタム級（53.524kg以下）である。




　ジョーとの再戦を熱望する力石は、決死の減量を敢行する。

　すでに絞り切っていた体から、さらに推定４キロを落とすのは、文字通り命さえ削る危険な挑戦だった。




　亡者のようにやせ細り、目はうつろとなりながら、無謀な減量をようやく乗り越えた力石は、 フェザー級のリングでジョーと戦う。

　そして勝利するが、無理な試合がたたって、そのままくずおれて落命するのである。




　　　　　＊




　そんな壮絶な悲劇の幕切れは、確かに男たちの胸を打った。




　だがしかし、待てよ。その間ジョーの方は、一体何をしていたのか？

　ただ力石が来るのを、待っていたのである。




　考えてもみたまえ。

　もし力石との対戦を望むなら、力石の減量を待つ必要などない。ジョーの方が４キロ増量して、 フェザー級で戦えばいいだけのことなのだ。

　それなのにジョーは、何もせずにただ待っていた。




　思えばジョーだってもともとは、「ちょっと気を許すと６０キロを超して、ライト級まで上がっちまう（８キロ増加ということ）」と言わしめた体格なのだ。

　ただプロデビューのために、これもまたかなり無茶な減量をして、無理やりバンタム級で戦っていた。

（それもまた少しでも、弱い相手と戦うために！）

　だとしたら、 フェザー級に上がるのに、特別の手段などいりはしない。ただ減量の手を少し緩めるだけでいい。何しろちょっと気を許すだけで、８キロ増えるというのだから、４キロなんてお手の物のはずだった。




　ところがジョーはそれもせず、ただ待っていた。

　ジョーは何を待っていたのか？

　修羅のような苦行によって、力石がやせ細るのを。目はうつろとなり、息も絶え絶えになり、足元がふらつくのを。——そうだった。考えられる動機は、ただ一つしかない。要するに、力石が弱くなるのを、ただただ待ち続けていたのだ。




　宿命のライバルとの再戦で、自分が少しでも有利に戦えるように？

　だとしたら何というこすからい、薄汚い手口だろう。 男の風上にも置けない男なのだ。——

　否。もちろんすべては、物語の設定上のことだ。それは重々わかっているのだが、つい思わずにはいられない。

　現実の世界にもしこんなやつがいたら、軽蔑にも値しない。

　それこそ佐々木小次郎もびっくりの、卑劣漢なのだ。——





（2022/10/26）




「バカチョン」は差別用語ではない

　最近、正論屋どもが、また新しい言葉狩りを始めた。

「馬鹿でもチョンでも」は差別用語だ、けしからん、というわけだ。

　とんでもない事実誤認である。




　　確かに「チョン（＝朝）」はかつて、朝鮮人の蔑称として、用いられたことがある。

　　だがこのフレーズに関しては、それはそうではない。

　「馬鹿でもチョンでも」という言い回しは、日本ではもっとはるかに遠い昔から、用いられてきた表現である。

　少なくとも江戸時代には、いくつも文献が残っている。（用例は各自調べてください。私からの宿題です　笑）




　ご存じのように、朝鮮人に対する差別が始まったのは、明治の帝国主義以降のことである。

　江戸時代には、かの国の方々は先進文化を伝える存在として、むしろ仰ぎ見られていたくらいなのだ。

　朝鮮通信使の一行に、学者たちが教えを乞おうと 、押しかけたのは有名な話である。

　そんな時代に、差別などあろうわけがないのだ。




　そもそもここで言う「チョン」は、朝鮮人どころか、誰か人間のことを指しているものではない。

　たとえばつい最近の、昭和の時代まで、

　「疲れたのチョンだのと、文句ばかり垂れやがって」のようなセリフが聞かれた。（何のことはない、ウチの死んだ親父の口癖である　笑）

　もちろん朝鮮人が出てくるような、文脈ではない。

　ここでは「チョン」とは、「疲れたの何のと」と言うのと同じで、「同種の、似たようなこと」を指す表現なのである。（面倒くさいので語源は調べていない　笑）




　そうなれば「馬鹿でもチョンでも」は、「馬鹿や、その他類似の人間でも」の意となる。

もとより、鮮人差別の問題が入り込む余地など、あるはずもないのである。




「ろくに調べもしないで、差別だのチョンだのとほざいてんじゃねえよ。クソ野郎！」

と、今の僕の素直な気持ちを君に伝えたい（笑）

　もっとも自分もろくに調べていないので、全然他人ひとのことを言えた義理ではないが。——




（2022/10/28）


「女々しい」は女性差別ではない

「男らしい」「女々しい」のような言葉が、また正論屋どものやり玉に上がる。

　女性蔑視だ、差別だ、と目くじらを立てているのである。

　まったくもって、的外れの批判である。




　　　　　＊




　ちなみにお国自慢というのを、御存じだろうか。

　おらが村が一番だ、というあれである。




　たとえば広島県人なら、「野球はカープが一番じゃ」「東京モンは信用できん」と言うだろう。

　あれは無知な田舎者たちの、偏見だろうか？　よそ者への差別だろうか？

　もちろん、そんなことはない。

　すべては純粋に、彼らの故郷愛の発露なのだ。




　彼らだって、もちろん頭ではわかっている。

　客観的に——科学的に、広島県人がすぐれているわけではない。

　東京人が不実であるという、データがあるわけではない。

　それでもふるさとへの愛着ゆえに、彼らはそう言いなし、半ばそう信じさえするのだ。




　お国自慢とは、そういうものなのだ。




　　　　　＊




　さて、話を元に戻そう。




　彼らが広島県人という範疇に属するように、私は男性という、範疇に属している。

　いわば「男」は、私の心のふるさとなのだ。

　だとしたら私もまた、私のふるさと自慢をする。

　男であることをたたえて「男らしく」と言い、そうでないことを「女々しい」と形容するのだ。




　それは偏見でも、差別でもない。

　女性は男性と、同じくらいすぐれている。ひょっとしたら、それ以上かもしれない。

　そんなことは、もちろん重々承知している。

　ただ純粋に、男であることへの愛着が、私をそんな言動に駆り立てるのだ。




　すべては微笑ましい、お国自慢の気持ちにすぎず、１点たりとも非難される筋合いはない。

　それなのに、何でもいちいちイチャモンをつけてくる、あの女どもの方が低能なのだ。

　（ん？　これはさすがに女性蔑視？）




　　　　　＊




　こんな私の物言いを聞いて、屁理屈だ、極論だ、と思われる方もいるだろう。

　確かに、そうかもしれない（笑）。




　だがしかし、別段それでかまわないのだ。

　議論においては、とりあかず相手を言い負かせさえすれば、それで十分なのだ。

　とりあえず論が立っていれば、それが真実であるかどうかなど、少しも問題ではない。




　たとえはったりの武器でも、論敵をひるませて、やりこめて、黙らせる。——

　「論破の帝王」というのは、そういうことなのだ（哄笑）。




　ざまあみやがれ、クソ野郎ども。





（2022/10/29）




「女性騎手大活躍」は八百長の産物

　最近しばしば、女性騎手の活躍が話題となる。

　だが実はこの現象には、はたからは見えずらい、裏の事情があるのだ。




　２０１９年から始まった、優遇制度である。

　その結果現在では、女性騎手の負担重量は、おおむね２キロ減量される（重賞は除く）。

　負担重量とは、馬が背負わされる重量の総計で、斤量とも言う。

　当然軽ければ軽いほど有利で、「１キロ１馬身」などと言われるから、女性騎手の乗った馬は２馬身分得をすることになる。

　大きなハンディに恵まれるわけだから、いわば勝つのも当然なのだ。




　「女性の方が体力（筋力）が劣っているから」というのが表向きの理由だろうが、眉唾である。

　競馬の騎乗は、筋力が大きく物を言う他のスポーツとは違う。重要なのはむしろ機敏性であり、柔軟性であり、何よりも馬を操る技術なのだ。




　その上そもそもが、——そもそもがである。

　競馬というこのスポーツは、騎手が走るわけではない。

　昔から「馬７割、騎手３割」と言われるように、勝敗を左右するのは実際に走る馬の実力であって、騎手の技量は添え物でしかありえない。

　それなのに、本体の馬は同じでも、上に乗っかっている騎手が女性だというだけで、２馬身分のハンデをもらえるのだ。それがどんなに有利な条件かは、容易に想像できるだろう。

　それを知った馬主や厩舎からは、有力馬の騎乗依頼が殺到する。

　勝ち星が増えるのも当然だろう。




　本来性差もへったくれもないところに、突然欺瞞のシステムを導入した。

　JRAはそうまでして、どうしても女性騎手に勝たせたいのだ。

　それはそうだろう。

　女性騎手が増えれば、すさんだ鉄火場の空気もやわらぐ。

　同性の活躍を知った、女性ファンが増える。

　するとなぜだか、男性のファンも増える（笑）

　競馬という競技の——産業の振興のための、客寄せパンダの役割を期待しているのだ。




　だいたいが、男の騎手たちの姿かたちを見てみたまえ。

　筋骨隆々のマッチョなんて、一人もいやしない。厳しい体重制限のためとは言え、ぱっと見の体形だけをいうなら、女性と少しも変わらない。ひょろひょろのやさ男ばかりである。

　女性と少しも変わらないのに、ただ戸籍上の性別だけで割を食うのだから、たまったもんではない。




　そんなのえこひいきじゃん。八百長じゃん。——騎乗馬も勝利も奪われた男どもが、歯がみするのが目に浮かぶようだ。

　何でも今村聖奈のわら人形に、毎晩釘を打っている騎手もいるそうだ（冗談です　笑）

　だが中には、なぜか聖奈のわら人形に、頬ずりしているやつもいるそうだ（もっと冗談です　笑）

　確かに、女性騎手の数が増えて一番喜ぶのは、むさくるしい野郎ばかりの騎手学校の、男子生徒なのかもしれないが。——





（2022/10/27）




君が代歌わない教師はとっととクビにしろ




　最近学校の式典で、君が代を歌わない教師やつらがいるらしい。




　何でも「思想・信条の自由」とか、ほざいているようだ。




　勘違いもはなはだしい。

　学校は教師の職場であり、行事の進行は教師の職務である。

　職場では職務の遂行が、すべてに優先するのだ。




　　　　　＊




　極端な場合を考えてみたまえ。




　根を詰めて働くのは摂理に反する、と信じる社員がいたとしよう。いわば「チンタラ教」の信者である(笑)。

　当然会社でもろくに仕事もせず、チンタラ過ごすだろう。それは思想・信条の自由なのか？




　そんな働きぶりを見た上司は叱責し、会社は解雇に動く。それは基本的人権の侵害なのか？

　解雇不当の裁判を起こせるのか？




　もちろん、そんなことはありえない。

　仕事で給料をもらっている以上、仕事をしなければ会社にはいられない。

　もしどうしても、自らの信条を貫きたいというのなら、会社をやめればいいだけである。




　　　　　＊




　国歌斉唱についても、話は同じだ。




　定められた行事の進行を妨げるとすれば、それは職務怠慢である。当然懲罰に値する。

　思想・信条もへったくれもない。

　仕事をしないなら、給料はもらえない。クビになるしかない。ごくごく当たり前の理屈なのだ。




　もっともそれは、あくまでも教師の場合である。

　生徒たちの場合は、別にそれで給料をもらっているわけではない。

　信条を盾に斉唱を拒むこともできるし、もし強制でもしたら、それこそ基本的人権の侵害なのだ。




　ときおり頭の悪そうな、体育科の教師か何かが、

「おまえら、ちゃんと君が代歌わんかい」

などと、怒鳴っているのを耳にする。

　こちらの方は明らかな憲法違反なので、コイツはコイツで、またとっととクビにすることをおすすめしたい。——





（2022/10/30）




いじめっ子どもはブタ箱に叩きこめ




　学校の現場に取り憑いた、「いじめ」の亡霊。

　だがその実、この問題には唯一、簡単明瞭な解決策がある。




　すべてを警察の手に、委ねるのである。




　　　　　＊




　もちろん仲間外れやら、無視しかとやらという程度なら、学校教育の範疇だ。

　だが話が恐喝、暴行となれば、明確な犯罪である。




　学校だけが治外法権というのは、いかにも理屈に合わないだろう。

　法を犯したら、刑務所に入れられる。それが法治国家のルールであり、そのルールをまず教え込むのが、教育のつとめではないのか。




　教師を間に介しても構わない。生徒が直接通報してもいい。

　アメリカ を始めとして、学校に警官が常駐したり、巡回したりする国だっていくらでもある（スクールポリス）。保健室に保健室の先生がいるように。それが当たり前の風景なのだ。




　ともかくも一度は、悪党どもを警察の手に引き渡す。当然初回は、起訴されないだろう。それでも刑罰の存在を、身をもって知らしめることに意味があるのだ。




　　　　　＊




　法を犯したら、刑務所に入れられる。そのルールをまず教え込む。——




　もちろん、なぜそれをしてはいけないのか、教えるのはかまわない。確かにそれが、教師の役割かもしれない。

　相手の痛みを想像できる、人間を育てる。思いやりと道徳心を養う。すべて立派な心がけだ。

　だがそれは法の統治を学んだ後で、あくまでも後付けで、行われるべき作業である。

　それを忘れて、ただ能書きだけを垂れているのでは、本末転倒なのだ。




　法の後に道徳が来る。

　それでは順番が逆だ、と思う者もいるかもしれない。だが法治国家とは、そういうものなのだ。

　道徳観の中身なんて、人によって様々である。まったく持ち合わせていない、やつだっている。

　そんな主観の産物に頼っていては、社会は治まりはしない。その代わりに、とりあえず全員が合意した、法典が支配するのだ。




　私が人を殺さないのは、痛みを知るからでも、思いやりからでもない。ただだ死刑が怖いからだ。

　そしてそれで、一向に構わないのだ。




　　　　　＊




　法を犯したら、刑務所に入れられる。そのルールをまず教え込む。——

　だが今の日本では、それができない。

　警察なんて口にしようものなら、教育の敗北となじられて、教師としての良心を疑われてしまう。




　元凶と思しきものがある。

　かつて日教組という団体が、日本の教育を牛耳った時代があった。

　旧社会党・共産党系の教職員組合で、国家権力の教育への介入は許さない、などと馬鹿げたことをほざいていた。

　学生運動のアホ学生もそれに同調して、いつしか「国家」は「学校」の敵となってしまった。







　そこに「金八先生」がやってきた。その後の学園青春ドラマの、元祖である。

　この番組が教育について、ある恐ろしい幻想を振りまいた。

　教師の情熱と、生徒との心の触れ合いが、すべてを解決すると。——




　そうだった。日教組と金八先生。この2つが勘違いの、お花畑の教育論をはびこらせ、学校現場の現実に目をふたいでしまった。

　そしてその結果が、今のこのていたらくなのだ。




　それは本当はけっして、そうであってはならない。

　正しい道は、その逆である。

　学校の外だろうと中だろうと、すべての犯罪は警察の手に委ねる。

　それはけっして、教育の敗北などではない。

　法を犯したら、刑務所に入れられる。そんな法治国家のルールを教え込む、むしろ教育の究極の勝利なのだ。





（2022/11/06）




自殺を止とめるな（１）

　自殺をしようとした人を助けると、警察から感謝状が送られるそうだ。人命救助に貢献した、と。




　だが、ちょっと待てよ。

　本人は死にたがっていたのを、無理やり止とめるのが、「助ける」ことになるのか？　警察はともかく、止められた本人は、本当に感謝しているのか？

　勝手なまねをしやがって、と舌打ちする者はないのか？




　生きることを選ぶか、死ぬことを選ぶか。

　そんな究極の決定の権利は、いつでも私たち自身にある。

　外野の人間がとやかく言って、口を出すのは、自由意志 の侵害に他ならない。




　それどころではない。「生きたいのに殺す」のが殺人罪なら、「死にたいのに生かす」のも同じくらい、重罪なはずだ。

　感謝状どころか、死刑に処してもいいくらいの、横暴なのだ。




　　　　　＊




　キリスト教だけではない。古来多くの宗教は、自殺を罪としていた。

　そのことはとりわけ、為政者たちに都合がよかった。

　それはそうだろう。

　生きるのが辛いからといって、百姓たちに次々と自殺されては、王侯貴族の贅沢な暮らしは成り立たなくなってしまう。




　食うや食わずで、働きづめの地獄の日々。それでも教会の教えが、命を絶つことをためらわせる。

　そうすることで、生かさず殺さずの百姓たちから永遠に、絞れるだけ絞ることができるのだ。

　ニーチェがキリスト教を 、「奴隷の道徳」と呼んだのもむべなるかな。




　時代が下って、資本家たちの世となっても、話は変わらなかった。

　太鼓腹で葉巻をくわえた彼らが、食い物にする奴隷たち——労働者たちは、けっして自殺してはならなかった。

　そのためにあの手この手の、巧妙な洗脳が続けられたにちがいない。




　自殺者が落ちる地獄を描いた、地獄草紙。そしてその逆の、生の賛歌。——

　橋の欄干に手を掛けながら、思いとどまる物語が繰り返された。

　そうして積み重ねられた、いわば文化的な禁忌のようなもの。私たちを すくませ、ためらわせているのは、確かにそんな無意識の呪縛だったにちがいない。




　　　　　＊




　そして今のこの時代。迷える者たちが聞かされる説教は、いつも決まっていた。

　家族はどうなるんだ。後に残される者の、気持ちになってみろ。——




　だがしかし、私たちはただ「残される者」たちのために、生きなければならないのか。

　もしそうだとしたら、それは彼らの、奴隷であることと変わらない。

　かつて王様のために、資本家のために生きたように。ただ「残される者」のために、永遠の痛苦に耐え続けなくてはならないのだ。




　それはけっして、そうであってはならない。

　私たちの人生は、他の誰のものでもない。

　それにまつわるすべての決定は、私たち自身の手の中になくてはならない。

　そしていったん決断が下されたら、その真摯な結論を、誰も詰ってはならない。




　誰も——とりわけ「後に残される者たち」は。もし彼らが本当に、「去り行く人」を愛しているのなら、悲しむことはあっても、けっして嘆いてはならない。

　笑顔とまでは言わなくても、少なくとも最敬礼で 送り出す思いやりと、覚悟を持たなくてはならない。——




　　　　　＊




（次項に続く）


（2022/11/12）




自殺を止めるな（２）

　自殺を試みる人を「助ける」。無理やり思いとどまらせる。

　だがしかし、そうして止められた本人の、気持ちはどうなのか。

　彼らは本当に、制止に感謝するのか。そうして生を押し付けることは、むしろありがた迷惑な、横暴であるとは言えはないのか。




　　　　　＊




　しばしば耳にする理屈は、次のようなものである。

「でも、自殺を止められた人は、みんな後になって感謝する。やっぱり生きていてよかった、と口をそろえる。——」




　「みんな」かどうかは知らないが、確かにそういう人たちも、少なくはないだろう。

　自殺の名所に足を運んでも、中途半端な覚悟で迷っていて、内心止めてくれるのを待っている。

　そういう人たちなら、誰かが止めれば感謝するだろう。あるいは誰も止めなくても、自ら思いとどまったのにちがいない。




　だがしかし、本気で死に向き合った人の場合は、どうなのか。本当に彼らもまた「みんな」、止めてもらったことを感謝するのか。

　百歩譲ってもしそうだとしても、彼らの言葉はけっして、真に受けることはできない。

　それはそうだろう。

　何しろ彼らは、まだ一度たりとも、実際に死んだことなどないのだ。

　死の何たるかを知らぬ以上、生が死よりすばらしいなどど、本当に言い切ることはできない。両者を比較対照して吟味する、科学的なプロセスを、決定的に欠いているのだ。




　彼らにそう言わしめているものは、ただ私たちを縛る、あの無意識の禁忌だった。

　あるいは、神々が動物たちに組み込んだ、本能的な死への畏怖？　あるいは、穿った見方をすれば、「助けて」くれた人に対する申し訳なさ？

　いずれにしても、すべては眉に唾を付けて、うかがわなくてはならない。




　　　　　＊




　私は今のところ、自殺を望んではない。

　けっして幸せな人生ではない。むしろさえない、退屈な毎日ではあるが、苦痛に耐えがたいというほどではないからだ。




　だがしかし、しかるべきときが来たら、私も自ら命を絶つつもりである。

　しかるべきとき——つまりは心身が、この上なく衰えたとき。死病に侵されたとき。その他もろもろ、明確に終わりが予感されたとき。

　そのときにはただ死を待つことなく、自らの手で、スイッチを切りたいと思う。




　それはたぶん、私の最後の意地である。

　定められた寿命を待つことは、——定められたように生き、定められたように死ぬことは、神々の奴隷であることにほかならない。

　たとえこれまではそうであったとしても、最後くらいは、自分の意志で選び取りたい。




　そうして自由の、証を立てたい。

　何もかもそんなに、勝手に決められてたまるものか。いつまでもお前らの、言いなりになるつもりはない。ざまあみやがれ——と、うそぶいてやるつもりである。




　だがしかし、ひょっとしたら。

　だがしかし私がそうして天寿を拒み、自ら死を選ぶこと自体が、ひょっとしたら神々の企んだプログラムにすぎないのかもしれない——そんな皮肉な疑念もまた、ふと頭をよぎらないでもない。……




　　　　　＊




（次項に続く）


（2022/11/13）




自殺を止めるな（３）

以下は蛇足である。




　　　　　＊




　先日私は、こんなふうに書いた。

——「生きたいのに殺す」のが殺人罪なら、「死にたいのに生かす」のも同じくらい、重罪なはずだ。……

　たがこの主張には、実は重大な欠陥があることに、気づかれただろうか。




　それはそうだろう。

　一度人を殺したら、元には戻せない。その人は生き返ることはない。文字通り取り返しのつかない、犯罪なのだ。

　一方自殺を望む人を止めたとして、その人はその後もう一度——何度でもまた、自殺を試みることができる。




　だとしたら、たとえそれが自由の意志に対する罪であったとしても、こちらの方はいくらでも取り返しのつく違反なのだ。

　そればかりか、もし本当に最後まで自殺を止めようとしたら、ずっと相手につきっきりで、見張っていなければならない。

　そんなことはできるはずもないから、制止の試みはいつでも永遠に、未遂に終わるしかない違反だった。

　だとしたらその罪の重さが、殺人の場合と、同等であるわけはない。——




　もちろんそんな論理の不備を、私は初めから、重々承知している。

　すべてを知りながら、他人を言いこめるためには、とりあえず素知らぬ顔をして目をつぶる。

　論破の帝王とは、そういうことなのだ。




　だとしたら、そんな詐欺師たちのやり口には、みなさんも今後はぜひ、気を付けていただきたい（笑）。




　　　　　＊




　さらに蛇足になるが、つまらないジョークを一つ思いついたので、最後に記しておこう。

　いわく、

——自殺しようなんていう不心得者は、死罪にしてやる、と言った代官 ……




　こんなことを書くと、また正論屋どもが騒ぎ出す。

　不謹慎だ、冒涜だ、と食ってかかる。




　ずいぶんと愉快な、世の中になったものである（笑）。





（2022/11/14）




教育は多数派の洗脳

　多数派の洗脳を教育と呼び、少数派の教育を洗脳と呼ぶ。




　私たちは誰もが遠い昔、小学校の教室で教えられた。

　民主主義は、とてもすばらしいこと。平和がいかに大切か。命の尊さ。——

　そうして説かれた通りに、つゆ疑わず、そっくりそのまま受け入れて。大の大人になっても相変わらず、同じような念仏を唱えている。

　つまりは、洗脳である。

　ただそれが多数派の洗脳であるがゆえに、教育と言いなすのだ




　また遠い、海の向こうのかの国で、おさな子たちは教えられる。

　神は偉大であること。預言者の啓示がいかに尊いか。大義のために死せ、と。——そして何一つためらうこともなく、誰もが信ずるままに赴くのである。

　もちろんそれも、また教育である。

　ただ海のこちらの私たちの目には、そんな彼らのやり方はとても異体で、野蛮にすらに映る。

　それゆえに彼らの教えを、洗脳となじるのだ。




　　　　　＊




　多数派の洗脳を教育と言いなし、少数派の教育を洗脳となじる。——




　ある者はときどき、わけのわからない理屈を言う。正しいことを教えるのが、教育なのだ、と。

　もう少し気の利いた連中は、こんなふうに指摘する。

　洗脳の証はその無批判性だ。批判の洗礼に耐えて、検証された教えが、教育なのだと。




　もちろんどちらの言い分も、あまりにも見当はずれだった。

　そこでは正しいと信じているのも、検証を経たと言い張るのも、当の本人だけなのだから。

　あちらの側から見たら、やはりすべては間違った、無批判な洗脳に映っているにちがいないのだ。




　だとしたらやはり、教育も洗脳もその実、ただの用語の違いにすぎない。

　その本質はどちららも同じ、ただのすりこみの過程なのだ




　　　　　＊




　今こうして、もう人生も終わろうかという歳になって、つくづく考える。










　格別飢えることもなく、争うこともなく、穏やかに生きてきた。

　人はきっと、それを幸せと呼ぶのだろう。その意味で小学校の教えは、やはり正しかったとも言える。

　だが同時に、そこにはいささかばかりの、苦い無念が残らないでもない。




　そうだった。

　こうして退屈で、輝きのない、無意味な日々を暮らしながら。

　「大義のために赴け」と、誰にも教わらなかったことに、やりきれない痛恨がいつまでも付きまとうのだ。——





（2022/11/18）




あえて悪魔のふりをする——devil’s advocate とは

　devil’s  advocate という言葉を、ご存じだろうか。




　適当な日本語が見当たらないが、逐語的に訳せば「悪魔の代弁者」ということになる。




　　　　　＊




　複数の人間が、それぞれの立場で議論を戦わせる。

　丁々発止のやりとりの過程で、問題点があぶりだされる。テーマが吟味され、深まっていく。

　最後にどちらの主張が選ばれるにせよ、それは初めの姿とは違う。子細な検証に裏打ちされた、強固な結論となっている。

　あるいはどちらの主張も不十分で、その中間の折衷の中に、新な真実が見つかることもある。




　大切なのは、視点の違いである。いくつかの違う角度から光を当てて、初めて立体的な像が結ばれる。物事の本質の姿が、見えてくるのである。




　　　　　＊




　確かに、それが健全な議論だった。




　ところがときどき、参加者の考えが偏って、初めから重なってしまうことがある。

　全員一致なのだから、それが真実に決まっている。ついすぐに、飛びつきたくなる。

　だがちょっと待てよ、もう少し考えてみよう。

　全員が同じ方向を見ているとしたら、逆に全員が、間違っているのかもわからない。誰一人気づかずに、まったく見落とされた、別の可能性があるのかもしれない。




　そんな危険を避けるためには、——議論の偏りを正すためには、異論を唱える者の存在が、どうしても必要なのだ。

　そんなとき参加者の一人が、反対者に指名される。

　神様ばかりがそろってしまった議場にあって、悪魔の声にも耳を傾けるために、自らその代弁者（devil’s  advocate）の役割を買って出るのだ。




　そうして、あえて知恵を絞って、反対尋問を組み立てる。

　それは元々の、彼の意見とは違う。むしろ持論を捨てて、役者が舞台で他人を演じるように、論敵を演じるのだ。

　それ（devil’s  advocate）はあくまでも、健全な議論のための装置だった。軽々しく飛びついた結論とは違う、——議論を尽くし、あらゆる対立を克服した、本当の真実に到達する。

　そのために考案された、いわば哲学的な手続きなのだ。




　　　　　＊




　私もこのブログで、その役割を買って出る。

　時代の大勢があまりにも、一方向に傾いたとき。悪魔の代弁者として、異議をさしはさむ。

　そうすることで、忘れられたもう一つの別の視点を、提示してみせる。世界を正しく照らし出して、その全体像をしっかりと捉えるために。

　本当の真実にたどり着くために、それはどうしても必要な機能なのだ。




　世の中が差別だとなじれば、そうではないと弁護する。だがしかし、もし世間が弁護の側に回れば、私はまたその欺瞞を、あばこうとするだろう。

　私の見解はいつでも、その逆の方向に、変幻自在に形を変える。




　その姿はあるいは　ひねくれ者の天邪鬼に、映るかもしれない。

　だがその実、それらのどれ一つとして、私自身の——私個人の信条ではありえない。

　あくまでも議論の便宜のために、仮に提言されたもの。ただ止揚を待つ、半措定であるにすぎない。




　　　　　＊




　世の中が差別だとなじれば、そうではないと弁護する。——

　たがしかし私はただ、仮面をつけて悪魔の役柄を、果たしているだけなのだ。

　そのどれ一つとして、私自身の信条ではない。何一つ私の、本当の素顔ではない。




　仮面の向こうの素顔の私は、けっしてそんな、僻んだ心の持ち主ではない。

　本当の私はもっとずっと常識的で、純朴な、——きっと誰からも愛される、心やさしい 人物なのだ。




　　　　　＊




　んなわけないけど（笑）


片付けする子は頭が悪い

　頭の悪い人間には、複雑と乱雑の区別がつかない。

　ちょっと散らかった感じの机や部屋を見ると、ゴミ屋敷だのなんだのと言う。ちゃんと片づけをしなさいなどと、子供を叱りつける。




　だがちょっと、待ってください。

　これは無秩序じゃありません。ただあなたのような、単純な脳味噌には理解できない、複雑な秩序があるだけです。




　　　　　＊




　たとえば中学一年生でも、一次関数は理解できる。そのグラフは美しい、秩序に見える。

　だが二次関数となると、中一の知能では、とたんにお手上げである。いきおいそのグラフは無秩序だ、でたらめだ、乱雑だということになる。

　ましてや三次、四次となったら大騒ぎだ。何だこのでたらめぶりは、ちゃんと整理整頓しろよ、とわめきだす。




　図形で言うなら、彼らにとっての秩序は、正方形だけである。

　長方形を見れば、辺の長さは等しく揃えろよ、とたしなめる。台形を前にすれば、ちゃんと全部平行にしろよ、となじる。

　多角形など突き付けようものなら、「まったくだらしないなあ、もう。ちゃんと角くらい取れよ」と嘆き始める。




　自分の脳味噌で、理解できない高度な秩序を見ると、きっと頭が痛くなってくるのだ。だから必死に、否を叫んでいるのだ。

　そんな彼らには、雪の結晶の美しさなんて、永遠に理解できない。——




　　　　　＊




　数学者や物理学者なら、もっととんでもない数式を組み立てる。

　これでもかとばかりに変数を並べ立てて、得体のしれない符号で組み立てたあの法則も、立派な秩序である。

　否。むしろあの深遠な式こそが、宇宙をつかさどる摂理なのだ。




　そしてもし宇宙がそうだとしたら、人の住む部屋だって、きっと同じなのだ。

　中には本当のゴミ屋敷もあるだろうが、私の場合はそうではない。

　凡人たちには想像も及ばない、はるかに高次な式で示されるような、端倪すべからざる法則性が、支配しているのだ。




　私はけっして、すぼらではない。だらしがない、わけではない。ただ、あなたたちより、少しばかり頭がいいだけなのです。

　お気に触りましたか？　でしたら、あやまります。

　頭がよくって、本当にごめんなさい（笑）




　　　　　＊




　整理整頓信仰の、影響は実に多岐に及ぶ。




　そう言えばその昔、「 東大生のノートは美しい」みたいな、タイトルの本もあったっけ。

　そんなことはない（笑）

　本当に頭のいいやつは、そもそもノートなんて取りはしない。取ったとしても、殴り書きのメモくらいなものだ。




　もっとも最近は少子化の影響で、受験生も昔の半分くらいしかいないから、東大もずいぶん入りやすくなった。

　その上まぐれで受かったり、ぎりぎりでもぐりこむこともある。だから中にはその程度の、しょぼい脳味噌の連中も、交じっているのかもわからない。




　初めからすっきりと秩序立った、思考の能力があれば、わさわざそんな紙切れんなぞの、助けを借りはしない。

　きっと頭の中身がごちゃごちゃなもんだから、そうやって必死をこいて、整理してるんだろうな。

　ずいぶんと、哀れなものである（笑）





（2022/11/22）




落ち葉ってゴミだったんだ

　生徒に英語を教えていて、あらためて気づいたことがある。




　日本語の「落ち葉」には、２つの意味がある。

　しみじみと眺めるのは、はらはらと風に舞う落ち葉（falling leaves = 落ちつつある葉）だ。一方、箒を持って掃除をするのが、地面に散り敷く落ち葉（ fallen leaves= 落ちてしまった葉）である。




　古来前者を愛でる者は多く、後者に入れ込んだりすれば、少々毛色の変わった人物とみなされる、——と生徒の英作文を添削したのだ。




　　　　　＊




　だがしかし当の私は、落ち葉（ fallen leaves）をこよなく愛する者である。




　 朽ち果てていくものの中に、無常を見出すというような、 ステレオタイプとは違う。純粋に「美しい」と、——鬼気迫るような豊穣の美を、感じるのだ。

　確かに仔細に眺めれば、けっして単色などではない。彩りも、驚くほど多様である。

　花弁や紅葉のような鮮やかさはないが、落ち着いた匂いやかな光に照り映える、その様は逆説的に、みずみずしいとすら感じられる。




　何よりもこの夥しさは、紅葉の比ではない。

　うずたかく散り積もる葉を、一歩一歩踏みしめるとき。足もとにばりばりとしだかれて、破やれていくどこか生めかしいその音に、不思議な存在の手応えさえ感じるのだ。




　詩人にとっては、その一枚一枚が宝石である。

　たとえ無一文の貧乏でも　朽ち葉の豊かさに埋もれて死ねるなら本望だ、とすら思えてくるのだ。




　　　　　＊




　だが昨今は、詩人には生きづらい世の中になった。

　セレナーデを奏でる恋人たちは、不審者のストーカーとして通報される。

　枯れ葉の山でも愛でようものなら、たちまち狂人扱いだ。




　落葉はもはや、賞翫の対象ではない。

　あくまでもゴミであり、街を散らかす厄介者なのだ。

　この季節には界隈のご婦人は、毎朝落ち葉掃除だ。掃いても掃いても次の日には、また道をふさぐお荷物に、ため息をつきながらご苦労な勤行を欠かさない。




　箒で掃くだけでは飽き足らず、専用の掃除機まで登場する。

　役所から委託された業者みたいなのが、轟音を響かせて、根こそぎ落ち葉を吸いこんでいく。

　 私の大切なお宝が、見るも無残に次々と、ビニールのゴミ袋に詰め込まれていく。




　彼らの目には紅葉の名所も、文字通りゴミの山にしか映らない。

　別段高級な、情緒を解せとは言わない。だがせめて、豊かな自然に抱かれて慰謝を感じるくらいの感性は、持ち合わせてほしいものだ。




　　　　　＊




　私がこんなことを言うのは、先日ちょっとした、事件があったからである。




　わが家の庭に少々背の高い木があって、その葉がときどき風に吹かれて、隣家の敷地に入り込む。

　けしからん、あの木を即刻切り倒せと、そこの主人がねじ込んで来たのだ。

　毎日掃除が追いつかない。他人の家にゴミをまき散らしておいて、公徳心がないにもほどがある、とまくし立てて息巻いている。

　何しろ近所でも、低能で有名な男である。

　まともに取り合っても議論にならないので、はあ、はあ、さよでございますか、と適当にいなしておいた。




　わが家と言えば、いつしか高層マンションだらけになってしまった町内で、ただ一軒庭つきで頑張って、緑のおすそ分けをしているのだ。

　毎年この時期になれば、ちょっと早めの、年の瀬の贈り物だ。黄金色に輝く、世にも貴とうとい落ち葉を差し上げている。

　ありがたく押しいただくのが人の道なのに、この鈍物はまるで親の仇のように言って、乗り込んできたのだ。




　あのときの馬鹿面が、今も瞼に焼き付いて離れない。——





（2022/11/28）




憲法は第２５条は「文化」を保証しない

　日本国憲法はその第25条で、文化的な生活を保証する。




　そのことをもって、様々な無茶な要求がなされる。

　生活保護で大学に通わせろ。障害者でも旅行ができるように、無人駅を廃止しろ——等々がそれである。




　それらのすべては、きっとこの「文化的」なる言葉への、誤解に基づいているのだ。




　　　　　＊




　言葉の意味するものは、状況によって——時代によっても、様々に異なる。




　確かに今の私たちにとって、「文化的」とは、そういうことかもしれない。高等教育を授かったり、芸術にたしなんだり、レジャーを楽しんだりするわけだ。




　だがしかし、かつての時代はそうではなかった。この憲法を定めた当時は、けっしてそうではなかったのだ。

　そのころ、まだ焼け跡だらけの戦後日本で、多くの人々は家もなく、野良犬同然の暮らしを送っていた。

　そんな悲惨な光景を見据えながら、憲法はそうでない生活のことを、文化的と呼称した。

　屋根のある家に住んで。水道が出て。トイレがあって。電気がついて。——そんな野獣たちとは違う、人間らしい暮らしを念頭に置いて、条文が書かれたのだ。




　かつて１９５０年代に、「文化住宅」と称する住宅が、各地に建造された。

　何のことはない。各戸にトイレと、台所がついているというだけの、風呂なしアパートである。今日日ならきっと、貧乏臭いと敬遠されるにちがいない。

　「文化的」とは、ただそういうことだったのだ。




　　　　　＊




　憲法が保障するのは、そのような「文化」だった。




　25条を仔細に見てみたまえ。

　その一項では、「健康で文化的な最低限度の生活」とある。

　つまり文化的であるとは、「健康」と同じレベルの状態だ。命をつなぐのに欠くべからざる、「最低限度の」要件だけを、指しているのだ。

　またそれは、その二項に登場する、「公衆衛生」とも同義である。

　それはけっして、こじゃれた格好をして クラシックのコンサートに出かけるような、貴族的な楽しみを意味しているわけではない




　もちろん、もし可能であるならば、その方が望ましい。今現在の私たちが文化と呼ぶような、高尚な精神的な充足を、すべての国民にもたらしたい。

　だがそれは、少なくとも現段階では、かなわぬ夢なのだ。

　国家であれ、社会システムであれ。すべての構成員に、中流以上の生活を可能にするだけの、資力は今のところまだない。——




　　　　　＊




　広く世間を、見渡してみてください。

　寝る間もないほど働きづめで、それでも今日明日の食事にすら事欠くような、困窮世帯がいくらでも見つかるでしょう。

　あなたたちの満足のことよりも、彼らの苦境を救うことの方が、まず先決なのです。




　わたしたちはけっして、お金のあり余る、富裕の国ではありません。

　一流国のふりを続けてはいても、実態はそうではない。

　財政は目の玉が飛び出るような借金を抱えて、見て見ぬふりの貧困に満ち満ち満ちた、せいぜい中流の国家なのです。




　もしもこの先、この社会がもっとずっと豊かになって、飢えに怯える民が一人もなくなるときがあったとしたら。

　そのときは生活保護で、大学に通わせましょう。無人駅にも、人員を配置しましょう。




　だがそのときまでは。

　ただ今日のご飯を食べられることに感謝して、手を合わせていただくよりない。残念ながら、ほかに仕方はないのです。——





（2022/12/08）




女性議員が少ない理由

　女性の国会議員の、数が少ない。

　そのことをもって、クオータ(割り当て)制の導入を訴える声がある。




　議席 にあらかじめ一定数の、女性優先枠を設ける。

　あるいは男性枠と女性枠を設け、それぞれ別個に当選者を決める。

　そうすることで、両性の比率を限りなく半々に、近づけていこうというのだ。

　まったくの愚論である。




　　　　　＊




　過去についてはいざ知らず。

　今のこの時代には、参政権であれ選挙権であれ、男女に対等に与えられている。

　女性議員を増やしたいなら、女性がどんどん立候補すればいいだけの話だ。

　政党が女性候補者を好まないって？　それなら無所属で、出馬すればいい。

　そんなことをしても、当選できない？　——おかしいのは、そこなのだ。

　考えてもみたまえ。有権者の半数は、女性なのだ。

　「もしすべての女性が、女性の政治参加を強く望むなら」。彼らはこぞって、女性候補者に投票するはずだから、全員トップ当選である。

　政党の推薦も、何も要りはしない。国会はたちまち、女だらけになってしまうだろう。

　もしそうならないとすれば、それはその前提が、満たされていないからだ。

「女性の政治参加を強く望む」のは、実際には声の大きな、一部のフェミニストばかりだ。

　大半の女性は、そんなものは大して望んでいないか、望ましくないとすら思っているかもしれない。

　もしそんな現状を変えたいと思うなら、そんな「愚かな」女性たち自身を、啓蒙するしかない。

　いささかたりとも、制度の問題などではないのだ。




　　　　　＊




　そもそもが、クオータ制を言い出したら、男女の問題だけにはとどまらない。

　あらゆる差異に対して、配慮が必要になってくる。




　まずは地域的な割り当てだが、これは選挙区の分割によって、すでに実現しているのだろう。

　外国の場合だと、人種についての配分を実施している国もある。だが日本では、これは問題にならないか。

　だとしたら、例えば年齢だ。議員の少ない年齢層にも、ちゃんと議席を回さなくてはならない。

　それから貧富だ。金持ちだけの代表にならないように、個々の候補者の資産も調べ上げよ。

　だいたいジェンダーにしたって、LGBTとかのこともあって、その一つ一つに対応しなければならなくなるだろう。それこそ、切りがないのだ。




　　　　　＊




　あと大切なのは、知能程度だな。




　頭のいい人ばかりが議員ではいけないから、そうでない人たちからも、せっせと代表を選ばなくてはね。




　おっと、いけない。その逆だったかな。

　今のどこかのお国みたいに、魯鈍な政治家ばかりがそろってはいけないから。賢者枠のようなものを、しっかり設定してほしい。

　せめてIQ８０以上の先生が、一定割合集まるように、ぜひとも格別のご配慮をいただきたい。——


（2022/12/15）




実は天動説が正しい

　地球の方が、太陽の周りを回っているのです、と小学校で習う。




　そんなことも知らなかった、昔の人の愚かさを笑う。




　だがその実、間違っているのは、あなたの方かもしれない。

　そうして鬼の首でも取ったように、得意がるとき。あなたは、太陽が動くと信じて疑わなかった彼らと、少なくとも同じくらいに蒙昧なのだ。




　　　　　＊




　考えてもみたまえ。




　たとえばあなたと誰かが、人混みで鉢合わせしたとする。

　ぶつかったのはお前の方だろう、と熱くなって互いに罵りあう。あなたの語気に、たまたま相手がひるんだというので、勝ち誇っている。




　だがもちろん、二人のどちらも正しくはない。

　あなたを基準に、事態を捉えれば。確かにこちらは動いていないのに、相手がぶつかってきた。だが逆に相手を中心に考えれば、ぶつかってきたのは、まさしくあなたの方なのだ。

　すべては視点の違いにすぎず、本当にそこにあるのはただ、お互いの位置関係が変化したという、ただその事実だけなのだ。




　　　　　＊




　ちょうどそれと同じように。

　宇宙に何か絶対的な、中心があるわけではない。それにふさわしい、天体もない。

　どこに座標の原点を置き、どう分析するかは、いつでも任意なのだ。




　何かが止まっていて、何かが動いている、というようなことはない。そこにあるのはやはり、ただ

の相対的な、位置関係にすぎない。

　もちろん「すべてが動いている」というままだと、現象の記述が難しい。だから仮に、何か一つを不動の中心であるかのように見立てて、説明を組み立てているのだ。




　仮に太陽が止まっているとすれば、地球がその周りに円を描く。仮に地球が止まっているとすれば、太陽がその周りに円を描く。すべてはただ視点の、——相対性の問題であり、どちらの説明にも優劣などあろうはずもないのだ。

　座標の設定は、いつでも任意である。その意味では天動説も、地動説も同じように正しい。だがもしその座標が、絶対のものであると信じこんているとしたら。どちらの説もまた、同じくらい笑止な勘違いなのだ。




　　　　　＊




　ガリレオ以来、天動説はすたれ、地動説が流行った。

　だがそれは、けっして地動説が「正しい」からではない。

　ただその「平明さ」を、科学が好んだからだ




　確かにその方が、話はわかりやすくなる。

　仮に地球が回っているとした方が、いくつかの事柄が、多少簡潔に記述できる。

　たとえば他の惑星やら、その衛星やらに起きる現象が。あるいは引力関係の模式図が。いくぶん単純化して表せる。

　いわばまだ知恵の足りない、小学生でもわかるように。あくまで教科書的な配慮から、科学は地動説を選んだのだ。




　だがそれは、「正しい」ということとは違う。

　単純なものが正しくて、複雑なものが間違っている、ということはない。

　それはかつて、私が述べた通りだ。（「片付けする子は頭が悪い」参照）

　複雑で手ごわく思えるものも、ただ私たち程度の知能には、そうであるにすぎない。

　謎の記号を何行も並べた、あの「複雑な」宇宙の方程式も、もちろんけっして間違ってなどいない。

　それどころか、もしもっとずっと知的な生命体がいて、同じ式を眺めたとしたら。それもまた中学で習った一次式と、同じくらい平明に見えるのにちがいないのだ。




　　　　＊




　だとしたらやはり、天動説はけっして間違ってなどいない。——




　太陽が回っているか。地球が回っているか。

　それはただ説明における、視点の違いにすぎず、本当はどちらでもいいことなのだ。




　どうでもいいことに命を懸けた、ガリレオの闘いは道化にすぎない。

　そして科学の勝利の物語に、こうして感動して吠えているあなたは、——きっとただただ、頭が悪いのです。……




（次項「地球がリンゴに落ちる」に続く。

今回の投稿の補足で、また別の観点から天動説を考察しています。）


（2022/12/22）




地球がリンゴに落ちる（１）

　思考法についての、アドバイスが一つある。

　もっとも極端な場合を想定することで、物事の本質が見えてくる、というものだ。




　日常の、普通の事例の場合、あまりにも雑多な要素が絡み合っていて、純粋な論理の骨組みが見えてこない。

　そんな不純物を排除するためにも、できるかぎり非日常的な、ときには不条理なまでにぶっ飛んだ状況を例に取ってみるのだ。




　論理にたけるためには、これがきわめて有効な手段である。




　　　　　＊




　リンゴが地球に落ちる。「地球はずっと同じところに止まっていて、リンゴが地球の引力に引かれて落ちていく」（ａ）と言う。




　さて一つ、思考実験をやってみよう。

　リンゴのサイズをだんだん大きくしてみよう。２倍、４倍、８倍……それでもリンゴは、地球に落ち続ける？

　ではその、もっとも極端な場合、リンゴが地球と同じサイズ（質量）まで、大きくなったとしたらどうだろう？

　まさかそれでもまだ、地球が止まっていてリンゴだけが地球に落ちる、とは思わなないだろう。「両者が互いの引力で引きあって動き、二つの中間のどこかでぶつかり合う」（b）。今の場合は、ちょうど真ん中が衝突点だろう。




　（ａ）だったものが（ｂ）になる。リンゴが地球と、同じサイズになったからか？　質量が等しくなった瞬間に、一気に切り替わったのか？

　そんなはずはない。だとしたら、一体どの時点から、リンゴが何倍になった段階で、（a）が（b）に変わるのか？

　答えられるはずもない。だって初めから、事実は（b）なのだから。




　初めの小さな、普通サイズのリンゴでも。リンゴと地球は互いに引き合う。

　リンゴは地球に引かれて近づき、地球もリンゴに引かれて近づき、両者の間のどこかの地点でぶつかり合う——ただその質量の差に応じて、今の場合は衝突点がきわめて地球の近くになるので、地球は止まっていると錯覚されるのだ。




　（注　あくまでも地球とリンゴの、一対一の関係で考えた場合。実際にはそれ以外の様々な事象がからむので、もっと事態は複雑になる。）




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/03/30）




地球がリンゴに落ちる（２）

（話は前項から続く）




　同じ議論は、地球と太陽の関係にも、当てはめることができる。




　　　　　＊




　地球が太陽の周りを回る、と言う。「太陽の方は止まっていて、地球がその引力に振り回されて、公転するのだ」（ａ）と。




　さてここでもまた、同じ思考実験をやってみよう。

　地球ののサイズを、だんだん大きくしてみよう。２倍、４倍、８倍……

　そのもっとも極端な場合、地球が太陽と同じ質量まで、大きくなったとしたら？

　まさか質量の同じ二つの天体で、（ａ）が成り立つとは思わないだろう。

　この期に及んで太陽がまだびくともせずに、地球を従えているとしたら、太陽どんだけ偉いんだよ　、何様のつもりなんだよ、という気がしてくるにちがいない。




　もちろん、そんなはずはない。太陽も地球と同様に、動いていなければならない。

　きっと「両者の間のどこかを中心として、それぞれが円運動をする」（ｂ）。今の場合は質量が等しいのだから、両者のちょうど中間点が中心となる。




　（ａ）だったはずのものが、いつのまにか（ｂ）に変わっている。

　だとしたら両者が同じ質量になった瞬間に、止まっていた太陽が動き出したのか？　そんなはずはない。

　では（ａ）から（ｂ）に切りわかる、境目はどこからなのか？　地球が何倍になった時点なのか？

　こう自問していくことで、私たちはようやく気づく。事態は初めから（ｂ）だったのだ。

　ややこしい思考実験を始める前の、私たちのなじんだ、いつもの大きさの地球の場合も。

　太陽と地球は、けっして一方的にではなく、互いに引力で引き合っている。地球が円を描いて回っているように、太陽もまた動いている。両者の間にある、どこかの点（注）を中心として、円を描いて公転しているのだ。——




（注）「共通の重心」という考え方がある。二つの天体をワンセットで捉えて、一つの物体と考えた場合の重心、質量の均衡点である。

　地球はもちろん、太陽もまたこの「共通の重心」を中心として、円を描いて公転している。

　ただ「共通の重心」は、質量の大きい方の天体に寄って位置する。太陽は地球よりあまりにも大きいので、「共通の重心」は太陽の表面より内側に位置する。ずれこんで、めりこんでいるわけだ。

　それでも「共通の重心」は、太陽の中心そのものではない。多少地球側に寄った、別の地点である。

　したがって、「太陽もまた共通の重心を中心として回っている」という記述は、確かに成立するのだ。




　　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/03/31）




地球がリンゴに落ちる（３）




（話は前項から続く）




　　　　　＊




　地球も太陽も、共通の重心を中心として回っている——

　上記の議論をもって、天動説に言い及ぶ者もいる。

　だが私がかつて「実は天動説が正しい」で論じたものは、それとは違う。まったく別の問題——座標設定の問題である。




　この世界の事象を——その位置や動きを数値的に分析し、記述するために、私たちは座標というものを用いる。

　物差しがなければ、物を測ることはできないのだから、当たり前だ。

　どこを原点として、どのような座標を設定するかは、いつでも私たちの任意である。

　宇宙のどこかに、初めから何かの座標があるわけではない。私たちが勝手にどこかに線を引いて、寸法を測るのだ。




１．　仮に「共通の重心」を原点に据えて座標を取れば、太陽も地球もともに原点を中心に、それぞれの円運動をするように見える。

２．　 仮に太陽を原点に座標を取れば、太陽はもちろん動かずにその周りを、地球が円を描いて回る。（地動説）

3． だが今度は仮に、地球を座標の中心とすれば、地球は動かずに その周りを、太陽が円を描いて巡る＊のである。（天動説）

　[＊一年で一周します。毎日太陽が東から昇り、西に沈んで見えるのは、地球の表面の人間の目を原点に据えた場合のことです。地球の本体（あるいは地球の中心）を原点と考えた、今の議論とは違います。]




　座標の設定はいつでも任意なので、どの説明も同じように成立する。

　こと地球と太陽の関係だけで考えれば、２も３も同じだけ単純で、平明な記述となる。だから天動説と地動説に優劣などない、というのが私の主張だった。







　地球とリンゴの場合に当てはめても、同じことが言える。

　先述の「衝突点」を、原点として座標を取れば。地球もリンゴもそれぞれ、そこに向かって突進してきて、ぶつかりあう。

　地球を原点に座標を考えれば、地球は動かずに、リンゴがそこに落下する。私たちがが普通になじんできた分析である。

　だがしかし——もしもリンゴの方を、座標の原点として捉え直せば。もちろんリンゴは動かずに、地球がそれに向かって激突する。




　地球がリンゴに落ちる——それは任意の座標設定の一つであって、けっして暴論でも何でもないのである。





（2023/04/01）




神様になれるとき——カスハラが絶えない理由

「カスハラ」という用語が使われだした。

　現象としてはかなり前から目についていたが、ようやく言葉の方が追い付いてきた感じだ。




「カスタマー・ハラスメント」の略である。つまりは店の客が店員に、あの手この手のいやがらせをすることだ。

　例えば、お釣りの渡し方が乱暴だったといちゃもんをつけて、何度も土下座させる——その類いのことだが、もっとトンデモな事例が、ネットにいくらでもころがっている。




　その背景は、明らかである。

　そもそもがサービス産業が、下手に出すぎたのがいけない。それで客がすっかり図に乗って、つけあがってしまった。




「お客様は神様です」は極端としても、「お客様」という呼称が、当たり前に使われる。そんな言葉遣いが作り上げた、いわば仮構の上下関係が、奴らを勘違いさせたのだ。




　　　　　＊




　その手の客は、単に頭が悪いばかりではない。

　ふだんから、まったくうだつが上がらない人生を送ってきた。

　誰からも下に見られて、踏みにじられ。貧乏で、地位も、ときには職もなく。

　いいことなんか、何もない。生きていたって、何の意味もない。クソみたいな毎日だ。——そんな奴らが今、突然「様」と呼ばれたわけだから、舞い上がらないわけはない。




　その瞬間、世界の見え方が一変する。

　え？　俺って本当は、「様」だったんだ。下の下の下の、虫けらじゃなかったんだ。

　貧乏くさい爺じじいと思えたものが、実は黄門様であったように。今ではみんなが自分の前に、ははーっとひれ伏しているのだ。

　それを知った瞬間に、それまで卑屈に腰をかがめていたクズ野郎が、急にふんぞり返る。

　それと同時に、これまでの鬱憤が一気に噴き出すのだ。

　これまで自分がされてきたように、目の前の「劣った」人間に、ここを先途とマウントを取りまくる。——




　本当の大人物なら、自然と物腰は柔らかになるものだ。この私みたいにね（笑）。

　だけど小物入れに入っていたような、あんなつまらない連中に限って、おだてると目一杯その気になって、増長するのだ。




　　　　　＊




　もちろんそれは、ただ「様」だけにかぎらない。

「させていただきます」「でございます」——どうしてそんなに、卑屈になることがあるんだろう。召使いじゃないんだから。




　じかに話しかけるときは、「お客さん」でいい。書面では、「利用者」で十分だ。

「利用者は各レジに並んでください」。つっけんどんに聞こえるかもしれないが、慣れてしまえば当たり前になる。

　ウチがお気に召さないのなら、どうぞよそにいってください、という強気な態度を取ることだ。

　もちろん一軒だけがそれでは、角も立つだろう。だがすべての店が、一斉に足並みをそろえれば、奴らはもう行くところがなくなるわけだから。

　とりわけ公共の、たとえば交通機関とかなら、なおさらだ。ウチの電車は二度と使うなと、出入り禁止を言い渡せばいい。「地域の足」を失くした客は、たちまち途方に暮れるしかなくなる。




　大袈裟に言うなら、パラダイムの転換だ。

　お客様に、お買い上げいただいているのではない。お前らに、品物を売ってやっている。うちの店舗を、使わせてやっている。

　昔の社会主義国の国営企業みたいに、上から目線で、鼻であしらうのだ。

　そうすれば奴らも、自分がやっばり下郎であったことを思い出して、どうぞワタクシメにカップ酒をお売りくださいと、ペコペコ頭を下げ始めるにちがいないのだ。




　　　　　＊




　以前英語をよく知らない知人が、カスハラとは人間のカスが——人間のクズが店員をいびる、

と勘違いしていた。




　思わず笑ってしまったが、本当はある意味、それで十分正解なわけだ。——





（2022/12/25）




誰も死んでなどいない——愛する人を亡くした方へ

　私たちが亡くした者。そして悼む者。




　たがしかし、本当は誰一人、死んでなどいないのだ。




　　　　　＊




　一つ頭の体操をしてみよう。




　一本の、無限に延びる直線があるとする。１次元の世界である。

　その直線が無数に寄り集まって、面を作る。２本の座標の軸を持つ、２次元の世界だ。

　今度はその面が無数に重なると、私たちの住むこの世界ができあがる。3つの座標に規定される、３次元の空間である。




　さてそこにもう一本、別の座標の軸を加えてみよう。おそらくは「時間」の座標軸だ。

　その時間の軸に沿って、いくつもの三次元の空間を、次々と並べていく。




　もちろん私たちの感覚は、その姿をとらえることはできない。だが私たちの知性には、十分に理解が可能だった。

　そうだった。

　かつて面を重ねることで、三次元の世界を作ったように。今度はその三次元の、空間のブロックが時間によって連なって、もう一つ上の、４次元の時空を構成するのだ。




　それが神の作った、この宇宙の実相だった。




　　　　　＊




　私たちが生きる「現在」のこの空間は、この４次元の宇宙を構成する、無数の時空のブロックの一つでしかない。——




　もちろん座標の軸には、上下も前後もない。

　ただ私たちは、自分たちの住むこの世界を、座標の先端と思い込む。

　そしてその「下」の時空を、過去と呼ぶ。




　それは過ぎ去ったもの。消え果てたもの。もはやそこにはないもの。——そしてそこに「かつてあった」者を亡くして悼み、老いたと嘆く。

　だがしかし、それはけっして、そうではないのだ。

　私たちが「過去」と呼ぶその時空も、この４次元の宇宙を構成する、無数の時空の部品ブロックの一つだった。

　だとしたらそれらもまた、何一つ変わりはしない。これまでのいつとも同じように、そこにあり続けるのだ。




　たとえば、私たちは書物を繰る。

　めくってしまったページはもはや、目の前にはない。今は読むことはできない。

　だがそれはけっして、消え去ったわけではない。本のあちらの半分に積み重なって、少しも変わらずそこにあった。

　過去と呼ばれるものたちも、きっと同じだった。

　私たちの五感は、今それを知覚することはできない。だがそれにもかかわらず、それらはこれまでのいつとも変わらず、そこにあった。




　変わったのは、ただ私たちの意識だった。

　時空を走査スキャンする私たちの意識が、いつしかそこを過ぎ。そこから追われ。ただ一時だけ、帰るたつきを失くしているだけなのだ。




　　　　　＊




　だとしたらもし帰る地図を、帰る船を、再び手にすることができたら、——


　（話は次項に続く）




（2022/12/27）




「帰る船（タイムマシン）」はきっとある

（話は前項から続く）




　だとしたらもし帰る地図を、帰る船を、再び手にすることができたら、——




　　　　　＊




　もう一つ、頭の体操をしてみよう。




　現在いまのこの、世界を照らし出す光。私たちを映す光。地球が放った光は、宇宙を旅して進んでいく。

　今からちょうど1年後には、光は地球の1光年先の、里程標を過ぎるだろう。

　もしそのときそこに、こちらに向かって望遠鏡をかまえる者があれば、1年前の——つまりは現在の私たちの姿を、覗くことができるはずだ。




　だとしたら、ちょうど同じように。

　たとえば３０年前。私たちは若く、まだ誰も亡くしてはいなかったあのころ。

　彼らが放った光は、今のこの地球から、３０光年の彼方にある。

　あのころの私たちは、確かに今そこにいるのだ。




　もし帰る船があれば——もし今、私たちが時を置かずに、そこに渡ることが可能なら。ふたたび愛する者たちと、まみえることもかなうだろう。

　時間の経過と空間の移動が、まったく同じ意味をもつような、不思議な次元が確かにそこにはあるのだ。




　　　　　＊




　人は言うだろう。

　光となって伝わるものは、ただこの世界にまつわる、情報にすぎない。

　望遠鏡の向こうに覗けるのは、もはや何の実体も伴わぬ幻であり、影絵でしかないと。

　だがそれは、きっとそうではないのだ。




　考えてみたまえ。

　たとえば、コンピューターゲームの中の世界。そのキャラクターたち。

　それらは物質的な存在とは違う。ただのデータの集積にすぎないと、私たちは感じている。

　確かに私たちにとっては、それはそうだった。

　だがしかし、当のゲームの中の人物にとっては、一体どうなのか？




　ゲームの中の人物にとっては、むしろゲームの中の宇宙こそが、現実だった。

　彼らにとっての「物質」で作られた、実体の世界。——そしてむしろ、ディスプレイの外から覗いている私たちの方が、「虚」の存在に思えているのではないか。




　虚と実を、現実と想念を分けるものは、ただ内か外かの区別にすぎない。

　それぞれの位相の違いが、同じ幻にすぎないものに実感を——「物質」のよそおいを、与えているのだ。




　私たちの住むこの世界も——私たちが現実と呼び、物質と呼んで聖別するこの現実世界も、その実無数の情報のかたまりが結んだ、虚像にすぎなかった。

　だとしたらそれは確かに、光とともに宇宙の空間を伝っていく。時を旅することができるのだ。




　だとしたら。だとしたら光が届いたその先に、本当に今の私たちがいるのだ。——




　　　　　＊




　だとしたら光が届いたその先に、本当にあのころの彼らがいる。——




　私たちが亡くした者。そして悼む者。

　消え果てたと嘆いたそれらは、確かに今、彼方のそこにいた。

　もし私たちが、そこに渡ることが可能なら。ふたたび愛する者たちとまみえ、語らうこともかなうのにちがいないのだ。




　もちろんそのためには、光を追いかけなければならない。光に追いつき、光を追い越す必要がある。

　そんなことはありえない。光速を超えた移動は不可能だ。——確かにかつて、物理学者はそう言った。

　だが今では、それはけっしてそうではないのだ。




　学者たちのいくたりかは、今ではこう主張する。

　宇宙にはワームホールという、抜け道のようなものがある。その近道を通って先回りすることで、光を追い越すこともまた可能なのだ、と。

　もちろんその先の議論は、もはや私の範疇ではない。彼らの言い分が、正しいかもわからない。




　だがもしも、そうだとしたら。

　あのころに帰る船を手にすることもまた、あながち笑止な絵空事とばかりは、言い切れないのにちがいない。——





（2022/12/28）




真理なき時代に「事実もどき」をついばみながら




　alternative fact という英語をご存じだろうか？

　これもまた、日本語にはしづらい言葉である。alternative 「代用の」だから、「代替的事実」などと訳されるが、それでは意味不明だ。

　大ざっぱに言えば、「事実の代わりになるもの」「真実もどき」というような意味合いである。




　かつてトランプ米大統領の就任式で、実際には聴衆は閑散たるものであったにもかかわらず、「大群衆が熱狂的に迎えた」と伝えられた。

　その虚偽を指摘された大統領顧問（ケリーアン・コンウェイ）が、それはけっして嘘ではない、と反論したのだ。

　——That’s an  alternative fact.

　そのセリフを聞いた瞬間、背筋が寒くなったのを覚えている。何かあまりにも、時代の正鵠を射ているように感じられたからだ。




　　　　　＊




　そうだった。

　何が真実で、何が真実でないのか。私たちはそれを、本当に知っているのだろうか？

　身の回りの限られたものなら、間違えようもない。

　昨日自分が何をしたか。家族はどうであったか。自分の学校で何が起こったか。——そんな実体験に基づく知識は、まず間違いなく真実だろう。よほどの天邪鬼でないかぎり、そのことを疑う者はいない。

　だがしかし、それ以外のすべてのものについては、一体どうなのか？

　私たちは地球が丸いという、「事実」を知っている。

　だがそれはただ、知っていると思い込んでいるだけで、そのことを身をもって確かめた人間がどれほどいるというのか。




　あるいはロシアが、ウクライナに侵略したと怒る。だがわれとわが目で、確かに何かを目撃したというのか？

　学校の先生がそう教えているから。多くの新聞やテレビが、それを報じているから。だからたぶんそうなのだろうな、と納得しているにすぎない。だとしたら 、すべてが私たちをたばかるフェイクである可能性も、完全には否定できないのだ。

　もちろん確実な証拠は、あるのかもしれない。だがそれを手にしているのは、ほんの一握りの人間だけなのだ。少なくとも私の手元にはそれがない以上、ただの伝聞にすぎないものを、真実であると言い切ることはとてもできない。——




　あるいはまた、どこかの国の大統領が、選挙は盗まれたとわめく。

　私はそれを信じない。だがそれは当人があまりにアホ面なので、たぶん嘘なんだろう、と判断しているだけだ。

　意外にも彼の方こそが、正義の人である可能性だって、けっして捨てきれはしないのだ。

　それはあくまでも情報源に対する信頼と、ごく生理的な嗅覚とで、真実らしさを嗅ぎわけているだけで、それを確かめるすべなど、本当は何一つありはしないのだ。




　　　　　＊




　身の回りについての、数少ない確実な知識——もちろん動物たちなら、それだけで十分満ち足りて暮らすことができる。

　だが私たちは、そうではないのだ。

　自分自身の「生」を、意味有らしめるためには。もっとずっと広い世界について、宇宙についての物語が、絶対に必要なのだ。

　だから無数の「真実もどき」の中から、かろうじて信じるに足りそうなものを、信じたいものを選び取る。

　そうして手にした、ひょっとしたら毒入りかもしれない知恵の木の実を、それぞれの巣穴に持ち帰ってついばみながら、日々をやり過ごしているのだ。




　もちろんずっと遠い昔から、それはそうだったのだ。

　例えば私たちは、ただ教会の音楽の荘厳に打たれて、宗教の物語を受け入れた。

　たとえそこに、何の証しもなかったとしても、——それを糧として、矩として一生を生きることができた。

　そしてそれは、それでかまわなかった。すべては健全な心の機構であり、少しも異体ではなかったのだ。

　それはきっと、こういうことだったろう。

　そうしてそれぞれが、それぞれの真理をついばみながら。それでも私たちはまだ、すべての前提として、唯一無二の絶対の真実が、必ず存在すると信じていた。

　それはまだ見つかっていないだけで、それがどこかそこにあるということ自体は、疑いようがなかったのだ。




　だから誰もが、それを探し続けた。 一人一人が、それを求めて刻苦した。

　一旦は手にしたはずの解答にも、検証を怠らなかった。

　異論があるなら、互いに議論を戦わせた。論戦のための土俵が、確かにそこには設けられていて、ときには相手の主張に耳を傾け、ときには相手を説き伏せようと論理を尽くした。——




　　　　　＊




　だが今のこの時代には、何かが根本的に違っている。

　すべてがあまりにも相対化された挙げ句、そこでは 絶対的な真理に対する、健やかな信頼が失われてしまった。

　本当の真理など、初めからありはしないのだから、探求も討論も意味はない。

　ただお手軽な、お気に入りの真実もどきに、あまりにも安直に飛びつくだけだ。




　誰もが投げやりで、斜に構える。覚め切った、皮肉な虚無主義ニヒリズムが支配する。

　しち面倒くさい、検証などは放棄した。一喝し、罵りあうことはあっても、真剣に刃を交わすことはもうない。公正な議論の場は、すっかり姿を消した。

　これが世に言う、ポスト真実の時代なのだ。




　そうだった。

　就任式の閑散たる聴衆を大群衆と言いなしたとき、コンウェイは言った。

　　——That’s an  alternative fact.

　もちろん、人は言うであろう。それは「嘘」というのと、どう違うのか。ただ追い込まれた挙げ句に開き直って、体のよい言葉で言い換えただけではないのか、と。

　だがしかし、思い出してほしい。何かが「嘘」と呼ばれるのは、その逆の「本当」のものが、存在するからである。

　もし今のこの世に、「真実」なるものが、一つもないとしたら。——あるいは何が真実であるか、少しもわからないとしたら。だとしたら、あふれかえる真実もどきの情報の、どの一つとして「嘘」とは呼びえない。すべてはただ公平に、” alternative fact” なのである。




　それぞれの人間が、それぞれの真実もどきをついばみながら、それぞれの世界に——” alternative  world” に生きている。

　同じ地球の上にいながら、めいめいが 別個の、ばらばらの生を生きる。

　そんな分断が、当たり前の風景となって、何の疑問も抱かれない時代が到来したのだ。

　私のような20世紀に生きた人間にとっては、それはまるでSFのような、おそろしい悪夢の世界

だった。

　その病根を治癒するすべは、どこにも見当たらない。

　このまま進んだら、私たちは一体どうなってしまうのか。——その行方を想像することは、もはや私にはかなわない。……





（2023/01/11）




憲法九条のおかげです

——もはや戦後も８０年、戦争なんかしていません。

　どこの国にも攻められません。

　小学校の教室で習った通り、憲法九条のおかげです♬




　九条の護符が貼られた国土には、異国の軍勢も恐れをなして、近づくことができません。

　まるで見えない結界でも張られているかのように、お札の霊力に守られて、日本国は永遠に安泰です。

　日米安保は要りません。米軍も日本を出てってください。

　何なら自衛隊も無用です。憲法九条がありますから。




　北朝鮮のミサイルも、あーら不思議、本土にまでは届きません。上空には、神風でも吹いているのでしょうか、全部日本海に落ちていく。

　人民解放軍が、ちょっかい出すのも尖閣だけで、沖縄にまでは及びません。もっとも尖閣も、沖縄県ですが。

　悪名高いプーチンも、北海道には攻め込みません。もっとも北方領土は、二度と返しませんが。




　憲法九条のおかげです♬——




　　　　　＊




　もちろん、ただの戯れ歌である。

　お花畑の住人の頭の中には、こんなおめでたい唱歌が流れているのではないか、と思ったのだ。




　言うまでもなく、現実はそのようなものではない。

　確かに戦後８０年近く、私たちはずっと自国を守ってきた。

　だがそれはけっして、憲法九条のためではない。ひとえにアメリカの軍事力と、日米安保のおかげである。

　それは俗に言う、「ケツ持ち」というやつだ。

　いわばおっかない親分が後ろに控えていて、いつも睨みを利かせているので、どの国も日本には手を出せなかった。

　ただそれだけのことなのだ。




　もしそこに結界が張られていたとしたら、それはアメリカという世界一の強国の、威光がなしたものだった。

　あの国の警固なしには、何一つ自力では、守れはしなかったのだ。




　　　　＊




　GHQの時代以来、日本は米国の庇護のもとで、復興を遂げてきた。

　国防に必要な膨大な戦力と費用を、すっかりアメリカに肩代わりしてもらうことで、経済だけに専念することが可能だったのだ。

　敗戦で荒廃した日本を、早急に立て直すこと。そして自由主義同盟の、東アジアの砦とすること。それは当然、アメリカの国益にも——戦略にもかなっていたのだ。




　だが今や、日本はすっかり独り立ちした。経済的には、時にはライバルにもなる。

　それにもかかわらず米国が、すべて軍事の面倒を見続けるというのは、我々にとってはあまりにもおいしい話だが、さすがに理にかなわない。

　そんな矛盾を指摘して、支持を集めたのが、トランプ前大統領だったわけだ。




　在留米軍の費用は、同盟国に負担させよ——万事でたらめな大統領でも、この主張ばかりは異を唱える国民はあまりいなかったようだ。

　日本は軍備の増強を——軍事費の増額を要請された。敵基地攻撃の能力も、つけなくてはいけない。　この流れは、大統領がいくら代わっても、もう元に戻すことはできない。




　あわてたのは、日本の国民の方だ。

　水と空気と安全は、ただで手に入ると思っていたのに、どうやらそうではないらしい。

　アメリカにおんぶに抱っこの状況に、すっかり慣れっこになってしまったおめでたい民族が、今しも本当の現実を突き付けられて、途方にくれたのだ。




　　　　　＊




　岸田政権で、防衛費倍増の方針が打ち出された。そのための増税も、検討されている。

　当然、国民は大反対だ。

　もしろん、気持ちはよくわかる。今でもカツカツの暮らしだもの、これ以上税金が上がっては、とてもやってはいけない。

　増税に代わる手立てが、もしありうるなら、検討するのも結構だ。

　だがしかしそれがただ、国防に対する無自覚から来るのなら、亡国の主張だと言わざるをえない。

　戦火に逃げ惑う未来への、想像力を欠いての反対なら、必ず命取りになる。




　これまでだってやってきたのだから、きっとこれからも何とかなるだろう——そんな「現状維持バイアス」ってやつは、最後にはいつでも身を滅ぼす。

　昨今の国際情勢の、緊迫はご存じの通りだ。いくつもの悪辣な覇権国家が、野心をむき出しにしている。

　そこからアメリカが、手を引いてしまうというのだ。魔の手を逃れるには、自ら起ち上がるしかない。




　憲法九条なんてたわごとに、いつまでもかかずらわっていてはいけない。

　平和的な外交努力？　話し合いによる交渉？　そんなものは、クソの役にも立ちはしない。

　必死に土下座して、貢物を差し上げても、約束なんてあっけなく踏みにじられる。




　力には力で、対抗するしかない。

　防衛は自国の手で行う。そのための費用は自国でまかなう。そんな当たり前の理屈を、もう一度思い出すことだ。

　ぬくぬくと８０年、お花畑で見続けてきた甘やかな夢は、今こそ覚めたのだ。——





（2023/01/19）




天皇はうやまわない

　天皇は日本国の象徴だから、全員でうやまうべきだ——もしそう考えている者がいたとしたら、大変な勘違いである。




　確かに憲法は、その第一章を天皇に割いている。第一条に「天皇は、日本国の象徴であり…」とある。

　だがそれはけっして、天皇を持ち上げるためではない。むしろその逆なのである。




　現憲法の前身である明治憲法（大日本帝国憲法）は、やはり第一章を天皇に割いていた。そこで天皇の主権と。統治を謳っていた。

　そんな旧憲法と対照するために、そしてその主旨を否定して、国民主権の理念を突き付けるために、新しい憲法の一章を当てたのだ。

　それは象徴だから敬うべきだ、という議論ではない。象徴にすぎないのだから、これまでのように政治を差配することはできない、と声を大にして訴えているわけだ。




　第一章第一条を、最後までしっかり読んでみたまえ。

「天皇は、日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であつて、この地位は、主権の存する日本国民の総意に基く」

　主眼は前半ではなく、むしろ後半部にある。象徴にすぎない天皇に代わる、国民主権を高らかに宣言しているのだ。

　天皇・皇族をうやまうべきだ、というような文言は、いささかも見つかるものではないのである。




　　　　　＊




　憲法に加えて、歴史の誤読もある。




　天皇は歴史を通じてずっと、日本の国民にうやまわれてきた——もしそう思い込んでいるとしたら、　それもまた大きな見当違いである。

　確かに鎌倉以来の武家政権においてさえ、天皇はずっと権威のよりどころであり続けた。だがそれはあくまでも政治の、ごく上澄みの部分だけの話だ。

　国の大半を占める一般の庶民が、天皇を仰ぎ見ていたのか？　そもそもその存在すら、意識していたのか？

　ご近所の近畿はいざ知らず、東北や九州の農民たちは？

　ましてや北海道や沖縄は、まだ同じ日本ですらなかったはずだ。




　国民の大半が天皇を戴くことを始めたのは、明治以降の大日本帝国の時代である。そんなせいぜいここ二百年足らずのあり方をもって、日本の伝統であると、文化であると言いなすのは、とても正当とは言いえない。

　そもそも「日本会議」にしろ何にしろ、わが国の保守派が懐かしみ、理想とする「日本」とはこの明治日本のことである。

　天皇・靖国は言うまでもなく、家父長的な家族制度にしても、夫婦同姓にしても。

　すべては直近の時代を懐かしむだけの、戦前回帰の復古主義なのだ。




　　　　　＊




　第二次大戦の敗北によって、日本の旧体制は完全に、否定されるべきものとなった。

　日本の民主化は、喫緊の課題だった。

　そのうえ連合国側の議論の過半は、天皇を戦犯として起訴しろ、というものだ。当然のことながら、天皇制の存続など、ありえるはずもなかった。




　だがしかし、これまで天皇を神とあがめていた国で、いきなり制度をひっくり返せば、大混乱をきたす。占領軍による統治も、困難になる。日本サイドもまた当然、温存を強く希望していた。

　そこで浮上した名案が、象徴天皇制だったのだ。

　天皇そのものは従来通りに置きながら、飾り物にすぎぬものとして実権をはく奪し、無害化を計ったわけだ。




　それはいわば、国体の連続性に配慮したもの。連合国の合理主義と、日本の戦中派のメンタリティーに折り合いをつけるために編み出された、妥協の産物にすぎない。

　まかり間違っても、象徴である天皇を尊崇し、うやまうことを強いる、不磨の大典ではないのである。——




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/01/28）




ワイドショーが天皇制をつなぎとめる

（話は前項から続く）

　象徴天皇制は、戦中派との妥協の産物——




　だがもし妥協案であるとすれば、それは仮のものであり、一時的なものだ。

　戦中世代が退場したあとは、廃止の方向に向かうのが自然なのだ。




　だがしかし、このことについて、改憲を叫ぶ声はあまり聞かない。

　二十一世紀の世の中に、どうして王様が居るんだ？　なぜ要るんだ？　実権はないとは言え、ちゃんと税金払わせろよ——などとわめいているのは、この私くらいなのだ。




　　　　　＊




　それはきっと、こういうことだったろう。

　天皇・皇族は、今や最大のセレブとなった。

　テレビの画面の向こうの、憧れの世界の人。ワイドショーが追いかけ、常にゴシップの種となる、　知らぬ人のない一番の有名人。




　 おとぎの国から抜け出したような彼らの存在は、とりわけ女たちの胸を掻き立てた。

　それはそうだろう。白馬の王子様が現れるには　もちろん王様が必要だった。白雪姫も。シンデレラも。それを言うなら、ベルばらだって。

　そのお住まいも、着こなしも、仕草も、言葉遣いも。私たちを夢見させ、希望すら与える。

　その辺の俗物 芸能人など比ぶべくもない、天性のスターなのだ。




　ヒール役のセレブなら、悪口を浴びせる者もあるだろう。

　だがその育ちのよさ、鷹揚なお人柄と品位を前にして、誰が反感を持つことがあろう。

　それを廃止しろなどと叫ぶというのは、ただ酷薄な、天邪鬼だけなのだ。




　そうだった。

　天皇・皇族は今やそういうものとして、国民から認容され、必要とされているのだ。

　それを象徴と言うのなら、確かに象徴だろう。

　いずれにしてもそれは、現人神として統帥した時代とはまったく違う形で、生き延びようとしているのだ。




　　　　　＊




　天皇・皇族は、今や最大のセレブにすぎない。——

　だがしかし、たとえそうだとしても、それが国民に夢と希望を与えるのなら、どうしてお前はわざわざ廃止を叫ぶのか？

（話は次項に続く）


（2023/01/29）




やんごとなき奴隷たち

（話は前項から続く）

　天皇・皇族は、今や最大のセレブにすぎない。——

　だがしかし、たとえそうだとしても、それが国民に夢と希望を与えるのなら、どうしてお前はわざわざ廃止を叫ぶのか？　税金の問題など、その効用と比べたら、取るに足らないものではないのか？




　理由は単純明快である。

　なぜならばこの制度には、忘れられた犠牲者がいるからだ。




　　　　　＊




　忘れられた犠牲者——そうだった。

　ちょうど古代ギリシャの民主主義が、奴隷制度に支えられていたように。象徴天皇制もまた、 かわいそうな奴隷の存在を、前提としているのだ。




　そんな奴隷なんて、どこにも見当たらないって？　見えないはずである。彼らは九重ここのえの内にいる——皇城の中に囲われているからだ。

　もちろんそれは、天皇・皇族その人である。見かけの富裕に、だまされてはいけない。その実彼らこそが、世界でもっともやんごとなき奴隷なのだ。




　彼らには姓も戸籍もない。選挙権も言論の自由も、与えられていない。職業選択も。結婚も。皇室会議の承認がなければ、何一つままならないのだ。

　あまつさえ蠅のようにうるさくまとわりつくマスコミに監視され、一挙手一投足を報告されて、かけらほどのプライバシーもない。




　そもそも彼らは、憲法の定義において、国民と対比される存在であって、日本国民そのものではない。

　したがって、すべての国民に気前よく与えられた当たり前の基本的人権が、彼らからはすっかり召し上げられているのだ。

　その暮らしぶりが、経済的にはどんなに恵まれたものに映ろうとも、彼らはやはり、もっとも虐げられた存在だった。

　自己決定権の有無という点では、山谷の路上でカップ酒をくらうおやじの方が、はるかに人間的な生活を送っているのだ。




　　　　　＊




　確かに国民は、彼らを象徴と仰ぐ。彼らから夢と、希望をもらう。テレビの画面越しに見るドラマに、心を慰められる。

　だがそれが彼らの意志を奪い、無理やり繋ぐことによって成り立っている制度なら、つまるところは籠の中の珍鳥やサーカスの見世物と変わらない。

　皇室に対してこんな言葉を使うのも奇妙な話だが、「同じ人間として」「人道的に」それはけっして、許される事態ではないのだ。




　それこそ国の統率のためとかいうのならいざ知らず、ただ国民のワイドショー的興味を満たすためだけに、勝手に象徴に祀り上げられてはたまったものではない。

　そんな扱いが、いかに非道なものであるか。彼らの不自由は、いかばかりであるか。

　つつしみ深い当人たちは、なかなか声を挙げることはないが、われわれ国民の側からおもんばかる、配慮を持たなくてはならい。




　ちなみにかつて、平生天皇が生前退位を強く要望されたのは、この問題に何とか先鞭をつけたいという、ささやかな抵抗であったと思う。——




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/01/30）




おいたわしや、眞子さま

（話は前項から続く）

　天皇・皇族は、あらゆる基本的な人権をはく奪された、象徴天皇制の奴隷である。その不自由は、いかばかりか。——




　眞子さんの、結婚の例がそうである。

　もちろん小室圭氏が、出来そこないのジゴロであることには、異論はない（笑）。

　幸せな結婚になるとは、とても思えない。

　だがそれもあくまでも、ご本人の選択である。他人がとやかく口出しするような、筋合いのものではないはずだ。




　人間には本来、自由に生きる権利がある。

　その中には、女たらしに引っかかって身を滅ぼす自由だって——権利だって、きっとあるのにちがいないのだ。




　　　　　＊




　近所の娘が悪い男に引っかかれば、アドバイスはするだろう。井戸端で、陰口は利くだろう。

　だがけっして、結婚反対のデモはしない。赤の他人のおばさんたちに、祝福されなければならない、義理はないのだ。

　だがそれこそが、現に眞子さんの身に、起きていることだった。

　その結婚には、国民的な反対の声が挙がった。まるで皇族の生き方は、国民に決定権があるがごとく。それは国民の所属物で——所有物であるがごとく。




　彼女が受けたであろう心の傷が、おいたわしくてならない。

　もし眞子さんがあれほどまでに育ちがよく、お上品な方でなかったとしたら、

「おまいらの知ったことか！　すっこんでろ！」

と、きっと宣のたまったにちがいないのだ（笑）




　結局彼女は、皇籍を離れることを選ばれた。いまだに下品なマスコミに、つきまとわれているとは言え、幸い一応の自由を、手に入れることはできた。

　だがそれがかなうのも、彼女が女性だからである。

　何と皇族男子には法制上、皇籍離脱は認められていないという。一生繋がれた奴隷のままでいることを、定められているのだ。

　これほど不条理な、話はないだろう。




　　　　　＊




　そんな犠牲者を、もう二度と出さないためにも。やんごとなき奴隷たちを、彼らの意のままに解き放つためにも。

　欺瞞と矛盾と不正義に満ちた、象徴天皇制は今すぐ廃止すべきなのだ。




　だがしかし、このことで改憲を叫ぶ声は、確かにあまり聞かない。

　二十一世紀の世の中に、王様なんて要りはしない。国事行為なんて別に何もしなくていいから、ふつうに相続税を払って、国庫に納めろよ——などとわめいているのは、この私くらいなのだ。




　だとしたら、まだ誰も、制度の矛盾に気づいていないのか？　否。そんなはずはありえない。

　きっとみんな、ちゃんとわかっていながら、口をつぐんでいるのだろう。

　何しろこの令和の時代にも、いまだにわけのわからない右翼みたいなのがいて、下手な発言でもしようものなら、暗殺 やられてしまいかねない。——




　ではそうして、声を大にするお前自身の、身の安全は大丈夫なのかって？

　ご心配なく。

　私の身元は、誰にも割れていない。

　鬼沢哲朗というのは、もちろん偽名だし。顔写真はもとより、調布市在住の６０歳であることだって、非公表である（笑）




　そもそもこんなブログなんて、誰も読みはしない。だから暗殺どころか、炎上さえする気遣いはない。

　本当に、誰も読まないブログほど、無敵なものはない。怖いもの知らずの、まさに言いたい放題、やりたい放題である。

　老後の暇つぶしとはいえ、すばらしいおもちゃを、見つけたものである（笑）——





（2023/01/31）




「子孫を残す」って何？

　人間の命には、必ず限りがある。だから誰でも、永遠の命を得たい。

　だがそれがかなわないから、どうしても何らかの錯覚に、すがろうとするのだ。

　それはたとえば来世を説く、宗教であったりもする。だがそれよりもはるかに、多くの人々をたばかるまやかしが、「子孫」なる概念なのだ。




　　　　　＊




　確かに姿かたちも、性格もよく似た子供は、あなたの分身のように見える。いわば年の若い、もう一人のあなたが、そこに出現したのだ。ということは、もし末代までこの複製が続けば、あなたは不死を実現したことになる。——




　だがもちろん、誰もが知るように、それは本当はそうではない。

　たとえあなたの子供でも、そこにあなたの遺伝子は、ただの半分しか残っていない。世代を重ねるたびに「血」は薄まっていき、３代も進めばあなたの原型など、もはや跡形もない。




　私には子はいないが、今の私の遺伝子と、あなたの１０代先の子孫の遺伝子には大差はない。もしともに同じアダムの末裔であるなら、彼は私の子孫でもあると言っても、大きな間違いではないだろう。

　少なくともそれは、あなただけの何かではけっしてないのだ。




　　　　　＊




　否。そもそもあなたの命と、あなたの遺伝子は、似て非なるものである。

　あなたという人格は—— 人間を人間たらしめている根源は、けっしてそこにあるわけではない。




　例えば一卵性双生児の場合なら、そのDNAは百パーセント同一だ。

　それでも彼らは、当然個別の人格である。

　性格も違うし、それぞれが別個の思念を追っている。

　お互いが相手を、自分の分身などと意識することはない。あいつが生きて残ってくれるのだから、自分は安心して死地に赴く、などということはけっしてないのである。




　クローン技術について、しばしば恐怖の筋書が語られる。もしヒトラーが、自分のクローンをいくつも作らせたたら——だがもちろん、心配は杞憂に終わる。

　そうして作り出された製品は、見た目はもちろん独裁者にそっくりだが、その中身はいささかも保証のかぎりではない。

　遺伝子の一致が、その精神の一致を生み出すわけではない。そこには善良なヒトラーと、邪悪なヒトラーが、ただそれぞれの確率で育つだけなのだ。




　　　　　＊




　私たちを私たちたらしめているものは、肉体の器ではなく、その中身——おそらくは精神と呼ばれる何かなのだ。

　もし永生を得たいと願うなら、行うべきなのはむしろ精神の生殖だろう。




　作家の書いた作品は、たとえ部分的ではあるとしても、百パーセント作家の分身である。

　私の出来損ないのブログも、出来損ないの私と生き写しの、分身である。たとえ誰にも読まれることはなくても、私の子孫がネットの闇に永遠に漂い続けることを、期待しているのだ。

　ちょうどあてもなく海に放精するという、あの魚たちのように。——




　もし作家の作品が、読者の中に何かを生み出すことができれば、それも作家の分身となる。

　何かを伝えようとする者は、たとえそれが教壇で生徒に道を説く教師であったとしても、行っていることは確かにこの精神の生殖なのだ。——




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/02/17）




生殖は無意味な奴隷の苦役

（話は前項から続く）




　　　　　＊




　人を人たらしめているものは、肉体の器ではない。DNAの配列ではない。




　そのことは誰でも、頭では理解しているはずなのに、ことこの「子孫の」のこととなると、いつのまにか忘れられてしまう。

　動物たちも人間たちも、ときには文字通り命をかけて、子作りに励む。そんな営みが全部、本当はまったく無益な徒労であることを、少しも悟らずに。

　もちろん何をどうしようが、当人たちの勝手だが、ずいぶんとご苦労なことである。




　純粋に性欲に駆られて、のしかかるのはいい。愛情のいとしさのあまり、抱き合うというのならわかる。

　だが、ただ子作りのためだけの生殖なら、何の意味もない。

　人様に子供はまだか、などと言う。子のない者を、負け犬などと呼ばわる。——すべてはただの、愚鈍な勘違いでしかない。




　　　　　＊




　生物の個体は、遺伝子の乗り物にすぎない——かつて動物行動学者の、リチャード・ドーキンス氏はそう喝破した（『利己的な遺伝子』）。




　そうだった。

　生物たちは、その必死の生殖行動を行う。

　動物たちの場合は、本能に駆られて。人間たちの場合は、きっとあの永生の錯覚にたばかられて。

　だがそうして引き継がれていくものは、けっして個体自身の命ではない。

　個体は必ず、そのたびに滅びなくてはならない。ただその遺伝子だけが——あるいはそれが属する種の遺伝子だけが、永遠にその組み合わせを変えながら、受け渡されていくのだ。




　もちろん遺伝子自体に、そんな意志があるはずもない。

　あくまでも結果的にではあるが、それはまるで私たち生物の遺伝子が、私たちという個体を乗り継ぎながら——乗り捨てながら、永遠の旅を続けているようにも見える。……




　　　　　＊




　だとしたら、確かに生物の個体は、遺伝子の乗り物にすぎない——それがドーキンスの主張である。




　もちろん私は氏の場合ほど、遺伝子に肩入れするつもりはないが、おおまかな趣旨には同感できる。

　それは私たちが、何らかの盲目の意志のようなものに、操られているという感覚。——それが遺伝子かどうかは知らない。だが私たちは確かに、その「何か」のために、意味もない苦役を続けている。奴隷となって、文字通り命をかけて仕えている。——




　テレビの動物番組でよく聞かれる、「命のバトンをつないでいるのです」みたいなナレーション。

　確かにその、必死の営みの姿は、感動的かもしれない。

　だがそ同時にそれは、とてつもなく滑稽で、どこか哀れで物悲しくも見える。……




　　　　　＊




　（話は次項に続く）


（2023/02/18）




血のつながりって何？　輸血でもしたんか？

（話は前項から続く）

　子孫を残す生殖の営みは、無意味な奴隷の苦役でしかない——




　　　　　＊




　そんな私の物言いを聞いて、人は反論するだろう。私が子を望むのは、永生を得たいからではない。ただ暖かい家族を、もうけたいからだ。

　そうして小理屈をこねるお前は、親子の情愛のこまやかさを、家族の絆の強さを、少しもわかっていないのだと。




　だがそれもまた、大きな勘違いである。

　だってそうだろう。そんな親族の情愛と、絆を生んだものは、けっしてDNAの相似ではない。

　ただいつくしみあいながら、ともに過ごした時間が、そうなさしめているのだ。




　だとしたらそれは、別に子供でなくてもいいのだ。

　例えば夫婦の場合で言うなら、二人のDNAの配列は、もちろんいささかも酷似してはいない。それでも重ねた歳月が、切っても切れない紐帯となって、彼らを結んでいるのだ。




　また養父母とその子の間も、実子と変わらぬ強い思いでつながれている。

　実の親でないことを知って衝撃を受ける。自らのルーツをいぶかる。——それはただ安作りのドラマの、ステレオタイプの筋書だった。そんなものはただ、「血縁」という文化的仮構に踊らされた、愚行にすぎない。

　あなたのルーツは目の前の、二人の親だ。産み落としただけの親など、あなたをあなたたらしめているものとは、いささかのかかわりもない。ただの肉体の、生産工場にすぎない存在なのだ。——




　　　　　＊




　　人類は、生き残りのための戦略として、群れをなすことを選んだ。

　　群れを固める絆として、初めは確かに、血縁がもっとも有効であった。そこで「血族」という、仮構が生まれたのだ。




　集団が次第に大きくなるにつれて、結合の主役は地縁に代わられた。やがてはそれは民族となり、国家となり、宗教となったのだ。

　だが主役の座こそ譲れ、「血縁」はけっして、舞台を降りることはなかった。

　それどころかそれは、私たちの社会と文化の基底により深く沈潜し、除くことのできない病魔となって巣くっている。




　今もなお、あの古い「血」の神話が、私たちをたばかる。

「実の親子じゃないか」。「同じ血を分けた兄弟だろう」。そんなセリフが、当たり前のように聞かれる。

　でもさあ、「血」って一体何なの？　DNAの配列のこと？　ちゃんと学問的に説明してよ。

　何をどう分けたの？　輸血でもしたんか？

　——その非科学的たるや、まったくもって笑うしかない。




　そうだった。およそ「血のつながり」なるものは、はるか氏族部族の時代の、遺物でしかない。

　今では何の意味も持たない。役割も果たさない。

　ただナチスのハーケンクロイツの腕章か、ボーイスカウトのネッカチーフのような、結団ごっこのお遊びのアイテムとして以外は。——




　　　　　＊




　（話は次項に続く）


（2023/02/19）




こいつらが法定相続人かよ




（話は前項から続く）




　　　　　＊




　ご推察の通り、私には子がない。

　年齢的にも先はないから、子孫を残せなかった「負け犬」である。だからこそこんな、負け惜しみの文章を書いているわけだ。




　跡取りがいないことで、ついでに配偶者もいないことで、一つ現実的な問題が生じている。

　相続の問題である。

　一応ぎりぎり黒字の人生を歩んできたので、死ねば多少のものが残る。

　まずは親から受け継いだ、実家がある。老後に備えた、そこそこの貯えもある。

　私が近々野垂れ死にして、「老後」がなくなったときに、そいつが全部「余って」しまうのだ。




　もちろん世間的には騒ぐような金額ではないが、私にとっては必死になって働いて得た、血と汗の結晶である。

　その行方が、気にならないわけはない。




　　　　　＊




　法定相続人というのを、ご存じだろうか。

　故人が何の遺言もしなかった場合、その遺産が自動的に懐に入る人物（たち）である。




　子孫を残せない負け犬の私にも、何とこの法定相続人だけは、しっかり存在するのである。

　子も妻もなく、父母もとうに亡い場合、故人の財産はその兄弟のものとなる。兄と二人兄弟の私の場合、これに該当するのだ。

　そしてさらに、兄弟がすでに亡い場合には、何とその子供たちが、つまりは故人の甥や姪が財産を相続する。——そういう法律上の、システムになっているのだ。




　おかしいと思わないか？

　親から子に財産が受け継がれるのは、心情的によく理解できる。

　だがなぜ兄弟なのか？　ましてや甥っ子なのか？

　拡大解釈にもほどがあるだろう。




　　　　　＊




　そうなのだ　ここでまた、あの「血族」の亡霊が姿を現す。




　もうとっくに崩壊している古い「家」の制度が——「一族」の概念が、まだ法律の中には旧態依然と、居座りを続けている。

　そんな封建時代の遺制は、現代的な感覚で生きる者にとって、とうてい承服できるものではない。




　私たちの今の社会の実態に、とっくに合わないものとなったそんな時代遅れの制度は、早急に改正が必要だろう。




　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/02/20）




志村けんの遺産の行方




（話は前項から続く）




　　　　　＊




　前述のように、実は私には兄がいる。こいつが最低の、クソ野郎なのだ。

　どういうふうに最低なのか、誰も関心はないだろうから、詳細は伏せる。とにかく典型的な、人間のクズなのだ。

　当然顔も見たくないくらいに、折り合いが悪い。互いに軽蔑しあい、ときには憎悪しながら、これまでの人生を生きてきたわけだ。




　もし私が早死にでもしようものなら、あの忌まわしい民法の規定により、私の財産は丸々こいつのものになってしまう。

　そして何よりおそろしいことに、たとえ私が早死にしなくても、——あいつよりずっと長生きしたとしても、問題は少しも解決しない。

　そうなのだ。

　運悪くあいつには、二人も子供がいる。あろうことか、そいつらがいつのまにか、私の法定相続人に収まっているわけだ。




　クソ野郎の子供だから、当然クソ娘（性別は女）である。

　私の血と汗の結晶は、あんなやつらの飲み食いに費やされてしまうのか——そのうえ娘は結婚して、もうすぐ子供が生まれるらしい。

　私の分捕られた財産は、どうやら代々あちらの家系に、受け継がれていくことになっているのだ。

　想像しただけでも、寒気がする。このままではとてもじゃないが、成仏なんかできはしない。——




　　　　＊




　そんな事態だけは何としても、何としても避けなくてはならない。——

　だとしたら自分は、一体どんな方策を講じるべきか？




　もちろん死んだ後の世界のことなんて、大して関心はない。ただあいつらに分捕られなくてすむのなら、遺産はドブに捨ててもいい。犬にでも、くれてやってもいい。

　だが現実的には、そういうわけにもいかないから、どこか無難な慈善団体あたりに、寄付してやろうと思っている。定番で言えば、日本赤十字か何かかな。




　もちろん生きているうちに寄付すれば、もっと恰好がいい。

　だが今後何年生きるかわからないから、そのための生活費も、確保しておかなければならない。

　遊興費もたっぷり、取っておきたい（笑）。さんざん使ってしまった後に、死んでから残った分だけ、ちょろりと寄付して終わろうというわけだ。

　　これを「遺贈」と言うのだそうだ。ずいぶんセコいやり方だが、今の自分には、これがせいぜい最善の選択なのだ。




　　　　　＊




　もちろん遺言を書いただけでは、手抜かりがある。

　私が死んだとき、第一発見者は、兄一族になる可能性が高い。そうでなくとも、真っ先に連絡が行くのはそこになる。

　彼らがそんな私の遺言書を見つければ、当然握りつぶして、シカトしようとするだろう。そして日本国の法律の定める通りに、遺産をかっさらおうとするだろう。

　そんな事態を避けるために、細心の配慮が必要なのだ。




　遺言信託という制度がある。信託銀行などが手がけているものだ。

　保証人を立てて公式の遺言書を作成し、死亡届が出るやすみやかに発効するように、執行役を委託するのである。もちろん然るべき手数料は払って。

　そうだ。これで行こう。




　名案が浮かぶと、たちまち想像の翼が広がる。

　私の死亡の連絡を受けた兄が、まずは欣喜雀躍する。生意気ばかり言っていた弟が先にくたばって、遺産をまるまるせしめることができた僥倖に、高笑いするのだ。

　それから普段は足も踏み入れないわが家に、このときばかりはいそいそと現れて、家探やさがしを始める。

　だがそこでは、もはや万全な手続きがなされている。 遺言信託という護符でしっかり結界を張られ、

私の遺産に手をつけることはかなわないのだ。

　兄貴は初め呆然とする。続いて地団駄を踏みながら、わめき散らすのだ。

　——冗談じゃねえよ！「血のつながり」もない、赤の他人に寄付するなんて。ふざけんじゃねえよ。俺たちの金のはずなのに、勝手なことしやがって！




　そうして歯がみする兄貴の吠え面が、今から目に浮かぶ。すると今度は、こっちが高笑いしたくなる。

　ざまあみやがれ。クソ野郎。そうそう何でも、お前の目論見通りになってたまるものか。——

　そんな結末が待ちきれなくて、何だか試しに、早死にしてみたい気になってくる。（笑）




　　　　　＊




　志村けんが亡くなった。遺産の総額は、１０億とも言われる。

　志村さんが独身貴族だったのは、有名である。だがだとしたら、残されたその財産はどこに行くのか？




　隠し子がいるという噂もあったが、いまだに現れたという話は聞いていない。もちろん御両親はとうに亡く、ただ二人のお兄様が健在なようである。

　跡継ぎがなく、配偶者もいない。ただ兄弟だけはある。——遺産の金額を除けば、それは私の置かれた状況に大層よく似ている。

　だからどうしても、自分の場合を重ねて考えてしまう。




　先日テレビの番組で、ご長兄がインタビューに答えていた。

　もちろん画面に映るその姿は、篤実そのもので、うちの兄貴とは似ても似つかない。

　だがもしも仮に、自分が志村けんで、うちのクソ兄貴がその長兄であったとしたら。（話がだいぶややこしくなってきた　笑）　——

　期せずして、そうして労せずしてころがりこんだ大金に、おそらく小躍りして喜んだろう。




　殊勝な顔で、テレビのインタビューに答え。弟の死を悼んだ、その後で。

　夕食では家族そろって、グルメ料理に舌鼓を打ちながら、きっと祝杯を上げるにちがいない。

　いや、あくまでもうちの兄貴なら、という話だ。もしうちのクソ兄貴なら。必ずそうするだろう、と信じているのだ。




　そういうやつなんだよ。あの男＊は。




　　　　　　　　　　　　＊うちの兄貴のこと。志村けんのお兄様ではないので、一応念のため。


（2023/02/21）




少子化って何？（１）

　岸田政権が少子化対策で、躍起になっているね。

　一生懸命お金をばらまこうとしているようだけど、的外れもいいところだね。




　みんなお金がほしいから、もらえるものはもらっておきたいというので、あれこれ要求しているようだけど。本当は、お金の問題じゃない。




　もちろん困窮世帯が結婚できない、子供を持てない傾向があるのはわかる。でもそんな状況を改善するには、それこそ１００万単位で年収を底上げする必要がある。言われているような金額では、解決にはほど遠いね。対策と言うのなら、選挙対策にしかならない。




　そもそも一昔前には、食うや食わずの百姓が、１０人近い子供を作っていた。今の時代の金持ちが、それほど子だくさんだという話は聞かないから、やっぱり原因は経済力じゃないんだ。

　もっと大きな、時代の流れのようなものがあるんだよ。




　　　　　＊




　いにしえの多産の時代には、子供なんて産みっぱなしでよかった。飢え死にも病気もせずに、七五三を迎えられれば、お祝いだったわけだ。手もかからなければ、金もかからない。子育ての負担なんて、まるでなかったに等しい。

　そのうえ子供がいれば、家業を手伝う。老後の面倒も見てもらえる。労働力としても意味があった。

産んでおいた方が、得だったんだ。

　兵隊さんになれば、お国のためにもなったわけだし。まあ避妊の問題も、あったんだろうけど。




　それに比べて今の時代は、子育てに手間をかける。金をかける。そんなものなくたって子供は育つわけだから、「かかる」じゃなくて、「かける」なんだ。

　子供に人並の暮らしをさせたい。そんな親の気持ちは、昔も今も変わらない。ただその「人並」の水準が、すっかり上がってしまった。

　こぎれいな恰好をさせて、キャラ弁も持たせてあげて。スマホもゲームも買い与えて。塾にも通わせ、大学まで行かせて。

　そのうえ親本人が、自分の楽しみをあきらめるわけでもない。なんで 我慢しなくちゃいけないの？　私だって海外旅行も行きたいわよ。おいしいグルメも食べたいわよ。

　そうなるとあとは単純な、割り算の問題になってくる。

　一人っ子で家族が３人なら、それぞれが年収の３分の１の、豊かさを享受できる。子供が二人増えて、５人家族になってしまえば５分の１。分母は少なければ、少ないほどよい。




　親としての幸せをかみしめる、というだけなら、子供は一人でも十分だ。将来の介護は介護保険で、子供は知らんぷりだから、子だくさんで得なことなんか何もない。

　個人の物質的な幸せを、何よりも優先する。

　そしてその幸せの基準が、すっかり上がってしまった。そんな価値観の変化が、少子化の根底にある。




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2023/03/06）




少子化って何？（２）

（話は前項から続く）




　そもそも地球全体、世界全体で見た場合。私たち人類が直面している「人口問題」って、一体何ですか？　少子化のことですか？

　もちろん、否だ。人口が増えすぎて、水も食料も資源も足りなくなった。環境にも負荷を掛けすぎている。そちらの方が、問題になっているわけだ。

　だとしたら少子化の傾向は、けっして嘆くべき新事態ではない。むしろ人類が長年抱え込んだ難題の、解決そのものなのだ。




　一般に、ある生物の種の全体が、何らかの危機に瀕したとき。

　その集団のそれぞれの個体が、なぜか申し合わせたように同じ方向に、——破滅を抑制するような方向に、行動の舵を取り始める。そんな不思議な現象があるという。

　あくまでも聞いた話だが、だとしたら現在いまの私たちの子供嫌いも、きっとそうなのだ。無意識裡に、そんな原理が作用しているのでは、という気さえしてくる。




　だとしたら、政治家たちを悩ませる少子化とは、けっして人類史的なテーマではない。あくまで現代の日本の、社会構造の問題にすぎない。

　子供の数が減少すれば、将来の国の経済を支える、労働力が不足する。

　働き手がいなければ、税収も不足する。何よりも老人たちに支払う年金の原資は、若い世代から巻き上げてこそ確保できる。このままでは、そんなすべてのシステムが、破綻してしまうと焦っているのだ。

　だとしたら別に、子供を増やす必要なんかない。少子化に対応するように、制度の方を設計しなおせばいいだけだろう。




　具体的には、何をしたらいいかって？

　挙げだしたらきりがない。そもそも地球全体では、人間が余っているんだ。人が足りないというなら、どんどん移民を入れればいいだけの話だろう。

　日本人の純血を守るとか、アホな保守派のたわごとなんて、クソくらえなのだ。

　年金制度にしたってそうだ。ベーシックインカムさえ導入すれば、年金なんて全然いらなくなると、これまでも（「ベーシックインカムはすべてを救う」）何度も何度も言っているじゃないか。

　ひょっとして、みんなこのブログを読んでないのか？

　毎日一生懸命、書いているのに（泣）




　　　　　＊




　この間テレビの街頭インタビューで、子供手当の所得制限に、反対している母親がいた。

　世帯収入は２０００万だかなんかだが、それでも二人の子供を育てるのには、やりくりに苦労していると。

　そりぁお受験をして、私立の名門小学校に通わせて、高級ブランドコートを着込んで家族で食事に出かければ、金も足りなくなるわな。

　顔モザとは言え、公共の電波での発言で、空気読めないにもほどがあるだろう。




　　　　　＊




　笑ってしまうのは韓国だ。




　「合計特殊出生率」というデータがある。定義はやっかいだが、おおざっぱに言えば一対（２人）の男女から、何人子供が生まれるかを示す数字だ。

　もしその数字が２なら、二人から二人が生まれることになり、人口はだいたい横ばいになる。

　その数字が韓国は世界最低で、０．７８（２０２２年）になったらしい。

　一世代進むごとに、２人が０．７８人に減ってしまう計算（０．３９倍！）だから、国家の衰亡は火を見るよりも明らかだろう。

　もっとも日本だって最低に近い、１．３０とか何かだから、よその国のことを言えた義理ではない。だからこそ岸田も焦っているわけだが、それにしても韓国の数字には笑ってしまう。




　こんな国に生まれてきたって、何の意味もない。絶対に幸せにはなれないと、国民がみんなわかっているから、誰も子供を産まない。生まれてくる子供が、かわいそうだからね。

　要するに少子化とは、国と社会に対する絶望感の表れであって、はした金をいくらばらまいたって、解消できるような問題ではないわけだ。




　　　　　＊




　もちろん個別の要因は、無数にある。だがおおむねは都市化が進めば進むほど、教育水準が上がれば上がるほど、少子化に拍車がかかる傾向にある。




　動物はその本能から、生殖に駆り立てられる。自然に子孫を残そうと、奮闘する。

　だが人間は都市化によって、動物的本能から遠くなる。教育によって、衝動よりは頭で生きるようになる。結果として、播種のむなしさに開悟するのだ。

　ここ（「子孫を残すって何？」）でも、日本で一番頭のいい男が、そう論じていただろう（笑）




　何にも心配なんかいらない。

　いずれはAIロボットが、ほとんどの労働をまかなう。少子化を経た適正数の人間が、適正量の豊かさを享受する。そんな時代が、きっと来るんじゃないの。

　まあ俺は年齢的にも、もうすぐ死んじゃうから関係ない。

　どーでもいいんだけどね。





（2023/03/06）




ゼノンの逆理

　「ゼノンの逆理」と呼ばれる、一連のパラドックスがある。「アキレスと亀」「止まっている矢」などが有名だが、実はいずれも同工異曲なので、今回は「二分法」を取り上げてみたい。

　その主旨は、以下のようなものである。




「陸上のトラックで、ある競技者がゴールに向かって走るとする。

　ゴールにたどり着くためには、走者はまずその半分の距離の、中間点を過ぎなければならない。

　だがその中間点にたどり着くためには、さらにその半分の距離の、１／４の地点を過ぎなければならない。

　だがその１／４の地点にたどり着くためには、さらにその半分の距離の、１／８の地点を過ぎなければならない——というようなことが無限に続き、結局走者は少しもゴールに近づくことができない。

……」




　無論、屁理屈である。だがこの詭弁に、理路整然と反論するのは意外とむずかしい。

　それゆえに一種の知的遊戯として——頭の体操として、古来から愛されてきたものである。




　　　　　＊




　この逆説には当然、様々な反論がなされた。複雑な数式を駆使したものなど、ネットにもたくさんころがっている。

　だが自分はただ一点、「言語の操作」という観点から、分析を試みたい。




　たとえば上記の記述を、次のように言い換えたらどうだろう。

　「ゴールにたどり着くために、走者はまずその半分の距離の、中間点を過ぎる。

　その中間点に着く前には、１／４の地点を過ぎる。

　その１／４の地点に着くために、１／８の地点を過ぎる——というように移動はよどみなく行われ、ゴールに近づいていくのだ」




　何のことはない。同じ現象を扱っているのに、言葉を少し入れ替えただけで、「不可能」の結論が「可能」に変わってしまった。

　ということは「二分法」の逆説の本質は、数学的なものである以前に、この「しなければならない」という言葉の使用に、かかっていることになる。




　　　　　＊




　たとえぱある受験生が、進路指導の先生に「この大学に合格するには、死ぬ気で勉強しなければならない」と言われたとしよう。

　その言葉を聞いて、諦めてしまう生徒ももちろんいる。だが逆に、それなら死ぬ気で勉強しよう、と決意する生徒もいるはずだ。

　だからお前には無理だ、と引導を渡しているのか。それとも、だから頑張れよと、発破をかけているのか。——




　つまりは「しなければならない」という表現自体は、本来きわめて中立的な語句である。

　文脈次第で、そこに否定の含みを持たせることも、肯定のニュアンスを与えることも自在なのだ。

「しなければならないから、無理だ」なのか。「しなければならないから、そうする」なのか。いかようにも、解釈が可能なのである。




　件の詭弁で言えば、そこに勝手に——無言のうちに否定の含意をちらつかせることで、読む者を「不可能」の結論へと誘導しているのだ。

　それが証拠に、試しにその「しなければならない」を、肯定の気持ちを込めて読み替えてみよう。

「ゴールにたどり着くためには、中間点を過ぎなければらないから、まずは中間点まで走る。

　その中間点に着くためには、１／４の地点を過ぎなくてはならないから、その前にまずそこまで走る。

　その１／４の地点に着くためには、１／８の地点を——というように移動はよどみなく行われ、ゴールに近づいていくのだ」




　今度は一転、まったく違った景色が見えてくる。

　同じ無限でも　無限に何かか立ちはだかるのではない。何が立ちはだかろうとも、無限にクリアし続けていく。

　そんな口調に切り替えるだけで、明るく前向きな——そしてきわめて常識的な記述に、変容するのである。




　　　　　＊




「二分法」にかぎらず、ゼノンの逆理のすべてのバリエーションの、本質は共通である。

まずは有限の距離を、無限の点の集合である、と曲解する。

そこから「ハードルが無限あるから乗り越えることはできない」という結論に、誘導する手口なのだ。




　有限の距離を、無限の点の集合と分析する——もちろんそのこと自体は、必ずしも不当な理解ではない。

　だがしかし、そうして「無限」の概念を持ち込みながら、ハードルを乗り越える能力だけは有限のままに放置している。そこに詐術が存するのだ。




　もしそこに無限のハードルがあるなら、ただ無限に乗り越えていくだけだ。

　すべての運動は、もちろんそのようにして、行われているのだ。




（話は次項に続く）


クレタ人は嘘つきか

（話は前項から続く）

　さて、応用問題です。

　ゼノンではないが、同じくらい有名な詭弁に「クレタ人は嘘つきだ」がある。

　話は以下のように展開する。




　　　　　＊




　——あるクレタ人が「クレタ人は嘘つきだ」と言ったとする。




　もしその発言通り、 クレタ人が嘘つきだとすると、今の彼は——このクレタ人は本当のことを言っていることになるから、矛盾を生ずる。




　だがもしその発言とは逆に、 クレタ人が嘘つきでないとすると、今の彼は嘘を言っていることになるから、これもまた矛盾を生ずる。




　一体彼の主張は正しいのか、それとも間違っているのか？　そのどちらでもありえない？　真相は何なのか？……




　　　　＊




　もはやお気づきのことと思うが、これもまた言語のトリックを用いた詭弁である。




　「嘘つきだ」という言い回しは、前回の「しなければならない」と同じくあいまいで、玉虫色の表現である。

　それはまず、「（ときどき、ないしは頻繁に）嘘をつくことがある」と解釈できる。通例は、その意味で使われるだろう。

　だが極端に解釈すれば、「いつでも必ず嘘をつく」と言う意味にも、取れないわけではない。

　件の逆説は、この二つの解釈を文章の途中で巧みにすり替えることによって、矛盾が生じたかのような錯覚を生み出しているのだ。




　すなわち例のクレタ人は、あくまで「クレタ人は嘘をつくことがある」という趣旨を述べたのだ。

　「嘘をつくことがある」ということは、嘘でないこともあるわけだから、今に限れば彼は本当のことを述べている。

　別段、なんの矛盾も生じない。彼の発言は「真」なのだ。

　それなのに詭弁の作者は、彼の主張を「クレタ人はいつでも必ず嘘をつく」と故意に曲解して、読者を煙に巻いているわけだ。いつでも必ず嘘をつくはずのクレタ人が、今正しいことを述べているというのは、矛盾ではないかと。




　　　＊




　ちなみにそのクレタ人が、初めから「クレタ人はいつでも必ず嘘をつく」と言ったとしたら、どうなるのだろう。

　もちろんその主張は、「偽」である。

　もし本当に「クレタ人はいつでも必ず嘘をつく」のだとしたら。クレタ人であるこの発言者の主張は正しいことになってしまい、「必ず嘘をつく」という前提と矛盾してしまう。

　よって彼の持ち出した命題は、「真」ではありえない。——

　こういう証明法を、背理法という。ちょっとした頭の体操です。




　ちなみに「いつも嘘をつく」の否定は、「けっして嘘をつかない」（全部否定）ではない。

　その否定は「いつも嘘をつくとはかぎらない」（部分否定）だ。

「いつも嘘をつく」は「偽」だから、嘘をついたり本当のことを言ったりするわけで、前段のクレタ人は、今はたまたま嘘のことを言っているのだ。

　このあたりも論理も、誤解と混乱を招く原因なのかもしれない。




　まあ、常識で考えてもわかるよね。

　嘘つきと呼ばれる人たちだって、年がら年中嘘をついているわけではない。 その発言は全面的には信じられない、というだけであって、当然本当のことも言うのだ。

　そもそも「いつでも百パーセント嘘をつく」なんてことは、そうそう容易にできることではない。自分の発言が真実と一致しないように細心の注意を払い、薄氷を踏むように生きなくてはならない。

　もちろんその前提として、何が真実であるかを把握している必要があるから、並みの博識ではつとまらない。




　クレタ人程度の知能の連中には、とうていかなう芸当ではないのである。




　　　＊




　と、そこまで罵倒しておきながら、クレタ人って一体どこの誰だっけ、と必死にネットで検索している自分が、いじらしくてならない（笑）——




（話は次回に続く）


（2023/03/12）




どうしてあなたはロミオなの

（話は前項から続く）

　「ゼノン」にしても「クレタ人」にしても、微妙な言葉遣いによって印象を操作する、手際は共通である。

　当然のことながら、詐欺師が金を巻き上げるときにも、しばしば用いられる手法なので心されたい。




　だがとりわけ、論戦のときの武器として、こいつが有効なのだ。

　手の込んだ言語操作で、相手を幻惑する。いつのまにかこっそり論理をすりかえて　有利な結論に誘導する。詐術のような論法で、相手を遣り込める。

　「論破の帝王」を自称する者も、さんざんそういう手口を重ねてきた。




　　　　　＊




　正しいかどうかなんて、知ったこっちゃないんだ。とりあえず議論に勝てばいいんだ、というようなときに。

　とりわけ自分に分がないとき。形勢が少しばかり不利なときに、しばしばこの手を使う。




　いけないことだと知りながら。反則だとは知りながら、とりあえずその場の勝利を盗むために。

　まるでいかさまで勝つ麻雀みたいに、最後の手段に訴える。

　いかさまは、やられた方が馬鹿なんだ。詐欺なんて、引っかかるやつが悪いんだ、と開き直りながら。




　もっとも、向こうがちゃんと理知的な人間であれば、小手先のトリックはあっさり見破られてしまう。

　だけど自分の論戦の相手なんて、みんなそろって頭が悪いので、たいていはこの戦法で切り抜けられる。

　かつて自分の弁舌の才能を誇って、「わが舌を見よ」とうそぶいた先人がいた。ちょうどそんな気分である。




　　　　　＊




　いわば「鬼沢の逆理」みたいのを、即席ででっち上げる。

　もちろんアキレスは亀に追いつけるにきまっているから、屁理屈であることはわかっているのだが、彼らの知能では反論を組み立てることはできない。




　彼らはただ虚を突かれたように、うぐっと一瞬声を呑む。

　そのあとは、どうやら貧弱な脳みその回路が、ついに焼き切れてしまったらしく、

「暴論だ。暴論だ。うぎゃー」

と、わけのわからない叫び声を上げ始める。




　まったくもって、哀れな人種である。




　　　　＊




　ふと思い出したが、格下の相手を攻めるときには、「定義で問い詰める」という戦法もある。




　たとえば、「なんで水は摂氏１０度ではなく、摂氏０度で凍るのか。お前は説明できるのか」と詰め寄る。

　もちろん、種明かしは簡単だ。水が凍る温度を摂氏０度と決めて、目盛りを作ったわけだから、そこで凍るのは当たり前なのだ。いわば定義の問題、命名の問題であって、証明もなにもありはしない。

　典型的な愚問なのだが、論敵たちはたいてい、そのことに気がつかない。

　俺はそんなことも説明できないのか。そんなに頭が悪いのか、と頭を抱えてしまう。

　これじゃあ、この相手には到底かなうわけがない、と勝手に尻尾を巻いて退散してくれる。




　なぜ太陽は東から昇るか。なぜ三角形には角が３つあるか。何でもかまわない。

　蛇足の蛇足だが、昔ある数学の教師が、「５の３乗根を３乗すると」という計算問題を出した。（注）

　あまり出来のよくないクラスだったので、生徒全員が「こんなのやり方教わってないよ」とぶー垂れたそうだ。

　これもその類いだ。大半の学生は、定義とか何とかには関心がない。ただ「やり方」を教わって、その通りに計算するのが数学だと思っているので、どうにでもいたぶることができる（笑）

　（注：言うまでもなく「ａのｎ乗根」の定義は、「ｎ乗するとａになる数」だから、答えは５である。）




　　　　＊




　『ロミオとジュリエット』の中で、バルコニーのジュリエットは独白した。

「ああロミオ、ロミオ、どうしてあなたはロミオなの？」




　もちろん文学的な修辞として見れば、秀逸なセリフだ。だが額面通り受け取れば——論理の世界においては、「あさって」の発問と笑われる。




　ただただ、

——そうやって名付けたからだろ！

と一喝され、どつかれて終わりなのである。





（2023/03/13）




「 出自を知る権利」——あなたは肉のかたまりですか？

　子供ができずに悩む夫婦が、不妊治療を受けることがある。

　いろいろな治療がある中で、夫婦以外の第三者（ドナー）から、精子や卵子の提供を受けることもある。




　これまでだったら、そうして生まれた子供に、ドナーがどこの誰であるかは教えなかった。そもそもそうした手法で授かったことすら、当の本人には秘密だったかもしれない。

　だがそれではいけない、というのが最近の流れなのだ。




　人間は誰でも、自分の出自を知る権利がある。つまりは自分はどこから来たのか、自分の出どころ

のことだ。

　配偶子提供の事実は、告知しなくてはいけない。その上本人が望めば、提供者の情報も開示する義務がある。そのことを、法律としてちゃんと、定めるべきだというのだ。

　何しろその人物は、生物学的には——遺伝的にはその子供の、親の一人なわけだから。




　　　　　＊




　一見もっともな話だが、自分には滑稽に響いてならない。

　なぜってそれは「実の親は誰？」という、定番のメロドラマの設定の、現代版にすぎないからだ。

　そんな筋書きがいかに馬鹿げているかは、かつて　ここ　で述べた通りだ。




　私たちを私たちたらしめているものは、その肉体ではない。ＤＮＡの配列ではない。器の中に宿った精神（こころ）こそが、私たちの本質なのだ。

　産み落としただけの親なんて、種をまいただけの親なんて、ただの肉体製造装置にすぎない。

　あなたの本質を育んだものは、その後にあなたが生きてきた環境であり、親で言うならたっぶりの愛情を注ぎ、ともにかけがえのない時間を過ごした育ての親こそが、本当のあなたの出自なのだ。




　ところが、安物の親探しの芝居にあおられて、——血縁なる神話にたばかられて、現実の継子たちも無用の煩悶に苦しんだ。まるでドラマの中の、悲劇の主人公にでもなった気分で、悩みぬいたのだ。

　そして現在いま、まさに生殖医療の世界において、まったく同じ茶番が繰り返されようとしている。

　まあもちろん、彼らの複雑な事情に同情はするけれども、何もかも実は無意味な懊悩であることを、

誰か教えてやってくれないか？




　　　　　＊




　かつて英語の講師をしていたときに、 identity という単語の解説をしたことがある。

　「自分＝x」という、方程式の解こそが identity というものだ、と喝破したのだ。

　自分とは一体何者なのか、という問いに対して、あなた自身が思い描く答え。それがあなたの、アイデンティティなのだ。

　辞書の訳語を並べれば、文脈次第で「正体」とも、「身分」とも、「自己認識」ともなる。それこそ、その他無数の日本語に化けるのだ。




　俺は日本男児だと胸を張るなら、それが。神のしもべですとへりくだるなら、それが。鈴木の家内ですと名乗るなら、それが。すべてあなたの、アイデンティティとなるのだ。

　さしずめ実の親だの、出自だのと騒いでいる連中は、肉体の遺伝子配列こそ自分の本質（アイデンティティ）が存すると、思い込んでいるのだろう。

　もちろんすべては、あまりにもバカバカしい、勘違いであることは言うまでもない。




　そんなに出自が——出てきたところが知りたければ、一言「アソコ」（＝女性器の俗称）と、答えておけばいいだけの話である。

　と、私はそう思うのだが、諸兄のご意見はいかがであろうか？（笑）





（2023/04/15）




世界は変えられる

　世界は変わらないと言う。どう頑張っても、変えようがないと思っている。




　それは私たちの、外側にあるもの。 不可塑な石質の素材で出来上がった、何か堅固な牢獄（ひとや）のようなものであると。——




　もちろん自然世界は、冷厳たる物理の法則で、自律的に動いている。私たちの意のままに、形作ることはできるはずもない。

　そういう意味での世界なら、確かに不変であり、不易である。抗いがたい宣告のように、私たちをはてしなく絶望させるものなのにちがいないのだ。

　だがしかし、——




　　　　　＊




　だがしかしどうして世界を、そんな私たちとは別の、外側にある何かととらえるのだろう？

　もしそれが、人間世界という意味でなら。私たちの社会という意味での「世界」なら、答えはおのずとちがってくる。




　それはただ、私たちの「あり方」であるにすぎない。

　私が、あなたが、——私たちが居住まいを正せば、すべての邪悪は消え果てる。心が晴れれば、患（なや）みはたちどころに失せて、楽園となる。

　それがすべての「私」たちの、総和であるとすれば。「私」が変わることで、世界もまた変わる。変えることができるのにちがいない。




　たった一つの言葉が。音楽が。英知が。人の心を揺さぶり、人を変える。

　そして人を動かす。

　そんな経験なら、いくらもしたことがあるだろう。

　夜を徹して、書物を読みふける。その朝に、世界の彩りが変わって見える。人生の転機となる。——

　そしてもし、そうして一人の「私」を変えることができるなら、どうしてすべての「私」たちにも、同じことが起きないことがあろうか？




　　　　　＊




　これまでにも確かに、そんな例（ためし）はあった。

　十字軍は、はるかな地を目指した。誰もが革命のために起（た）った。

　第三帝国の夢を追った。コミュニズムの熱狂が、世界を覆った。

　みんな同じ原理だ。言葉が世界を変えたのだ。




　もしそのすべてが、ただ人を惑わして終わったとすれば、英知と思えたものはその実、悪魔のささやきにすぎなかったのだ。

　あるいは、ただはかなく終わったとすれば、言葉にはまだ力が足りなかった。

　天使の言葉に、かつ力が満ち溢れていた例（ためし）は、少なくとも今はまだない。

　だがこれまでにそれがなかったとしても、どうしてこの先も、ないと言い切れるだろう？




　もし悪に注がれたのと同じだけの才能が——天才がそこにも用いられたら。

　そんな言葉を聞ける日も、きっと来るのにちがいない。

　もちろん私自身には、そんな才覚はかけらもない。

　だがもしキリストにはなれなかったとしたも、キリストのために道をそなえたヨハネくらいには、

なるだけの覚悟があるのにちがいないのだ。……





（2023/04/22）




中華帝国主義と地動説

　プーチンのウクライナ侵攻の「大義」は、

「ロシアとウクライナは元来一体であった」→「ウクライナはロシアの一部だ」

というものである。




　かつてあの一帯にはキエフ公国（９世紀〜１３世紀）というものがあり、そこからロシアとウクライナが（ついでに言うならベラルーシも）分化した。その歴史を指しているらしい。

　だがもちろん、この主張には論理的な矛盾がある。




　２つのものがかつて一体であった、ということと、その一方が他方の一部であるということは、少しも同じではない。

　ウクライナはキエフ公国の一部ではあったが、ロシアの一部であったわけではない。

　ロシアもまたウクライナ同様、キエフ公国の一部であったにすぎない。

　ただその領域が広いというだけで、対等な２つの部分集合なのだから、両者の間に主従や併呑の関係が、あるべくもないのである。




　だがしかし、プーチンの論理の誤謬を、あながち笑うことはできない。

　その頭の中にあるのは、小さいものは大きいものに従属する、大きいものの一部である、という思い込みだ。

　それは人間たちの目を、たえずくらまし続けた錯覚だった。

　太陽と地球は、同じ太陽系の一部なのだから、地球は太陽の家来なのだ——という得体の知れない論法と、結局は同じものなのだ。




　　　　　＊




　先日中国の駐仏大使の発言が、物議をかもした。

　旧ソビエトから独立した、ウクライナのような国々について、「主権国家であることを定めた国際的な合意はない」と言い放ったのだ。

　つまりは国際社会は旧ソビエト連邦を、主権国家として認知していたのであって、その構成国は地方自治体レベルの存在だった。ソビエト連邦消滅後も、その認識に変化はない、というわけだ。




　もちろんこの主張もまた、前述のプーチンの論理と同じ、誤謬を犯している。

　ウクライナがソ連の一部にすぎないと言うなら、ロシアもまたそうだった。

　ロシアはソ連の最大の構成国であったが、ソ連そのものではない。どんなに広大な領土を持とうとも、あくまでその部分集合にすぎない。

　部分には主権がない、というのなら、今のロシアもまた主権国家としては、認められないことになる。

　つまりはプーチンを擁護しようとした中国が、かえって墓穴を掘ってしまったわけだ。




　ウクライナはソ連の一部ではあったが、ロシアの一部だったわけではない。

　そんな当たり前の事実を見失わせるものは、ここでもまた大きいものには、ついつい特権的な地位を認めてしまう思考の習性だ。

　台湾は本土の一部である、と言いなす中華帝国主義。漢民族は世界の中心だ、と思いあがった華夷思想と、根はすべて同じものなのだ。——




　　　　　＊




　小さいものは大きいものの一部である、と考える、ぬぐいがたく染みついた思考の悪癖——

　確かに同じような論法を、どこかで聞いたことがある。




　太陽と地球は、同じ太陽系の一部なのだから、地球は太陽の家来なのだ。

　地球が太陽の周りを、回っているはずだ。回るべきだと思い込む、地動説の論法だ。

　そんな理屈が間違っていることは、かつてすでに、ここで（注）述べた通りだ。




　要約するなら、

１．太陽を中心に座標を取ってとらえれば、地球が太陽を回って見える。

２．地球が中心の座標を取れば、太陽が地球を回ると認識される。

３．第三の地点に座標を取れば、太陽と地球はその共通の重心の周りを、それぞれに円運動する、と叙述される。




　それが事態の、すべてである。

　大きいものか、小さいものかは関係がない。恒星だろうと、惑星だろうと区別はない。

　２つは同じ太陽系を——それを言うなら同じ宇宙を構成する等価の天体であって、両者の間にはいささかの主従の関係もないのだ。




　洋の東西の、あの出来損ないの覇王たちは、この日本の賢者の言に、一度謙虚に耳を傾けるべき

であろう。




（注：参考

「実は天動説が正しい」

「地球がリンゴに落ちる（１）（２）（３）」





（2023/04/27）




天声人語は生成ＡＩが書いている（１）

　天声人語が、名文とされているらしい。文章のお手本なんだそうだ。




　朝日新聞社が「天声人語書き写しノート」なるものを、販売している。それを使ってあちこちの学校が、授業やら課題やらで、書き写しを実践しているという。

　国語力の向上のためと、まるで写経でもするように、ありがたがっているんだと。




　小中学校の話かと思ったら、予備校あたりでも小論文対策と称して、採用しているところがあるらしい。

　どこの馬鹿大学受けるんだよ、って話さ。




　　　　　＊




　勘違いもはなはだしい。

　天声人語なんて、本当は駄文の見本だよ。




　それはそうだろう。

　天声人語を読んで、感動したことがあるかい？　天声人語で人生変わった、というやつがいるかい？　いるわけないよね。




　夜を徹して、書物を読みふける。その朝に、世界の彩りが変わって見える。人生の転機となる。——そんな読書体験をしたことがあるだろう。

　そうして存在の根幹を、震撼せしめる力を持つものが、本当の名文というもんなんだよ。




　もちろん世の中、そんな高級な読み物ばかりではない。ただ知識を与えるだけの、記事があってもかまわない。

　だが天声人語には、それさえまったくない。

　あそこに一体、どんな情報が含まれていると言うんだい？　毎回披露される、どうにもつまらない蘊蓄を除けば？

　あんなものに比べたら、ご近所の回覧板の方が、はるかにお役立ち情報なんだよ。




　感動もなければ、情報もない。だとすれば一体、それは何のための文章だろう？




　　　　　＊




　名人のお手並みを、見せびらかすためだけに書かれたような、空っぽの文章さ。

　テーマは結局、いつだって決まっている。平和の大切さ。尊い命。歴史が勝ち得た自由が、いかにかけがいがないか——耳にタコができるくらい聞かされた。どれも千篇一律、何の新しい発見もない。




　もちろん異論はないよ。おっしゃる通り、平和は大切です。命は尊いです。

　でもそんなこと、あらためて他人ひとから言われなくたって、わかりきったことじゃあないのか？

　１＋１は２であると、誰でも知ってる答えを確認するために　いちいち解説を読まされる方はたまったもんじゃあない。




　もちろん気の利いた意見なんて、書きたくとも書けないんだろう。

　読者数４００万の全国紙だもの、ちょっと過激なことでもを言おうものなら、たちまち抗議が殺到するのはわかっている。

　いや、ごくごく常識的な主張でも、主張というものをした時点で、どこかしらから文句がつくもんだ。

　だから誰からも嫌われないように、当たり障りのない公式を、繰り返すしかない。

　そんな事情は十分わかっているし、それはそれで同情の余地はあるんだが、無意味な駄文であることは何も変わりはない。




　　　　＊




　天声人語の悪口は、まだまだ次項も続く。





（2023/06/18）




天声人語は生成ＡＩが書いている（2）

（天声人語の悪口が、前項から続く）




　天声人語は駄文の見本だ。——




　　　　　＊




　それじゃあ、かく言う自分のブログは、どうなのかって？

　もちろんこれもまた、いささかの感動も与えるものではない。それはわかっている。

　だがしかし、その代わりと言っちゃあ何だが、確実に嫌悪感は与えるだろう。だとしたら、それで十分なのだ。

　嫌悪もまた、別の意味で、人の心を揺さぶるものからだ。




　このブログをもし読む者があれば、必ず吐き気をもよおす。このイカレタ野郎は、一体何をふざけたことを言っているんだと、思わず反論しようとする。それが思考の触媒となる。発火点となる。

　たちの悪いブログの、攻撃から身を守ろうと、理論武装を試みる。それでは彼自身はどう思うのかと、読み手本人の考えが組み立てられていく。

　そのようにして、論理は鍛えられる。ひいてはそこに、新たな思想を生み出すことさえ、あるのかもしれない。




　自分の文には必ずトゲがある。毒がある。ということは、刺激があるってことだ。

　引き起こすのはたいていは反感だが、少なくとも読む者の胸の中に、感情を掻き立てている。

　無難無難に立ち回って、当たり障りのないことしか言わない、毒にも薬にもならない天声人語ごときとは、種類がちがうんだよ、種類が。




　　　　　＊




　だいたいは、どうでもいいような蘊蓄から始まって。

　ちょいとこじゃれた、単語を使ってみたりして、教養をにじませる。

　「あれ？一体何の話を、しようとしているんだろう？」と、うぶな読者を不思議な気持ちにさせておいて。

　最後はお決まりの、手口で結ぶ。




　実は平和の大切さを、説いていたんです。意外でしょう？　一見無関係に見えるエピソードが、最後は見事につながったでしょう？

　この手際が見事でしょう？　さすがに名人の文章は、オツなもんでしょう、と言わんばかりの自慢気な感じが鼻につく。

　いつだって結局は同工異曲、素人の目はごまかせても、見る人が見ればワンパターン、展開はいつも決まっている。

　「予想通りの意外な結末」なんてみっともないよ。ただただお笑いだ。プロの書き手がやるこっちゃあない。




　蘊蓄だってあやしいもんだ。ずいぶん教養のある、博識な人だ、なんて感心してはいけない。

　碩学のように見えたって、付け焼刃なんだよ。

　どうせ締め切り直前になって、ネットで必死こいて調べたんだろ。

　しかも自力で調べたともかぎらない。何かいいネタはないかと、周囲のスタッフかなんかに、聞いて回った挙げ句ではないの？




　　　　　＊




　この間、当の朝日新聞に、生成AIについての特集が載っていた。

　「生成AI普及の問題点」を、まさに生成AI自身に質問して、解答文を作らせる。そういうシャレの利いたつもりの企画だった。

　AIがひねり出した、確か千文字くらいの解答の、全文が掲載されていた。




　中身を見て驚いたね。

　どっかで読んだことがある文だと思ったら、なんだ天声人語そのものじゃあないか。

　分量を除けば、何もかもがそっくりなんだ。独創性のかけらもない。どこにでもころがっているような、短文のつぶやきを拾ってきては、切り貼りをして。最後には取ってつけたような、偉そうな結論をのべ伝える。

　もちろん何の情感も、うるおいもない。




　そのとき思ったね。何だあの、毎日読まされる天声人語って、AIが書いていたんだと。

　もちろん本物のAIではない。実際は生身の人間で、むかつくくらいの高給をもらっている連中なんだけど、脳みその構造はAIそのものなんだ。

　もちろん褒めているわけじゃあない。機械レベルの発想しかできない奴ら、って言ってるわけさ。

　そうさ。今でこそ生成AIが、新機軸ともてはやされているけれど、あと５年もすれば大量生産されて、ガラケーくらいの扱いしか受けなくなる。

　あの天声人語の連中の、存在価値なんて、その程度だってことさ。




　　　　　＊




　要するにオレの結論は、こういうことだ。




　天声人語はAIでも書ける。オレのブログは、AIでは絶対書けない。




　もしもこれから先に、テクノロジーがもっととんでもなく進歩して、こんなブログを書くようなAIが万一現れたとしたら。

　そんな末恐ろしくも、役立たずの機械なんて、たちまちお払い箱。この世から抹殺されてしまうだろう。




　それだけは、絶対に間違いない（笑）





（2023/06/19）




薬物を禁止する理由

　なんで薬物をやってはいけないの？　心身を蝕むから？　身を滅ぼすから？

　わざわざお気遣いいただいて、どうもありがとう。ずいぶんと心優しい、ご親切なお方です。




　でもそれはあくまでも忠告と、助言の範囲での話だ。

　別に本人がすべてを承知の上で、好きで破滅を選んでいるのであれば。それに無理やり口をはさむのは、もはやただの余計なおせっかいだ。

　すべては自由意志の、自己決定。いちいち周りから、指図されるいわれはない。




　俺たちの、人権を踏みにじるな。

　これはしあわせになるための、お薬なんだ。ヒトがしあわせになる権利を、勝手に侵害してるんじゃねえよ。




　　　　　＊




　古来麻薬がタブーとされた理由は、たった一つしかない。

　支配者にとって、それが都合が悪いからだ。




　ふんぞり返って、いい思いをしている王侯貴族にとって。奴隷やら百姓やらは、食うや食わずで必死に、働いてもらわなければならない。

　それなのに、麻薬なんぞにうつつを抜かされては、絞れるものも絞れなくなってしまう。




　現代になっても、事情は変わらない。

　大金持ちが甘い蜜を吸えるのも、健全なる労務者階級があればこそだ。

　もし彼らの身に万一のことがあれば、自分たちはもう、いい思いができなくなる。




　だから為政者は、必死になって薬物を、遠ざけようとする。

　ただやみくもに取り締まるだけでは、身もふたもないから、親切ごかしにあれこれと「啓蒙」してくる。

　あいつらの言っていることなんて、ほとんどが嘘っぱちだ。

　まあ体に悪いのだけは、たぶん事実だろうが、自分の体を自分がどうしようが、俺たちの勝手だろう。




　　　　　＊




　あいつらの言っていることなんて、ほとんどが嘘っぱちだ。——




　たとえば薬物が広まれば、社会が乱れる。凶悪犯罪が増えると言う。それも嘘っぱちだ。

　薬物には大きく分けて、「ダウナー（downer）」と「アッパー(upper)」がある。

 　その名の通り、 ダウナーは神経活動をダウン（低下）させ、脳の興奮を抑える抑制剤だ。

　その代表が大麻で、これをやるとうっとりと、夢見心地になる。ひなたでまどろむ赤子のように、しあわせな気分にひたる。




　何せ活動が抑制されているから、面倒くさいことなんて、何もしたくない。

　仕事はおろか、日常生活さえかったるく感じるくらいだから、わざわざ犯罪なんかに手を染めようなんて、けっして思いはしない。

　みんないつだって、おとなしいものさ。だから大麻を合法としている国だって、枚挙にいとまがない。




　　　　　＊




　問題があるとすれば、アッパーの方だろう。これは神経活動をアップ（高揚）させるものだから、要するに興奮剤だ。

　覚せい剤を打って興奮した人物が、誰彼かまわず刃物で切り付ける——そんなイメージが定着してしまったから、凶悪犯罪の引き金と指弾されているのだ。




　だがそれは、本当に「事実」なのか？　単に印象操作のために、捏造されたフェイクということはないのか？

　麻薬を遠ざけたい支配者階級が——いわばディープステートが、世論を誘導するためにそなんでっちあげで洗脳している。そんな可能性を疑ったことはないのか？




　確かに覚せい剤をやれば、舌はもつれる。言動は不審になる。でも少なくとも俺の知っている連中は、刃物を振り回したりはしない。

　 Ｋ原だって、Ｔまさしだって、健太郎だって、ヒトを傷つけたりしてはいない。薬物以外の何かで、刑務所に入ったことはない。

　まあＴは盗撮で、書類送検までは行っているが、あれはまだ薬物をやる前だ。時系列が違う。

　薬物のせいで、犯罪者になったわけではない。薬物をやる前から、もうちゃんと犯罪者だったのだ（笑）

　こと薬物に関しては、「誰にも迷惑をかけていない」。身を滅ぼした当人以外、被害者なんてどこにもいやしないのだ。




　　　　　＊




　インチキ野郎どもの、まやかし屁理屈を、次々と論破してやろう。——




　確かに薬物常用者が、凶悪事件を起こすこともある。

　だがそれを言うなら、薬物をやらない連中だって、いくらでも人を殺しているわけだ。

　前者の場合だけ、ことさらに「薬物」を強調することで、印象を操作してないか？　ほらやっぱり薬物は怖いと、世間に思い込ませてないか？




　薬物使用者の犯罪率が、一般の犯罪率より高い？　それってちゃんとした、科学的なデータでもあるの？　あるならぜひ、見せてほしいものだ。

　たとえ万一、目の前にそれらしき数字を突き付けられたとしても、眉に唾を付けなくてはいけない。

　それはそうだろう。「薬物使用者の犯罪率」は、「薬物使用者の総数」が分母だ。そんな数値をどうやって求めるんだ。どうやって調べるんだ？




　おそらくそこで使われている数字は、「薬物使用がバレた者の総数」でしかない。つまりは氷山の一角で、本当の使用者はそれよりはるかに多いわけだから、実際の「率」もまたはるかに薄まっていくはずだ。

　そのうえその薬物使用は、どうやってバレたのか？　他の犯罪で捕まったときに、ついでに発覚するのがほとんどだろう。だとしたら「犯罪率」は、初めからかぎりなく１００％に近づくような、詐欺的な仕掛けになっている。

　つまりはすべては、数字のトリック以外の何ものでもないわけだ。




　　　　　＊




　彼らの用いる、詐術のような論法に、けっしてだまされてはいけない。——




　薬物を入手するために、犯罪を犯すやつがいる？

　完全に、論理的に破綻している。

　薬物が違法とされているから、値段が跳ね上がっているんだ。だから購入資金を手に入れたくて、強盗を働くんだ。

　もし薬物が合法化されて、まるでコカ・コーラみたいに気軽に、自販機で小銭で買えるようになれば、だれもわざわざ犯罪なんて犯しはしない。

　当然、マフィアも暴力団も、出る幕はない。




　百歩譲って、もしも彼らの言う通り、薬物をやることが本当に、犯罪につながるのだとしても。

「犯罪を犯す可能性を高めるから違法とする」という論法は、あまりにも乱暴だ。それ自体は本来犯罪ではないことを、しっかりと認めているわけだから。まるっきり無茶苦茶なのだ。




　犯罪予備軍だから、刑務所に入れろと？

　そんなことを言うなら、あの例の責任能力のない方々は、一体どうなるんだ？　どうみたって虞犯人間なわけだから、彼らこそ一生、鉄格子の向こうに閉じ込めておくべきだ——そういうことに、なるんじゃあないのか？




　等々。等々。

　だとしたら、一体薬物の、何がどう悪いんだ？　誰かとっても頭の悪いオレにも、よく分かるように説明してやってくれ。——





（2023/08/06）




青年には善悪を説くな、ただ美醜を語れ

　ニコチン中毒に、なってしまってからでは遅い。

　まず最初の取っ掛かりのところで、どうして若者たちはタバコなんて、あんな苦いものを口にしてしまうのか？




　最初の一口が、おいしいわけはない。それ以前に最初の一口を吸いたいという、肉体的な衝動があるはずもない。

　それなのにタバコに手を出してしまうのは、「カッコいい」からである。大人っぽく振舞いたいからである。




　早く大人になりたいという願望は、少年期の全体を、もっとも強力に支配する欲動だ。

　そこに持ってきて、喫煙は大人にだけ許された習慣だから、まねをしたくなるわけだ。

　もし逆に喫煙がタブーでないとしたら、子供たちにも許されていたとしたら、かえってやってみたいとは考えないかもしれない。




　もしその逆に、赤ん坊たちが電子タバコを「おしゃぶり」しているような、姿を見なれていれば。

　俺たちはもう大人だ。いつまでも赤ん坊ではない。あんなカッコ悪いことは、もうおさらばだと、中学生たちは断固、禁煙を決意するにちがいないのだ。




　　　　　＊




　年齢だけの話ではない。

　たとえばイケメンの俳優が、渋い顔をしながらタバコを咥えている。そんな動画を見れば、キマってると思ってついまねしたくなる。

　実際に昔は、その手の動画を使ったタバコのＣＭが、当たり前のように流れていたものだ。




　さすがに近年はＣＭは規制されたが、映画やテレビで同様のシーンがあれば、同じような悪影響を及ぼすにちがいない。

　喫煙シーンのある映画は「R指定」にすべきだと、WHOが勧告したというのも当然なのだ。




　カッコ悪いと感じたら、けっして手を出さない。カッコいいと思ったら、すぐにやりたくなる。

　それが若者たちの行動基準だ。

　健康に悪いとか、他人が迷惑だとか、法律に違反しているかとか。そんなことはクソくらえなのだ。




　若者を喫煙から遠ざけたいと思ったら、それがいかにみっともない行いかを、教え込むことだ。

　公共広告機構でも何でもいいから、その逆の、反タバコのＣＭを流せばいい。

　こきたない、いかにもヤニ臭そうなこ〇きジジイが、シケモクにしゃぶりついている——そんなシーンを見せつけておけば、若者たちの無意識に、確実に語り掛ける。

　自分は絶対に、あんなふうにだけはなりたくない、と。

　彼らはもそれから後は、もう2度とタバコに手を出そうなどとは、思わなくなるにちがいない。




　　　　　＊




　若者は大人たちの作った枠組みを、壊そうとする。価値観を拒もうとする。

　大人がやれと言えば、反抗する。大人がいけないと言えば、やりたくなるる




　だから若者を教育するときは、善悪を説いてもむだだ。

　彼らは道徳では動かない。理性でも、損得勘定でも動かない。

　彼らを動かすのは、よくもあしくもその美学だけなのだ。




　「悪（ワル）」には憧れても、「かっこ悪」にはけっして近づかない。

　若者を教導するつもりなら、ひたすら彼らのそんなメンタリティーに、訴えかけることだ。

　やるべきことは、それがいかにカッコいいかを示す。やってはいけないことは、それが世にもみっともない行いであると印象づける。




　　　　　＊




　喫煙はあくまで一例だ。

　万引き、いじめ、飲酒、薬物。

　教師は必死になって、なぜそれがいけないか、理由を説こうとする。それが見当違いなのだ。

　イケてる大人は、けっしてそんことはしない。すべては とてつもなく恥ずかしい、ガキっぽい行いであることを、あの手この手で潜在意識に刷り込むのだ。




　そうすればきっと、彼らの美醜の嗅覚が反応する。

　たとえば麻薬撲滅のキャンペーンには、田代まさしを起用することだ。

　すっかり頬がこけて、舌がもつれたインタビューや。

　手の震えが止まらずに、得意のギャグさえ完遂できない、変わり果てた姿。

　そんなぶざまなシーンをそのまま流すだけで、もはや言葉はいらない。ただただ映像が、

すべてを物語ってくれるにちがいないのだ。——











参考動画:

https://www.tiktok.com/@dy50vtaz1ktn/video/7161746058324757762?lang=ja-JP





（2023/08/18）




「動物虐待」とか言って、わめいているヤツら

　ウジ虫どものネット叩きが、ついに神事にまで及んだ。

　三重県の神社の「上げ馬神事」が、動物虐待だ、とやり玉に上がった。

　馬に無理やり、急坂をのぼらせる。挙げ句のはてに、最後に２メートル近い壁を乗り越えさせる。過酷すぎる、というわけだ。




　そのうえ今回、馬が骨折し殺処分となったことで、ネットが沸騰した。

　祭の関係者が、つるし上げられた。例によって匿名の「電凸」のおかげて、店舗が休業に追い込まれた。

　主催者は抗議の声に耐えかねて、再検討と改善を約束した。




　それでネットの正論屋どもは、自分たちの力を見せつけた、と勝ち誇っている。

　またしても、味を占めてしまったわけだ。

　そんなやつらの横暴が、あまりにも目に余るので、ここは猪名部神社の神様に代わって、しっかり反論しておこう。




　　　　＊




　まず殺処分という言葉が、あまりにもおどろおどろしく聞こえたろう。




　馬というのは人間と違って、いったん骨折したら、治すことはできない。

　あとはもう、苦しみ悶えて、死んでいくしかない。

　そんな苦しみを取り除いてやるために、薬物による安楽死を処方した。




　そもそも、骨折させたのが悪いんだろう？　それはその通りだが、骨折→安楽死なんていうのは、競馬では当たり前に起きている事故だ。

　もしそれが残酷だ、けしからん、と言うのなら。まずはJRAに抗議して、競馬を廃止にするべきだろう。

　上げ馬にケチつけているヤツにかぎって、競馬場でアイドルホースに声援を送っていたりする。感動のレースだなんて、ほざいている。




　競馬は自分たちも楽しむ、オシャレなレジャーだからかまわない。上げ馬なんて、ただの田舎の古臭いお祭りじゃないか。——そう思っているなら、手前勝手もはなはだしい。




　　　　　＊




　そもそも動物虐待とか言っているやつは、牛肉豚肉を食ってないのか?

　昨日はおいしいステーキに、舌鼓打ったんじゃあないのか？

　牛肉は屠殺場で、牛を叩き殺して作っているんだ。そっちの方が、どう見たって残酷だろう。




　こんなことを言うと、やつらは必ず、利いたふうなセリフで言い張る。

「食事は生きていくうえで欠かせない、必要なことです。いつでも感謝しながら、他の生き物たちのいのちを、いただいているのです」




　だがしかし。たとえ食事は不可欠だとしても、牛肉豚肉は不可欠じゃない。

　動物愛護と言うのなら、まずは完全ベジタリアンに、なるべきだろう。

　それをしていないなら、お前らの主張は例によって例のごとく、論理的一貫性を欠いているんだ。




　　　　　＊




　そもそも「食事は必要だから特別だ」という、論法が気に食わない。




　その昔、世界一の有名人が言っていただろう。

「人はパンのみにて生きるにあらず」って。

　人間が生きていくには、メシを食うだけじゃ足りはしない。もっと精神的な充足や、価値というものが「必要」なんだ。

　その価値の最たるものが、宗教なんじゃあないのか？




　どうでもいいような無価値な伝統なら、たちまち立ち消えになってしまう。

　上げ馬の神事が６８０年も続いているのは、そういう意味で「必要」だからなんだ。人間の「こころ」にとって、不可欠だからだ。

　あいつらには、そのことがわかっていない。

　胃袋と生殖器だけで生きている連中なので、およそ精神性という概念が、理解できない。




　その昔、プロ野球の優勝チームのビール掛けに、イチャモンをつけたやつもいた。

　食べ物をむだにするなんて、もったいない。けしからん。今日の食事にも事欠く、恵まれない子供たちの気持ちになってみろ、と。




　馬鹿かよ？

　アルコールと言うのは、喜びのために飲む。精神の高揚のための飲み物だ。

　だとしたらそれを口から入れようが、頭からかぶろうが、このうえない喜悦をもたらしてくれるなら、どちらでも同じことなのだ。




　恵まれない子供というのなら、お前らのステーキを分けてあげれば、いいだけの話だ。

　だがしかし、胃袋と生殖器だけで生きている連中には、そのことが理解できない。——




　　　（話は次項に続く）


（2023/08/21）




続・「動物虐待」とか言って、わめいているヤツら

（話は前項から続く）

　「上げ馬神事」を動物虐待とか言っている連中は、低能児ばかりだ。——




　　　　　＊




　だいたい動物愛護なんて、言っている連中にかぎって、動物を虐待している。




　お前らマンションで、ペット飼ってないか？

　うちの子は裸でかわいそう、って飼い犬に毛糸のベストを、着せてないか？

　そういうのを、本当の虐待って言うんだ。




　美しい狼たちを、人間に尻尾を振るだけの、世にも情けない生き物に変えてしまったこと。

　完全防寒の毛皮をまとった動物に、その上重ね着をさせていること。

　要するに彼らをただの、ままごとのためのぬいぐるみにして、そのQOLを——存在の質そのものを劣化させたこと。

　それがこそが、最大の虐待なんだ。




　　　　　＊




　動物を擬人化する。人間の気持ちを感情移入して、勝手に解釈する。

　ウチのワンちゃんは幸せそう、と思い込む。寒かったでしょ、痛かったでしょ、と同情する。




　だが動物の気持ちなんて、本当は誰もわかりはしない。

　飼い主の自己満足のために、一生マンションの部屋の中で、買い殺されたチワワと。

　神事のためには華々しく、犠牲になったサラブレッドと。




　どっちが幸せで、どっちがみじめなのか。そんなこと一体、誰が言い切れるんだ？




　　　　　＊




　そもそも生き物というのは、本来他の種のことを、思いやったりはしない。

　そんなものは、ただの餌食か、お互いに縄張りを侵し合うライバルでしかない。




　人間が動物を、利用できるだけ利用する。それが本来自然の姿で、なんにも問題なんてありはしない。

　かわいそう、とか言っている連中は、ここでも動物を、ぬいぐるみか何かと勘違いしている。

　ぬいぐるみを抱いて、ままごとをしているから、あれこれどうでもいいことを語り掛ける。

　まあかわいそう、寒いでしょう。痛かったでしょうと、騒いでいるわけだ。




　そもそも遠い過去の時代、サバンナの猛獣たちは、ホモサピエンスの先祖たちを、愛護してくれたとでも言うのか。

　あの二本足の貧相な猿どもを、もし獣たちが襲わなかったとすれば。

　それはあくまで、満腹でげっぷが出ていたからで、もとより「かわいそう」に思ったからではないのである。——





（2023/08/22）




万引き一つで死刑でいい（１）




　学生時代の英語の授業で、比較級というのを習ったであろう。

　good（よい）の比較級はbetter（よりよい）、最上級はbest（もっともよい）だ。

　prettyの比較級はprettier、最上級はprettiest。




　それでは、perfectの比較級は？

　more perfect？　残念でした、外れです（笑）

　perfectに比較級はありません。当然のことながら、最上級もない。




　それはそうだろう。perfectということは、完全である。

　非の打ち所がない、百点満点の状態を表す。

　満点同志を、比較することができない。

　試験のあとで、オレの方がお前よりもっと満点だ、と言い争っているやつらがいたとすれば、ただの馬鹿である。どこが満点だよ、おおかた０点の間違いだろ、とツッコミたくなる。




　　　　＊




　かくして英語には、＜比較級を変化をしない形容詞＞というものがあるのだ。




　一般に１００％同士を比較することはできない。それが理屈である。

　だとしたら０％を表す言葉にも、比較級は存在しない。impossible（不可能な）は、可能性が０％なわけだから、「より不可能な」というようなことは、本来ありえないはずなのだ。




　「１００」や「０」ばかりではない。

　たとえば、dead（死んでいる）という形容詞がある。あちらより、こちらの方が「より死んでいる」ということはありえないから、これもまた比較変化はない。

　死んでいるか、死んでいないか、二つに一つしかない。段階というものが存在しないから、比較のしようはない。いわば「１００」と「０」しかない。その中間の数字は存在しないわけだ。




　　　　　＊




　別に英語の蘊蓄をたれているわけではないが、もう一つだけ、絶対に忘れてほしくない単語がある。

　illegal（違法な）である。

　これもまた、気の利いた英和辞典を見れば＜比較変化なし＞の記述がある。

　法に反しているかいないか、二つに一つしかないわけだから、比較のしようがない。




　どちらも同じく、法に対する違背なのだから、相互に比較することはできない——はずである。

　だが現実の、社会の扱いはどうだろう。法の条文を調べれば、




「刑法 第１９９条（殺人罪 ）：人を殺した者は，死刑又は無期若しくは５年以上の懲役に処する。

　刑法235条（窃盗罪）：. 他人の財物を窃取した者は、、 10年以下の懲役または50万円以下の罰金刑に処する。」




　とある。課される刑罰の、軽重が違うのだ。これは一体、どういうことだろう？




　もしそれを当たり前と思う者がいとしたら、その人物は知性か感性か、どちらかが鈍麻している。

　あるいはきっと、その両方が摩滅している。

　あなたはまちがえなく、おそろしい思考停止に、陥りかけているのです。




　　　　　＊




　私ならこう考える

　何をどうやったか、具体的な犯罪の項目はどうでもよい。




　法を犯したこと、そうして規律を乱したこと。それ自体が厳然たる、罪なのだ。

「違法」に比較級はない。刑罰に軽重があってはならない。




　殺人罪も窃盗罪も、額面上の刑罰は同じでいい。

　推奨。刑法235条　改訂版。

　「窃盗罪：盗みを働いた者は，死刑又は無期等の懲役、若しくは50万円以下の罰金刑に処する。」

　それで何の問題もないのである。




　（話は次項に続く）


（2023/09/06）




万引き一つで死刑でいい（２）

（話は前項から続く）

　刑罰に軽重があってはならない。

　殺人罪も窃盗罪も、額面上の刑罰は同じでいい。——




　　　　　＊




　刑罰の存在理由の中で、もっとも重視するべきなのは、その抑止効果であろう。




　私には、殺してやりたい奴がいる。

　だがもし殺してしまったら、自分の方も死刑になってしまう。だから思いとどまっている。

　それはもちろん、私一人だけではないだろう。みんなが同じように考えるから、もしも死刑がなかったら、世の中は殺人だらけに——殺し合いだらけに、なってしまうにちがいない。

　つまり刑罰があることによって、犯罪が抑止される。秩序が守られる、という考え方だ。




　刑罰をちらつかせながら、法が睨みをきかすことで、社会の安定が保たれる。悪党どもの手足を縛る。

　もちろん法が、その威嚇の効果を保つためには、刑罰は重ければ重いほどいい。

　コソ泥を働いたら、死刑になるとわかっていれば、誰も手を染めはしない。

　十万円かそこらの金品のために、命を賭けるというのでは、どうみても割に合わないからだ。




　　　　　＊




　だが現実の世の中は、そんなふうにはなっていない。

　万引きでブタ箱に十年ぶちこまれた、なんて話はかつて聞いたことがない。よほど悪質な常習犯でも、せいぜい二年の懲役だ。たいていの場合は罰金刑か、執行猶予だろう。




　それも起訴された場合の話で、大半の万引きは起訴さえされていない。そればかりかおまわりさんの裁量で、微罪だというので、検察送致さえされないのがほとんどなのだ。

　これでは完全に、ナメられてしまう。何だけっこうダイジョブじゃないか、と思わせて、法の威厳はみるみる失われる。

　これでは万引きするヤツが、跡を絶たたないのも当然なのだ。




　万引き程度でいちいち立件していたら、たちまち牢屋が満杯になってしまう——それが微罪派の理屈だろう。

　違反者が多すぎるから、厳罰を処せないのか。 厳罰に処さないから、違反者が多いのか。

　鶏が先か卵が先かというのは水掛け論だが、今の場合は 、理がどちらにあるかは明らかだろう。

　もしもすべての犯罪で、死刑となりうると喧伝したら、その瞬間から刑務所はがら空きになる。

　それだけは間違えなく、私が保証しよう。




　　　　　＊




　なぜ現実の刑罰には、軽重を設けているのか？

　そこには一つには、「応報刑」という考え方がある。




　やられたらやり返す。それが人間なら、というよりも動物なら誰もが抱く、自然な報復感情だ。

　だが個人が勝手に、復讐合戦を繰り広げていたら、世の中は治まりはしない。だから国家が一手に、制御的に復讐を代行する。それが刑罰だ、というわけだ。

　だがその場合、刑罰はあくまで被害と釣り合う、範囲内でなくてはならない。

　『ハンムラビ法典』の、「目には目を、歯には歯を」はあまりにも有名である。だが歯を折られただけなのに、命まで取ってしまっては、あきらかに「やりすぎ」なのだ。

　そんな歯止めのない刑罰は、もはや刑罰ではない。「応報」でも「仕返し」でもなく、新たな犯罪行為と見なされてしまうのだ。




　万引きがたいてい、あの程度の処断にとどまっているのは、この古い応報の思想の名残であるにちがいない。

　だがそこにはまたもう一つ、「教育刑」という考え方がある。

　道を踏み外した者を、本来の姿に立ち返らせる。そのための手段として、刑罰があるととらえるのだ。

　犯罪者たちを矯正し、健全なる一市民として更生し、社会復帰させる。

　そしてそのためには、もちろん死刑はおろか、懲罰はあまりに過大なものであってはならない、というわけだ。




　もちろんどちらの理屈も、十分考慮に値する。私だって、敬意を払うつもりはある。

　万引きで死刑にしてしまっては、応報と教育の観点から、確かに問題がありすぎる。

　そもそも冤罪ということがありうる以上、命を奪ってしまっては、取り返しのつかないことになりかねない。

　だから死刑というものは、けっしてあってはならない。




　だがしかし「実際には死刑を行わない」というのと、「そもそも死刑を掲げさえしない」というのは別のことだ。

　あくまで上限として死刑を定めておいて、実際の運用においては、けっして実施しない。

　ちょうど永遠に用いることはない核兵器を、それでも保持し続けるように。

　死刑を振りかざして威嚇することで、犯罪を抑止する。

　そんなやり方は、それほど不自然だろうか。




　　　　　＊




　推奨。

　刑法235条、　改訂版

　「窃盗罪：盗みを働いた者は，死刑又は無期、もしくは50万円以下の罰金刑に処する。」




　実際の量刑は、どんなに甘くてもかまわない。情状酌量は、し放題でもいい。

　初犯だから。貧困に迫られたから。魔が差しただけだから。またまだ更生の余地のある年齢だから。

　あらゆる事情で差っ引いていって、結局宣告刑は罰金でもいい。

　できれば前科だけはちゃんと付けてほしいが、最悪は不起訴でもかまわない。




　ただそうして、額面に死刑が記されているだけで、効果はてきめだ。

上限として燦然と輝く死刑の二文字が、悪たれどもをびびらせることができる。

　まず当たるはずのない宝くじを、それでも信じて買い続ける。——それとちょうど逆のことが、起こるのだ。




　万引きで死刑になった前例など、これまで一つもないと、たとえ知ってはいても。理論上はそれがありうると考えただけで、カップ酒に伸ばそうとした手がぴたり止まる。

　死刑台の幻影がちらついて、思い直す。——

　そのようにして、すべての犯罪は抑止されるのだ。





（2023/09/07）




世界は滅びる——「いのち」は何故かけがえがないか

　私たちはみな、同じ一つの世界に住むと、誰もが考えている。

　だがしかし、本当は、それはそうではない。




　あなたの住む世界と、私の住む世界は違う。共通に見えてはいても、住んでいる部分が——見えている部分が違うのだ。ましてや遠い異国の、見知らぬ民族同士であれば、それこそすべては、別世界と言ってもおかしくない。




　たとえ同じものを見ていても、見え方が違う。

　晴れ上がる秋の空を、遠足の子供は祝福と感じるが、雨ごいの農夫には悪夢としか映らない。

　だとしたら二つの世界は、やはり別の何かなのだ。




　ましてや一人一人の内側に蓄積した、経験と記憶は、互いに似ても似つかない。

　もしそれらもまた、世界を構成する要素だとすれば。

　確かにそこには無数の違った世界が、同じ一つの時空に、折り重なるように存在しているのだ。




　　　　　＊




　だとしたら、一人一人の人間は、 それぞれの別の世界を生きている。

　自分だけの特別な世界を、割り当てられ、担っている。

　割り当てられ、担っている？　否。彼自身が日々、世界を創っている。その世界をつかさどる王であり、万象の淵源なのだ。




　そのどの一つとして、同じものはない。すべてがあまりにも、かけがえのない何かだった。

　一人一人の個性が大切です、などと、できそこないの教育者が言う。

　だがそんな、なまやさしいものとは違う。

　人はそれぞれがすなわち、一個の 世界であり、宇宙なのだ。







　私たちは、私たちだけのこの世界を創る、主だった。

　だとしたら主を失えば、もちろん世界は、たちまち瓦解してしまう。

「死」は私たちの担った一つの世界の、——宇宙の終わりでもあるのだ。




　そのとき失われるのは、ただの生命の機能ではない。

　まるごと一つの宇宙が、彼が創りながら生きてきた、世界の全体が終焉し、滅び去るのだ。

　そんなことは、そんな惨事はもちろん、けっしてあってはならない。——だからこそきっと、人の命はあれほどまでに、かけがえがなく感じられるのだ




　　　　　＊




　かつて父の葬儀で、私もまた骨を拾った。

　火葬炉の中に見えたものは、残骸だった。

　それはもちろん、ただ燃え残った父の肉体の、残骸だったにちがいない。

　だが私の目には、何だかそれは焼け落ちた神殿の、瓦礫のようにも見えた。

　彼の生きた、彼だけの世界が、今やまるまる全部崩れ去り。そうして破片となって、焦土に散っていたのだ。——




　もちろん次は、自分の番だ。

　自分もやがて、いつか最期を迎え、同じように火葬場の炎に焼かれるだろう。

　それが浄火なのか、業火なのかは知らない。

　だがそのとき、まちがえなく、私の世界は終わるのだ。




　私の亡きあとにも、やはりこの世界は相変わらず、存在を続けるのか。私にはもう、確かめるすべはない。

　だがたとえそれが在ったとしても、それはもはや、私がいつも見付けた世界とは違う。ただ無数の世界もどきが、そこにあり続けるだけだ。

　だとしたら、だとしたら確かに、そのとき「世界は滅びる」のにちがいない。——





（2023/09/03）




「性差別」とわめく二元論者たち

「二元論」と呼ばれるものがある。




　善と悪。支配者と被支配者。自然と人間。男と女。——

　そんな互いに対立する、あるいは対立するように見える、二つの項目を設定する。そしてその両者の相克こそが、この世界を動かしている、と説明するのだ。




　 もちろん実際の世界は、そうではない。無数の諸要素が、雑多に絡み合って成り立っている。

　理智的な人間なら、複雑を複雑のままに、直覚的に把握することができる。

　だが頭の悪い人間には、それがただの混沌と映る。入り組んだ秩序や、高次の規則性が、理解できないからである。

　その有様は、過去投稿（「片付けする子は頭が悪い」）で述べた通りだ。




　そんな彼らが、二元論に出会う。

　万物を思い切り単純化し、図式化した物語を吹きこまれる。

　その瞬間、彼らは生まれて初めて、世界を理解する。

　それまで彼らを悩ませていた「複雑」の謎が、バッタバッタと斬られていく。

　広大無辺のはずの宇宙が、一望のもとに捉えられる。

　彼らは確信するのだ。これだ！　これこそが世界を実相を解き明かす、秘法であると。




　彼らは生まれて初めて、世界を理解する。——

　もちろん彼らの理解は、ただの誤解にすぎないのだが、その辺の区別は初めからつきはしない。

　ただただ生まれて初めての「理解」の快感に、すっかり酔いしれている。




　広大無辺のはずの宇宙が、一望のもとに捉えられる。——

　だとしたらそれは、全知の神の視座に、自らを重ねることに等しかった。

　「馬鹿」が「神」になってしまったわけだから、始末に負えないのだ。

　その後のてんやわんやの茶番狂言は、すべてそんな彼らの、勘違いから引き起こされた。

……




　　　　　＊




　信じてもらなえいだろうが、一昔前には世界の知識人の過半が、マルクス主義を信奉していた。

　支配する者と、される者。二つの階級の闘いが社会を動かし、歴史を作ると考えた。

　何のことはない。二元論である。




　彼らもまた神となり、観念に酔った。

　半ば据わった目で、口角泡を飛ばし、うわごとのように論じたものだ。

　 資本家と労働者。史的唯物論。プロレタリア独裁。……

　共産主義こそが、人類の理想の未来であると、みんなが真顔で信じていた。




　鉄壁の教義で、あらゆる疑念をはねつけて、理論武装した。

　そのあまりにも明快な世界観を、理解できない哀れな衆生を前にすると、ご親切にも蒙を開こうとした。

　あるいは反動主義者と指弾して、私刑の対象とした。——




　そんなすべてが、ただの過ちにすぎなかったことを、その後の歴史が証明した。

　今では共産国家なんて、北朝鮮と中国くらいしか残っていない。あまつさえ、それがあの有様なわけだ。

　そのうえプーチンだってなんだって、共産主義から導かれた、当然の帰結でしかない。




　自分はマルクス主義者ですなんて、今では恥ずかしくって、誰も言えやしない。

　お前は昔共産主義を唱えたろう、と古傷をつつけば、顔から火を噴いて、必死に何か弁解するにちがいない（笑）




　　　　　＊




　最近で言うなら、フェミニストがそうだ。

　何でもかんでも、女性差別だとわめく。

　男と女の対立という、二元論で世界を理解する。差別と被差別という構図に、すべてを還元する。




　世の中そんなに単純に、割り切れるもんじゃない。

　実は目には見えないような、無数の小さなベクトルから成り立っていて。

　そのすべてを足し算して合成すると、けっこう無難な線に、収まっていたりするもんだ。




　だいたい、女がそんなに苦しいのなら、なんで女はみんなあんなに長生きなんだ？——

とかつて日本で一番の賢者が、指摘したのをもう忘れたのか。（過去投稿参照）

　馬鹿でも気づくことのできる、目立ったベクトルばかりに着目するから、そんな当たり前の背理法にも、気づくことができないんだ。




　　　　　＊




　男女差別だけではない。ＬＧＢＴだ何だと、あらゆる反差別の声が、やたらとかまびすしい。

　もちろん差別はけしからんが、何でもかんでもいっしょくたにやられると、だんだん腹が立ってくる。




　やつらは出来合いの定規を持ってきて、世の中のあらゆるところを測って回る。

「隊長、ここにも差別がありました」と報告する。

　みんなで騒ぎましょう。やっつけましょう、と扇動する。ワー、ギャーとわめく。

　隊長が「よし」と言ったら、一斉に攻めかかる。




　そりゃあ強引に当てはめれば、当てはまらないものなんてない。

　だいぶはみ出てますけど、これも三角形ですよ、と強弁する。

　状況も、文化も、伝統も、ニュアンスも。一切考慮されることとはない。




　定規の形も目盛りも、何一つ自分で作ったものはない。借り物ばかりだ。

　新しい基準を作り出す才覚なんて、もとよりやつらにありはしない。




　正義派を気取って糾弾の声を上げても、誰かに書いてもらった原稿を、自動音声で読み上げているだけだ。一切の、脳波の針は揺れていない。

　多弁で饒舌だが、知性のかけらも感じられない。




　　　　　＊




　ネットで何かと、「不適切だ」「不謹慎だ」と騒いでいる、正論屋がいるだろう。

　何とか有名人を自殺に追い込もうと、それだけが生き甲斐の、カスどもがいるだろう。




　あのウジ虫どもも、また根は同じ、本質は相通じている。




　頭の悪い二元論者って、本当にいやですね。





（2023/08/23）




「量子もつれ」の落とし穴——アインシュタインの誤謬

　最近科学の分野で、「量子もつれ」という言葉をよく耳にする。

　中途までは、このサイトの受け売りである。

　https://news.mynavi.jp/techplus/article/20210309-1791879/




　いわく、粒子が互いに「量子もつれ」の状態にあるとき。

　たとえば観測によって、粒子Aが赤であることが判明すると、粒子Ｂは青になる。

　粒子Aが青であれば、粒子Ｂは赤になる。まるで負の同期のような、そんな相関が存在する。




　粒子Aの情報が、距離に関係なくたちたまち、粒子Ｂに伝わっていく。

　そんなふうに見えるのだ。

　たとえ両者が何千万光年離れていようが、問題はない。伝達は瞬時に起こる。




　それでは情報が、光速より速く伝わることになってしまう——というので、かのアインシュタインは「不気味な遠隔作用」と呼んで、眉に唾を付けた。

　というより、そんな言い回しで揶揄しながら、「量子もつれ」の存在を否定したのだ。




　　　　　＊




　と、ここまでがサイトの受け売りである。




　天才は既存の常識の枠組みを、次々と壊していく。

　だが当然のことながら、天才にも限界がある。

　たとえばアインシュタインが、ブラックホールの存在を、あくまでも否定していたように。




　そしておそらく、この「量子もつれ」に関しても、アインシュタインはその因習的発想を、逃れることができなかったのだ。




　　　　　＊




　確かに、この現象をただ情報の伝達として捉えれば、ありうべからざる不条理だろう。

　光速を超える移動など、物理学では認められていないのだから。




　だがしかし、ここは固陋な思い込みを、きれいさっぱり捨て去って。

　世界が初めから、二つあったと考えたらどうだろう？




　もともと「粒子Aが赤であり、粒子Ｂが青である」世界と、「粒子Aが青であり、粒子Ｂが赤である」世界の、二種類が存在している。

　観測者が「粒子Aが赤である」と認識した瞬間、彼は後者ではなく、前者の世界に足を踏み入れる。




　どんなに遠く、距離が離れていようとも、その瞬間「粒子Ｂは青」となる。

　その世界では、もともと「粒子Ｂは青」であったのだから、それか当たり前なのだ。

　正確にはそれは、青に「なった」のではない。情報が、伝わったわけではない。ただ観測者の目にそう映るだけで、本当は初めから、青で「あった」だけなのだ。——




　　　　　＊




　多元宇宙。マルチバース。

　私たちのなじんだこの宇宙とは違う、別の宇宙が存在する、と考えること。

　今ではSFなどで、定番の設定となってしまったそんな発想も、別に荒唐無稽な夢想ではない。




　哲学的に考えた場合も、何ら違和感がない。

　たとえば自分が、今朝朝食をとって、散歩に行ったとする。

　だがもちろん、そこにはそうでない可能性もあったのだ。

　朝食を食べるか、食べないか。散歩に行くか、行かないか。

　その組み合わせで、全部の四通りの選択肢が——四つの違った宇宙があり、自分はその中の一つを選び取ったのだ。




　否。「選び取った」というのは、聞こえがよすぎる。

　有限の存在にすぎない人間は、四つの宇宙のすべてに、同時に存在することはできない。

　その不如意ゆえに、ただ一つの宇宙の中に追いやられた、限局され　幽閉されたのだ。——




　　　　　＊




　もし全能の神があるとしたら、全能であるがゆえに、すべての可能性はたちまち具現してしまう。思念はすなわち、成就して現実となる。

　だとしたらもちろん、神は四つの宇宙のすべてに、同時に棲まうことができる。




　だがしかし、もしそうだとしたら——別に「全能の神」なんて持ち出さなくても、話は変わらないのではないか？

　食事をとるか、とらないか。散歩をするか、しないか。四つの宇宙が確かに存在し、今の自分はその中の一つに、押し込められた。

　確かに自分の前にあった四本の枝道の、三つは進入禁止になった。

　だがそれらもまた、自分の傍らの、目には見えないどこかで、今もまた確実に存在を続けているにちがいない。




　もしそんなイメージになじんでいれば、量子もつれのエピソードだって、すんなりと受け入れることができたにちがいない。




　　　　　＊




　平行宇宙。パラレルワールド。

　ただ観念を、弄んでいるだけではない　それは本当に、存在する何かだった。




　それ女子供の好む、ただのファンタジーではない。

　ジブリ作品のアニメの、お手軽な仕掛けではない。




　時にはコスプレなんぞをして歩き回る、アニメ好きの少女たちは、実に頭が悪そうに見える。

　だがしかし、ことこの点に関してだけは、多元世界を素直に信じる彼らの方が、実は天才アインシュタインよりもはるかに賢かった。

——そんな愉快な倒錯が、確かに成立するのだ。





（2023/10/14）




頭がよかったら理Ⅲ（東大医学部進学過程）なんて行きやしない

　東大の理科三類（医学部進学過程　通称理Ⅲ）と言えば、受験界の頂点のように言われている。




　いわゆる偏差値の体系では、東大が一番上に位置している。

　その中でも、同じ試験問題（理系）を解いて、合格者平均点も、最低点も他の学部（正式には科類と呼ぶ）より高い。




　したがって頂点に君臨している、とイメージされるのも、まあ無理はない。




　　　　　＊




　だがくれぐれも、誤解しないでほしい。




　理系の受験生を得点順に並べて、上から理Ⅲ、理Ⅰ（理工学部進学過程）、理Ⅱ（農学部進学過程）と、輪切りにしていくわけではない。

　受験生は、それぞれの思い描く進路に合わせて、科類を選択する。合否の判定は、それぞれの科類ごとに、別個に行われる。

　ただ試験問題が共通なので、データの比較は可能になる。その結果、たまたま理Ⅲの点数が高く出ている、というだけなのだ。




　合格者平均点も、合格者最低点も他の科類より高い。

　だが理Ⅲの生徒全体が、理Ⅰの生徒全体のより上、ということではない。

　理Ⅰのトップ合格者が、理Ⅲの下位合格者よりも得点が下、なんてことはまかりまちがっても起こりはしない。




　理Ⅰの志望者は、理工学部に進みたいから、そこに願書を出したのだ。

　自分の学力では理Ⅲは無理そうだから、しかたなく理Ⅰを受験した、なんていう不心得者は、たとえいたとしてもごくまれである。




　当たり前と言えば当たり前のことだが、一人歩きする数字に幻惑されて、いつのまにか錯覚に囚われている人もまた多いのだ。




　　　　　＊




　東大理学部の学生が、医学部の学生にコンプレックスを抱いている、なんてことももちろんない。

　それでは対等と捉えているのか、って？　残念ながら、そうでもない。

　理学部の学生は——物理学科や数学科の人間は、医学部の人間を、完全に下に見ているのだ。

「頭がよかったら、医学部なんていかないよ」

と、かえって小馬鹿にしているわけだ。

　それは一体、なぜなのか？




　もちろん近年は、医学の内容もずいぶん変化してきた。

　だが少なくとも、自分が学生だった時分には、医学は「実学」に近かった。

　数学・物理のような「純粋科学」に比べて、「実学」が劣っている、というつもりはもちろんない。

　だがしかし、こと「頭のよさ」という点では、前者に軍配が上がる——そうイメージしてしまうのは、あながち偏屈とは言えないだろう。




　「相対性理論」を組み立てたり、「宇宙際タイヒミュラー理論」を唱えたりする脳みそと。

　がんの治療法を研究する脳みそと。

　両者を比して、どちらがより高度で、天才的なひらめきに恵まれているか。

　そういう観点で捉えた時、「理Ⅲの人間はもっとも頭がいい」なんて迷信は、たちまち雲散霧消してしまうだろう。




　実際理Ⅲ出身で、ノーベル賞を取ったやつなんて、一人もいやしない。

　医学部全体で言ったって、２０１２年の山中伸弥氏（大阪市立大学）が、初めての受賞者であった。

　せいぜい大学入試レベルの問題で、全科目そつなく得点した？——その程度のことを勲章と思っている連中なんて、高邁なる理学部の頭脳とは、もとより比ぶべくもない。

　学者たちはそういう矜持を抱きながら、日夜研究に励んでいるわけだ。




　　　　　　＊




　かつて将棋の、米長邦雄棋聖が言った。

「三人の兄たちは、頭が悪いから東大に行った。私は頭が良いから、将棋の棋士になった」

　言い得て妙である。




　東大生なんていったって、半分はバッパラバーである。「ホリエモン」レベルが、うじゃうじゃいるわけだから（笑）

　だが棋界にはたぶん、バカはいない。

　人数だけ考えたって、そうだろう。

　将棋でプロ棋士になれるのは、年間４人だけの狭き門だ。東大なんて、全学部あわせれば年間３０００人も合格するんだから、その大半はバカだと言い切っても、別段暴論ではない。




　別に東大の悪口を言うわけでないが、世人が抱くイメージとその実態とは、必ずしも同じではない。

　世の中一般の評価と、内輪のそれとでは、まったく逆のこともあるのだ。

　理Ⅲに関しても、それは同じことだ。

　理Ⅲの学生は頭がいいと、世間の人間はてっきり思い込んでいる。だけどそれは、必ずしも事実ではない。少なくとも内輪の人間は、まったくそういうふうには捉えていないのだ。




　　　　　＊




　またたとえば、毎年理Ⅲの合格者の中には、一定数の「再受験組」がいる。

　再受験というと、素人はこう思うだろう。

　現役のときには理Ⅲに受からずに、他大学に進学した。それでも諦めきれずに、翌年理Ⅲを受け直したんだろう、と。




　もちろんその程度の連中も、いないではない。

　だが今自分が言っているのは、それとは違う。いったん東大の理学部を卒業した後に、理Ⅲを再受験するケースだ。




　彼らの動機は、まったく逆である。

　自分は本当は物理学者・数学者になりたかった。だけれど自分程度の頭では、過去の天才たちに、到底太刀打ちできない。

　そのことを、もう十分に思い知らされた。だから、しかたがない、明日のごはんにありつくために、とりあえず医者にでもなっておくか。




　つまりは「あきらめて」、「泣く泣く」理Ⅲに行った。

　すべては志破れたあとの、——天才になりそこねた秀才たちの、身過ぎ世過ぎでしかないわけだ。




　（話は次項に続く）


（2023/11/30）




続・頭がよかったら理Ⅲ（東大医学部進学過程）なんて行きやしない

　（話は前項から続く）




　　　　　＊




　またたとえば、同じような誤解は、受験業界の内部でも起こる。

　理Ⅲの、あるいは医学部の現役の学生が、講師として採用される。

　理数科目だけではない。ときには英語を教えることもある。

　理Ⅲに合格したくらいだから、どんな科目でもお手のものだろう、というわけだ。




　とんでもない、勘違いである。

「入試に合格した」人間は、「入試で満点を取った」わけではない。ただ志願者の中で、比較的高得点であった、というだけである。




「合格者最低点」という言葉がある。合格者の中で最下位で、ぎりぎり合格した人間の得点だ。このデータを比較することで、科類ごとの入りやすさが判断されるのだ。

　理Ⅰや理Ⅱの最低点は、５５０点満点中３３０点近辺（６割程度）。

　理Ⅲは３９０点近辺（７割程度）。

　この数字をもって、理Ⅲが最難関と呼ばれているわけだが、逆に言えば７割しか正解できなくても、理Ⅲに合格できるのだ。




　さらに細かいことを言えば、５５０点のうち１１０点は、誰でも満点が取れそうなセンター試験の換算点だ。

　東大単独の二次試験、いわゆる「東大の入試問題」だけにかぎって言えば、６割５分で理Ⅲに入れる。

　別に全員がそうだというつもりはないが、その程度の学生も、「理Ⅲ」の肩書を頂戴するわけだ。




　　　　　＊




　さて、入試で６割５分しか得点できない人間が、3割５分も失点した連中が、その問題を解説できるだろうか？　もちろん、できるはずもない。

　教壇に立つためには当然、満点の得点が必須である。




　そればかりではない。「解ける」ことと「教える」ことの次元の違いを考えれば、満点ですら足りないのだ。

　その先のもっと深い理解と、洞察を持ち合わせていなければ、本当は教師などとは呼べはしない。




　満点取って理Ⅲに入った学生など、たぶん一人もいない。

　本業は医学の学生なわけだから、その科目の「もっと深い理解」など、もとより望むべくもない。

　てことは、理Ⅲの学生のアルバイト講師なんて、本当は教える資格なんか、これっぽっちもありはしないのだ。




　　　　　　＊




　そういう物の道理が、世間知らずの受験生にはわからない。

「理Ⅲの先生」というだけで、何か特別の、神様のような存在に思えてしまう。

　尊敬する、というだけならまだわかる。中には狂信的に、崇拝してしまう生徒もいる。




　たとえば同じところの英語の講師の中に、東大英文科出身の、講師歴２０年のベテランがいたとする。

　何しろ英文科を志望したくらいだ。もう若き日の、受験生だった時代から、こと英語の成績は、理Ⅲ志望の連中よりもはるかに上だった。




　それがまた英文科に進み、専門の研鑽を積む。その後の講師経験で、さらに磨きをかけた。

　当然どんな問題を前にしても、満点が取れる。深い見識も併せ持って、大所高所から解説ができる。

　誰がどう見たって、こっちの方が、しろうとのアルバイト講師より上なはずなのだ。




　　　　　＊




　そりゃあ、教え方がどうの、親身の指導がどうのと、言われたらわからない。

　だがこと英語の学力に限って言えば、負ける要素なんてあるはずもない。

　だが理Ⅲ崇拝の生徒には、それがわからない。瞳に星を宿してしまった信者たちは、当たり前の物の道理も、現実の姿も見抜くことができない。




　文学部出身なんだから、医学部より偏差値は下だ。てことは頭が悪いわけだから、きっと英語の学力も低いのだろう。

　と、驚異の三段論法を駆使して、こちらの先生を見下している。




　あのなあ。別に医学部が無理だから、文学部に行ったわけじゃない。やりいことがあるから、こちらを選んだだけだ。

　そのうえ同じ問題で受験したわけでもないから、点数の比較はできない。こちらの方があちらよりも頭がいい可能性だって、少なくとも理論的には（笑）十二分に残っているわけだ。

　そんな当然の理屈さえ、クソガキどもは理解できない。




　挙げ句のはてには、

「○○先生（理Ⅲの学生）はこう教えてました」

と、まるでこちらの説明が間違っているかのような口ぶりで、ケチをつけに来たりする。

　死ねばいいのに、とつくづく思う。




　　　　　＊




　きわめつきは、理Ⅲ出身の肩書だけで、飯を食ってるあいつだ。

　知ってるやつは知っている、和〇〇〇という男だ。




　勉強法の本みたいなのを、これでもかというように出版する。

　どっかの予備校や、家庭教師センターの顧問をつとめる。

　要するに理Ⅲ崇拝の教祖に収まって、大儲けしている。




　霊感商法の壺を売りつける、例の新興宗教と、その本質は何も変わりはしない。

　死ねばいいのに、とまたしても、つくづく思う（笑）





（2023/11/31）




1+2+3+4+・・・=-1/12だと唱える天才たち

　先日NHKの『笑わない数学』という番組で、こんな数式が紹介されていた。

　1+2+3+4+・・・=-1/12




　ナビゲーター役のお笑い芸人が、絶叫していた。

「どんどん大きくなる数を、無限に足し合わせていったら、とんでもなく大きな数になるはずだろ！　なんでマイナスになるの？　そんなはずないだろ！　おかしいだろ！」

　と、視聴者の驚きを代弁して、わめいていたのである。




　だがこの数式は、けっしてデタラメではない。（注）

「ラマヌジャン」という天才数学者が最初に唱え、現在の数学界では、どうやら本当にそうらしい、ということになっているようだ。

　そのうえそれは、ただの数字のトリックではない。さまざまな物理の現象の背後にも、この数式が隠れているらしい。

　何と宇宙の構造を論じるにも、一役買っている。この世界の神秘を解き明かす、秘法かもしれないというのだ。（「カシミール効果」「超弦理論 」）




　　　　　＊




　自分はもちろん、数学も物理も、門外漢である。説明はおろか、ほとんど理解さえできない。




　だが幸い、哲学や形而上学というものには、ずっと馴染んできた。だからこの数式を見ても、特に驚くことはない。

　まあ、そうかもしれないなあ。そういうことになっても、別におかしくはないな、と妙に納得してしまう。




　だってそうだろう。

　無限に数を足し合わせていく——だがそもそも「無限」は、人知を超えている。私たちの認識の、埒外の世界なのだ。

　その彼方で何が起こるかなんて、無限の彼方に何があるかなんて、誰にもわかりはしない。

　我々の浅慮では、とんでもなく非常識に見える不条理が、起こっていたとしても別に不思議ではないのだ。




　　　　　＊




　つまりはこういうことだ。

　ついさっき、旅立ちを見送ったばかりの男が、気がついたら自分の背後にいる。

　地球は丸いわけだから、あっというまに一周して、そこに戻ってきたわけだ。

　まあもちろん、男がよほどの健脚ならば（笑）、というたとえ話だ。

　だが移動の問題さえ大目に見てもらえば、あくまで理屈としては、ありえないことではないだろう。




　だがしかし、もし大昔の人間がこの話を聞いたら、どう受け止めるだろう。

　彼らはまだ、地球は丸いことを知らなかった。

　だとしたら、あちらに向かって立ち去ったはずの人間が、気がついたら背後にいる？——そんなことがあるはずもない。馬鹿なことを言うな、と一喝されるか、笑いものになるかどちらかだろう。




　だがもちろん、笑われるべきなのは彼らの方だった。彼らが無知だったのだ。

　その認識の範囲はあまりにも狭く、その視野の果てで——海の向こうで、地球が弧を描いていることを理解できなかった。

　彼らの限られた認識の、その埒外では。彼らの常識では、ありえるはずのない妖異も、起こりうるというのに。……




　だがしかし、もし彼らがそうだとすれば、現在の私たちだってきっと同じなのだ。

　私たちもまた、すべてを知っていると思い込んでいるだけで、本当はけっしてそうではない。

　一万年後の人類から見れば、笑うべき無知な原始人でしかない。

　だとしたら、そんな私たちの限られた認識の、その埒外では、私たちの常識ではありえるはずのない妖異も起こりうる。

「無限」もまた、その一つだ。私たちの窺い知れないそこでは、どんな不条理が起きたって不思議はないのだ。




　　　　　＊




　たとえば地球から、まっすぐ彼方に、ロケットを打ち上げる。そのまま宇宙を直進しているはずのロケットが、なぜかいつしか地球に戻ってくる。

　そんな馬鹿な話が、あるはずがない？

　だがしかし、もし私たちの知らない無限の宇宙の果てに、円環のような構造があったとしたらどうだろう。

　ぐるりと宇宙を一周したロケットが、そうして素知らぬ顔をして、また初めのスタート地点に戻って来たとしても。それはそれで、別段何の不思議もないのだ。




　私たちの知る、三次元の宇宙だけではない。

　宇宙には四次元、五次元……、と複雑な多重の構造があって、円環がひそんでいるのは、そのあたりなのかもしれない。

　私たちの知らないそのループを通って、ロケットが帰ってくることだって、十二分にありうるだろう。




　もちろんロケットというのは、あくまで一つのたとえだ。

　あの例の級数についても、同じことが言える。

　1+2+3+4+・・・と、足せば足すほどだんだん増えていく。だから最後はとてつもなく大きな数に、近づくように思える。

　だがそれはあくまでも、私たちの限られた、認識の範囲での話である。

　何しろ数列は無限に続くのだ。その無限のはてに何がどう起こるかなんて、少なくとも人間の体感では、捉え切ることはできない。

　ひょっとしたらそこに、何か円環の構造のようなものがあって。増えていたはずのものが、やがては負の領域に入り込んで、-1/12で行き止まりになる。

　そんなことだって、あってもおかしくないだろう。——




　　　　　＊




——神と悪魔は、実は同一であると言う者もいる。それと同じように、プラスの無限大とマイナスの無限大は本当は同じもので、いや、少なくともどこかでつながっていて、……




　しろうとのくせに、何たわごとを抜かしているんだ、って？

　もちろん、そうかもしれない。すべてはまったくの、見当違いかもわからない。

　自分だってけっして、そうであると言っているわけではない。ただどんなことだって、そうでありうる。可能性があることを、忘れてはならない。




　私たちの知識が、完全であったことはない。私たちの感覚体験は、いつでも有限の檻の中にかぎられている。

　だがその向こうの何かに、思いを馳せることはできる。

　私たちはずっと、そのようにして知の領域を広げてきた。

　地球が丸い、という話だけではない。

　ビッグバンも宇宙の膨張も。相対性理論もブラックホールも。反物質も量子もつれも。かつては狂人のうわごとにしか聞こえなかったそれらを、今では誰も疑う者もいない。

　かつて数字と言えば、指を折って数えられる、自然数だけしかなかった。だが今では、少数も、負の数も、誰もが当たり前に使いこなしている。




　人類はずっと、そのようにして知の領域を広げてきた。——

　そして天才たちは、いつだってそのパイオニアだったのだ。

　だとしたらまず、彼らの言うことに、虚心に耳を傾けることだ。

　そんなはずないだろ！　おかしいだろ！　などと、何でもあまり頭ごなしに、決めつけないことだ。




　やみくもに眉に唾を付けるのではなく、まず自らの狭量を、疑ってみることだ。

　人知を超えた神の領域にも、たまには思いを致すことだ。

——と、ただそういうことだけを、自分は言っておきたかったのですよ。




（注）https://ja.wikipedia.org/wiki/1%2B2%2B3%2B4%2B%E2%80%A6





（2023/12/05）




日本人の死生観

　わが国には古く平安の時代から、御霊ごりょう信仰と呼ばれるものがあった。




　非業の死を遂げ、恨みを残した者の霊が怨霊となり、祟りを行う。

　それはただ、直接の敵かたきに対してだけではない。国全体に戦乱や、疫病などの災いをもたらすと信じられた。




　死霊を鎮め、悪難を避けるために、様々な儀式が執り行われた。

　たとえば日本三大怨霊とされる菅原道真の場合、その祟りを恐れて北野天満宮が建立され、道真の魂（御霊みたま）を神として祀ったのである。




　　　　　＊




　だがそれは必ずしも、怨霊の祟りだけではない。

　広く死者の魂全般に、特別な力を認めて畏怖すること——それはわれわれ日本人の文化と精神の根底を、現在に至るまで支配する感覚であるにちがいない。




　たとえば自分の生家には「仏壇」と呼ばれるものがあったが、祀られていたのはホトケではない。父はもっぱら「ご先祖様（祖霊）」に、家族の安寧を祈っていたのである。




　あるいはたとえば大きな野球の大会で、不幸にして亡くなったチームメートの遺影を、ベンチに持ち込む。

　一緒に甲子園に来たかった、見せたかった、というのがもちろん表向きの理由だ。

　だが無意識のうちに、亡き友の励ましに力を借りている。そんな気持ちも、なしとはしないだろう。

　対戦相手もまた、戦いづらい。別に祟りを恐れるわけではないが、遺影の視線にはやはり、何か圧伏するような力を感じざるをえないかもしれない。




　　　　　＊




　安倍前首相の国葬問題も、この文脈で捉えることができる。

　国葬を執り行った側には、もちろん政治的な意図も垣間見られた。だかしかし、道真公を祀ったのと同じ感性が、働いていたこともまた間違いない。




　少なくとも国葬反対の声が、いま一つ盛り上がらなかった原因はそこにある。

「森友加計モ　リ　カ　ケ問題 」をあげつらい、専横と右傾化の政治を総括する声も、確かにあるにはあった。だがそれもただ、死者の悪口を言うなんて、とかえって顰蹙を買うだけだった。

「人は死んだらみんな仏様になる」と説く者もいる。「死屍に鞭打つな」は『史記』の故事が由来だが、これほど日本人のメンタリティーにしっくりくる表現もないのだろう。

　つまりは御霊に毒づくような、冒涜は許されない。不謹慎きわまりない、というムードが、少なくとも当座は国中を支配していた。




もっともその後に判明した「旧統一教会問題」のあまりの根深さに、禁忌は一気に破られた。

　堰を切ったように安倍批判が奔出したのは、ご承知の通りである。




　　　　　＊




　死者が祟りの主体となりうる。——だとしたらもちろん、「死」はおぞましいものである。おどろおどろしい世界であり、忌まわしい領域であると意識された。

　それは単に、誰でも死ぬのがいやだ、という意味ではない。そもそも死とかかわることも、語ることさえはばかられた。




　死穢（しえ）という言葉があった。死とは穢けがれたものであり、その穢れはまるで伝染病のよう、人から人へ移っていくとされた。

　何らかの清めの儀式を、伴なわないかぎり。——

　つまりは葬儀の後に塩を撒き、遺族が忌中として家にこもるのも、それゆえである。

　子供の遊びの「エンガチョ切った」もまた、おそらくこの穢れの伝わりを恐れる、文化の名残であろう。




「極楽往生」などと称するものは外来の、仏教思想である。

『記紀』に誌されたような土着の死生観は、そのようなものではない。

　イザナミは、亡き妻のイザナキを追って黄泉の国を訪れる。だが妻の変わり果てた姿に驚いて、たちまち逃げ帰る。

　変わり果てた姿とはすなわち糜爛びらんであり、腐敗であり、蛆であり、白骨である。

　それは火葬以前の土葬、さらには風葬の時代には、ごく当たり前に目の当たりにした、「死」の素顔にほかならなかった。




　そのうえ世にもおそろしい亡者となった妻は、大勢の黄泉の醜女しこめたちとともに、イザナミに追いすがり、引き戻そうとさえしたのだ。

　それは極楽往生の、きれいごととは違う。神のもとに召されるという、西欧のおとぎ話とも違う。死のリアリズムがあった。

　だがしかしゴルゴンの面貌を、誰もいつまでも見つめ続けることはできない。

　私たちは石と化した。死を禁忌となし、逃避し、忘れることを選んだ。




　物語の中の、加工された死とならば、たわむれることができる。だが生身の、むき出しの死はあまりにもおそろしかった。

　それはもはや目をふたぎ、封じ込めるしかない。死を穢れとなして、語ることすらはばかった。

　いわばリアリズムから出発したはずの日本人の死の観念は、まさにそれゆえに、逆にもっともリアルから遠ざかった。皮肉なまでの、現実逃避に帰結したのだ。




（話は次項に続く）


（2024/01/30）




戦後日本のお花畑の死生観を笑う

（話は前項から続く）




　古代の日本人は、死をおぞましい穢れとなして、語ることさえはばかった——




　　　　　＊




　もちろんそれは、遠いいにしえの時代の話だ。

　それから時代が下り、外とつ国からもたらされたさまざまな考えが——仏教が、儒教が、基督教が、私たちの死生観に影響を及ぼしたろう。




　だがそれにもかかわらず、この死の穢れの概念は、私たちの無意識をどこかでずっと縛り続けた。

　そして何より、これもまた皮肉なことに、呪縛は最近とみにその力を増しているようにさえ思える。——




　そうだった。

　戦後日本の私たちは、これまでのいつよりも、死を思うことを忘れた。

　８０年におよぶ、軍事なき平和のお花畑に、戦死者の姿はなかった。

　繁栄と医療と福祉のおかげて、寿命はひたすら伸びに伸びた。




　死はもはや自宅で看取るものではなく、おおむね病院と施設で執り行う、ただの儀式となった。

　メメント・モリの言葉はけっして聞かれない。うっかりそれを口にしようものなら、縁起でもないと顰蹙された。

　葬祭場の建設には、薄気味悪いと反対した。

　まるで汚穢を下水に流して蓋をするように、誰も正面切って死を見つめる者はいない。

　見えないものは存在しない、という原理に基づいて、虚構まやかしの清浄の中に生きることをよろこんでいる。




　　　　　＊




　「死」を忌避することと表裏をなして、至上の命題となったのが「命」である。




　お花畑の平和教育で、何よりも人の命が大切、と教わった。そのままつゆ疑わずに大人になった。

　「とうとい」と「かけがえのない」が「命」の枕詞となり、無考えのまま自動記述された。

　「命」の印籠を突きつけられたら、ぐうの音もでない。誰もがもはや、ひれ伏すしかない。




　何のために生きるかなんて、考えたこともない。

　強いて言えば、生きるために生きるんだ。あけすけに言えば、幸せになるために、自分たちの楽しみのためだけに生きる。

　大義のために命をかける——そんな生き方は、お国のために空に散った、忌まわしい時代を思い出させる。何か悪しき事、愚かしいこととされた。

　ただただ誰もが後生大事に、命をながらえている。




　そんな戦後日本の、おめでたい人生観を、別になじるつもりはない。

　だがしかし、いつの時代もそうだったわけではない。現在いまでさえ、世界のどこでもが、そうなわけではない。そのことは、覚えておいていいと思う。

　たいていは、彼らは何かのために生きている。

　だだ生きるために生きている人間なんて、この広い地球上で、そう多くはいないと思うよ。

　ただこのうるわしき、我らが大和民族を除けばね。




　　　　　＊




　たとえば人質事件が起きて、立てこもった犯人が、法外な要求したとする。




　英米では、こう考える。

　ここで犯人の言いなりになれば、悪しき前例を作る。人質を取りさえすれば、要求が通ると思われてしまう。その結果今後のテロの再発を、助長することになる。

　その逆に毅然と跳ね付けておけば、事件の無益を悟ったテロリストたちは、二度と同様の犯行を繰り返すことはないであろう。




　だから彼らは、要求には応じない。犠牲を最小限に抑えたうえで、突入して射殺する道を選ぶ。

　不運にも命を落とした人質は、社会正義のために身を捧げたのだ。必要悪である以上に、美談として語り継がれるかもわからない。




　だが日本では、それができない。

「人質の命が最優先」というお題目に縛られて、突入の機会を逸する。「説得」が功を奏さなければ、犯人の要求を丸のみにするしかなくなる。




　　　　　＊




　あるいは海外で、邦人が誘拐される事件が起きる。犯人は解放と引き換えに、日本政府に巨額の身代金を要求する。

　このような事案では、「テロには屈しない」「要求には応じない」「身代金は支払わない」という国際的な合意がある。（２０１３年Ｇ８サミットの共同宣言）

　現に英米の場合、要求を拒んで自国民を見捨てたたケースも、珍しくはないのだ。




　だがわが国の場合は、そうはいかない。

　1977年に、日本赤軍が「ダッカ日航機ハイジャック事件」を起こした。そのとき 福田赳夫首相は、「一人の人の命はこれは地球よりも重い」とのたまった。

　それはその通りなのだろうが、結果犯人の言いなりになった。

　約16億円の身代金を支払い、同士の過激派メンバー9人の釈放も受け入れた。




　２０１３年の共同宣言以降は、さすがに表立っては要求を呑めなくなった。

　だがそこは、日本人の得意な表と裏の——本音と建前の使い分けがある。

　表面的には要求を突っぱねて、毅然と対処するように見せながら、裏でしっかり身代金を渡して解放交渉をする。




「プロの人質」と揶揄された、安〇純〇という方がいらっしゃる。

　フリージャーナリストだから戦地の実情を伝えるのだ、と称して何度も中東の危険地帯に足を運ぶ。そのたびに現地の勢力に拘束される。合計で５回、人質になっているのだ。

　そのたびに解放される——つまりは日本政府が、裏金を渡しているということになる。

　最後の２０１８年の解放は、共同宣言後のもので、このときは３億３４００万円の身代金がひそかに渡されたと言われている。




　その拘束回数の多さから、この人物は現地勢力と結託している。故意に人質となり、日本から身代金をせしめているにちがいない。つまりは「プロの人質業」だ、と噂されているのだ。

　おそらくは、そういうところだと思う。

　いずれにしろテロリストに、あるいは誘拐ビジネスに、日本が狙い撃ちされている。

「人命が最優先」であるかぎり、見殺しにはできない。要求に屈して、金で解決するしかない。

　足元を見られて、すっかりカモにされている。




　戦後日本のおめでたい、お花畑の死生観が、今ではこうして世界中で笑いものになっているわけだ。——





（2024/01/31）




＜犬食文化＞イヌ食って何が悪い？　イルカ食って何が悪い？

　アメリカじゃ牛を殺して食うらしい、とヒンドゥー教徒が嘆いてました。

　自分たちの宗教では、牛は神聖な動物なのに、と激怒した。

　抗議のデモも考えたが、ヒンドゥー教徒の言うことなんて、どうせ誰も耳を貸しません。




　クジラを食うとはけしからん。犬を食うとは野蛮人だ、とアメリカ人がわめきました。

　とたんに世界中で、反対運動が起きました。

　犬食文化の民族は、劣等とされた。まあ実際、劣等民族なんだが。（笑）

　イルカの追い込み漁をすると、シー・シェパードがすっ飛んできた。




　牛はいいけど、クジラはだめだ？　その論拠は一体何なんだ？

　そんなもん、どこにもありはしない。頭の悪い人間にありがちな、ただの感傷的反応だろう。

　おおかたイルカと仲良く泳ぐ、映画でも見たんだろう。

　私たちのかわいいワンちゃんを、——あの子たちを手に掛けるなんて、とオイオイ泣き崩れているわけだ。




　　　　　＊




　犬もクジラも、知能の高い動物です、って？




　牛の知能がどの程度なのか知らないが、どっちみち、命の尊さは知能で決まるわけじゃない。

　たとえば知能の低い人間は、高い人間のために犠牲になれ、とでも言うつもりか？




　そう言うおまえたちのIQが、100以上であることを、ただただ祈るばかりだ（笑）




　　　　　＊




　知能であれなんであれ、要するに人間に近そうな「感じのする」ものは、大事にする。




　犬やクジラには、きっと私たちに似た魂があるから、食べるなんてとんでもない。

　牛やブタなら、そうでもなさそうだ。だからそちらで間に合わせましょう。

　ニワトリだったら、哺乳類じゃないから、もっと安心でしょう。——そういう発想自体が道理に合わない、ただの偏見にすぎないことが、まったくわかっていない。




　身内だけをひいきにする。自分たちに見た目が似たものに、価値を認める。優位思想ってやつだ。

　いつでも自分を中心に、物事を考える。固陋な文化の枠組みを、抜け出すことができない。

　そうやって、有色人種を差別し、異教徒を嫌悪してきた思考パターンが、またぞろ繰り返されている。




　ニワトリだって豚だって、見た目がああなだけで（笑）、オレたちと同じ魂がそこに息づいているんだよ。

　そのことに気づけないのは、ただお前らの目が曇っているから、脳みその作りがおそまつだからにほかならない。




　　　　　＊







　それじゃあベジタリアンになりましょう、って言い出す馬鹿もいる。

　確かに動物の命は、すべてがかけがえがないけれども、植物なら別にいいでしょうと。




　どれだけ馬鹿なんだ。

　植物なんて岩や土くれと同じで、命も魂もないと、本気で思っているのか？

　別に最新の研究を、勉強するまでもない。（注）

　きれいに咲いている花を見れば、草木（そうもく）がいかに尊い存在かなんて、一目でわかるだろう。




　それじゃ何を、食べればいいのかって？

　別に食うな、と言っているわけじゃない。

　植物はもちろん食っていい。だがそれを言うなら、クジラだって、犬だって同じはずだろう。




　弱肉強食という言葉は、冷酷に響く。だが互いにかけがえのない命を、やり取りしあって生きるのが、自然の摂理なんじゃあないのか。

　今日も今日の糧をいただけることに感謝して、おいしく食事をいただくのが、すべての生き物の本然なんだ。

　その糧が植物だろうと、犬だろうと、区別はありはしないんだ。




　　　　　＊




　ワンちゃんがかわいそう、だって？




　ペットなんていう畸形の存在を、作ってしまったことの方が、よっぽど動物虐待なんだよ。




　人間に尻尾振るだけの、世にも情けない生き物を。飼い慣らされた哀れな狼を、産み出してしまったことが、自然の姿に悖る。

　人間たちの身勝手だってことに、どうして気がつかないんだ？




（注）https://karapaia.com/archives/52225543.html


（2024/02/20）




＜個人情報＞「忌み名（実名）」を知られてはならぬ

　人名は血族を表す「姓」と、個人を表す「名」を組み合わせて示す。




　日本を含む漢字文化圏では、古くは本当の「名」は、つまり生まれつき親に付けられた名は諱（いみな）と称され、みだりに他人に教えてはならないとされた。

　たとえ知ってはいても、誰かをその諱で呼ぶことは非礼とされた。親や主君のような、目上の者にのみ許される行為だったのだ。

　使うことを忌避するので、「いみな（忌み名）」なのである。




　諱に代わって、様々な通称が用いられた。

　たとえば人は成人すると、「字（あざな）」と呼ばれる、仮の名を名乗って世に出た。

　たとえば有名な「諸葛孔明」は、本名は「諸葛亮」だ。「諸葛」が姓で、「亮」が諱。「孔明」は長じて名乗った字なのである。

　この「字（あざな）」が、現在我われが用いる「あだ名」の、語源であるとも言われる。




　また官職名や、その人物にちなむ場所の名前で、呼ばれることも多かったろう。

「清少納言」は姓が「清原（＝清）」で、「少納言」はもちろん官職名である。その諱はいまだに知られてはいない。

「将軍様」や「お代官様」もしかり。現在でさえ我われは互いに、「社長」「課長」と呼び合っている。

　源頼朝は「鎌倉殿」だ。「桐壺」は起居していたの部屋の名である。「お上（かみ）」は一般人より上にいるから、「奥さん」は奥にいるからである。ちなみに自分の両親の親戚筋は、すべてその住まいのある地名で、「板橋」「三鷹」（ともに東京都内の地名）のように呼ばれていた。




　　　　　＊




　自分の本当の名は——諱はみだりに他人に知られてはならない。

　それは一体なぜか？




　考えてもみたまえ。同姓同名の例外は措くとして、私たちの名は私たちという人間の「個」と、不可分に結びついている。

　名は私たちそのものである。少なくともその形代かたしろである、と言っても過言ではない。




　だとしたらそれを誰かに知られたとき、その「私たち」はむきだしの姿のまま、彼らの前にあった。

　彼らの加えるかもしれない攻撃に対して、あるいは及ぼす力の影響に対して、それはあまりにも無防備だった。

　そのようにして、私たちはたちまち彼らの、しばしば悪意に満ちた支配を受けてしまう——と、そんなふうに恐れられていたのだ。




　　　　　＊




「言霊（ことだま）」という考えも、理解しておいた方がいい。




　古来より人は目に見える世界は、目に見えない何かの力によって、動かされていると感じていた。つまりは「神」である。

　目に見えない世界と言えば、思い至るのは私たちの「想おもい」である。神は「想い」のようなものである。少なくとも「想い」と、それを表す「言葉」は、神に属するものと認識された。

　神の「想い」が成就したものが、私たちのこの物質世界だ。「初めに言葉ありき」というのも、おそらくこの意味である。




　だとしたら言葉には、もちろん霊的な力がある。魂が宿る。それを人は「言霊」と呼んだ。

　言葉に言い表された中身は、しばしば現実となって具現した。

　前向きな、希望に満ちた言葉は、善き結果を産む。不吉で気弱な言葉は、災いをもたらす。

　私たちは言葉で神に祈り、呪文で人を呪った。




　そして私たちの諱には、私たちの魂が宿る。私たちの運命を司る力がある。

　その諱を他人ひとに知られて、何らかの怨念にさらされたならば、何かとんでもない災厄が導かれるかもしれない。

　そんなふうに考えることは、必ずしも蒙昧な迷信とばかりは言い切れない。どこか哲学的な深みさえ、感じられたのかもしれない。——




　　　　　＊




　そして何と驚くべきことに、この実名回避の古い習慣が、私たちの時代に再びよみがえったのだ。




　私たちはハンドルネームとアバターで、バーチャルの世界に生きる。

　フェイスブックのようなものはともかく、そこでは実名を知られることは、しばしば命取りとなりかねない。

　なんとか個人を特定しようと、血眼になっているヤツらもいる。

　ときにはネットリンチにあって、首くくりに追い込まれる。




　ネットばかりではない。

　何をされるかわからない。みだりに個人情報を教えてはいけないと、小学校の授業でも教えるそうだ。

　店員や職員の、フルネームの名札も廃止される。モンスターカスタマーの餌食となる。ネットにさらすぞ、の一言で凍り付く。

「名前と顔を、よーく覚えているからな」——こちらの方は昔からの、ヤーさんの定番の脅し文句である。




　風俗嬢は店では、源氏名で働く。一部の客はその本名を聞き出そうと、あの手この手の会話を仕掛ける。帰宅を尾行して、住所を突き止めようとする。

　女の方は後ろ暗いところのある身だから、個人を特定されてしまったら、立場は弱い。金をゆすり取れるかもしれないし、少なくとも「ただマン」くらいはありつけそうだ、と。




　　　　　＊




　個人的な体験で言えばこうだ。




　あるとき自宅に、特殊詐欺の電話がかかってきた。

　おそらく出身大学の、卒業生名簿か何かを見てきたのだと思う。

　定番の手口で、エロサイトの利用料金が未納だとか言っている。




　身に覚えがない、というよりは、こっちはエロサイト閲覧のプロである（笑）そんなドジを踏んでいるはずがないので、自信満々に否定してやった。

　するとあちらは逆切れして、こんなセリフですごんでみせたのだ。

「鬼沢哲朗！　調布市○○町４−５−１！　お前がそこにいるのはわかってるんだ！

　明日訪ねていくから、（自宅の一軒家の）権利書と印鑑持って待ってろよ！」




　何とも得体の知れない啖呵である。

　おそらくはこちらの個人情報を押さえたことで、鬼の首を取ったような気分になっているのだろう。

　大変な弱みを握ったのだから、相手はもう言いなりになるしかない。家一軒でも巻き上げることができる（笑）と、勘違いしまくっているのだ。




　もちろん先方は、名簿の入手にはそれなりに、手間をかけたのかもしれない。

　だがそんな、氏名と住所と電話番号だけなら。実はＮＴＴの電話帳にも、ふつうに載っていたクズ情報なのだ。

　相手の低能ぶりを心で笑いながら、それでも自分はつくづく思った。

　平安の世からめぐりめぐって、けっして忌み名を知られてはならない時代が、またしても訪れたのである。——

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊




＜補注＞




　今話題の紫式部にしても、「式部」は官職名である。

　「紫」は源氏物語の作中人物「紫の上」にちなんで、後世が名付けたもの。当時の宮中では、「藤式部」と呼びならわされていた。父親が藤原氏（為時）だったから、「藤」なのである。

　諱はもちろん、知られていない。大河ドラマで「まひろ」としているのは、まったくのでっち上げだ。

　名無しのままではドラマにならないから、歴史の真実にあえて背を向ける、苦渋の選択をしたわけだ。





（2024/03/16）




邪馬台国論争に終止符を打つ

　邪馬台国は、一体どこにあったのか。




　その議論は専門家だけではない、しろうとの古代史マニアのロマンをも、大いに掻き立てている。




　だがしかし——




　　　　　＊




　「邪馬台国」が、現在我々の思い描く「日本」と重なる国で、卑弥呼がそこを統治する強大な女王であった——




　もしそうイメージしているなら、大きな誤解である。

　事実関係を整理しておこう。




①　２世紀末の日本には、３０余りの国が乱立していた。邪馬台国はその中の一つであった。

②　国々はすべてほぼ同等の勢力を持ち、それゆえに覇権を求めて互いに争い、戦が絶えなかった。

③　和平の交渉が行われ、邪馬台国の卑弥呼を「共立」した——つまり倭国連合の仮の盟主として戴くことで、戦乱を収めたのだ。




　　　　　＊




　邪馬台国は倭国連合を構成する、あまたの小国の一つにすぎなかった。別にそこに、都があったわけでもない。

　その卑弥呼が盟主となったのは、別に国力で制覇したからではない。

　和平のための話し合いで、たまたま推戴されたにすぎない。




　たまたま選ばれただけだとすれば、別に卑弥呼でなくてもよかった。

　別の国の、別の王でもよかったのだ。

　そしてもしそうだとしたら、どこでもよかったとすれば、その所在を議論することに一体いかほどの意味があるのだろう。




　畿内にも九州にも、——それを言うなら日本のあちらこちらに、同等の力を持つ国が並び立っていた。

　それは同等なだけではない。ひょっとしたら同質ですら、あったかもしれない。

　そしてもし、そうして「合同な」小国が無数に散らばっていたとしたら？

　邪馬台国がその中の、「ワン・オブ・ゼム」にすぎなかったとしたら？




　サッカー部の部活の、キャプテンを決める。

　サッカーの技量が、みんな似たり寄ったりだとすれば、くじ引きで決まることもあるだろう。

　そんなとき後世の歴史家は、キャプテンがどこに住む誰であったか、あるいはその成績や人柄や容姿を、ことさら議論したりするものなのだろうか？




　　　　　＊




　邪馬台国が倭国連合の盟主に推されたのは、その力ゆえではない。

　むしろその逆である。

　その国の卑弥呼なる女が、政治・軍事的に非力な存在であったことが、飾り物として戴くには都合がよかったのだ。




　腕自慢の男どもが寄り集まれば、誰を頭に就くべきか、必ず紛糾することになる。

　誰かが選ばれれば、角が立つ。何で俺があいつの下なんだ、と不満を抱く。

　選ばれた者の方はまた、その地位を我が物としようとするだろう。




　だがその代わりに女を立てておけば、不思議と丸く収まる。

　そのたおやかな特性が、統合の象徴としての役割を、見事にはたしてくれるのだ。

　実力者たる男どもが、誰も上に立たない。

　卑弥呼という看板を立てておいて、そのもとで互いに牽制しあい、自制しあう。

　そうすることで絶妙な力の均衡が、実現したのだ。




　看板が意に染まなければ、また協議して、首をすげかえればいい。

　卑弥呼が子を持たぬ独身女であったことが、このシステムを容易にした。

　世継ぎがいなければ、世襲に執着して、権力にしがみつくようなこともなかったからである。




　そしてもし卑弥呼がそのような存在・人物であったとしたら、

　看板であり、飾り物であり、 統合の象徴にすぎないとしたら。

　歴史にそんな人物がいたと、言うだけで足りる。どこにその居城があったかなどは、もはやさして重要な議論ではないだろう。——




（話は次項に続く）





（2024/04/04）




続・邪馬台国論争に終止符を打つ

（話は前項から続く）




　　　　　　＊




「鬼道を事とし、能く衆を惑はす」（ 魏志倭人伝）

　つまりは卑弥呼は占いを行うことで、人心を操ったという。




　卑弥呼は政治の人物ではない。神に仕える、巫女（ふじょ）のような存在であった。

　横文字で言うなら、「シャーマン」である。

　呪術を行う。占い、まじない、予言し、神の言葉をのべ伝えた。




　卑弥呼が非力であったというのは、あくまでも現実の、政治の世界の話である。

　もうひとつの、霊と精神の世界を、しっかりと支配する力があったのだ。

　この物心両世界の二重構造は、現代の我々の時代でも、もちろん見受けられる。

　だがまだ科学の知られていなかったあのころに、とりわけ顕著だったのは言うまでもない。

　人々は迷信深く、神を畏れた。信仰は今では想像も及ばぬような重みを持っていたのだ。




　争乱の時代にあって、世俗の統治者たちは和平のために、卑弥呼という宗教的権威にすがった。

　この巫女を祭り上げ、いったん連合の命運を預けることで、互いに鉾を収める——そんなやり方を選択したのだ。




　　　　　＊




　卑弥呼の霊的権威には、彼女が女であることが、大いに貢献していただろう。

　少なくとも我が日本においては、シャーマンと見なせるような役割は、おおむね女がつとめていたものだ。




　考えてもみたまえ。

　女は新たな命を宿し、産み出す性だ。たとえ種（たね）が必要であるとしても、それは間違いなく魔術に近い営みだった。

　とりわけ非科学の時代の、男たちの目には、とてつもない神秘に映ったろう。

　巫女たちの一挙手一投足が、呪術性を帯びたのも当然の成り行きであった。




　そのうえ女たちの、あの虚言癖だ。

　女は嘘をつきながら、自らその嘘を信じることができる。

　物語を語りながら、その世界に没入し、虚構を現実に変えることができる。

　神の言葉を告げるのに、これほどふさわしい資質はなかっただろう。




　そのうえ卑弥呼の場合、最高の演出を伴った。

　卑弥呼はもっぱら建屋にこもって祭事を行い、人前に姿を現すことはなかった。

　ただ一人その弟だけが対面を許され、外の世界とつないでいた。隠すことによって、その神秘性はいやましたのである。




　　　　　＊




　今では懐かしい昭和の時代に、細木数子という人物がいた。

　占術師を自称し、書籍やテレビ番組で、さまざまな予言を行った。一時は「視聴率の女王」ともてはやされたこともある。

　ついでに言うなら（笑）、時期をやや前後して、冝保愛子という霊能者もいた。




　彼らもまた女であること、虚言癖であることを利して「鬼道を事とし、能く衆を惑わした」。

　唯一違っていたのは、彼らがけっして建屋にこもらず、テレビに出まくっていたことだ（笑）

　その点を除くなら、彼らは卑弥呼と何ら変わらなかった。

　何のことはない、卑弥呼とは古代の日本の、細木数子だったのだ。




　そしてもしそうであったとしたら、虚像の霊能者はただコンテンツとして、消費されるだけでいい。

　細木数子がどこに居を構えていたか、——その実際の住所などは、芸能レポーターでもないかぎり、格段の関心事ではないのである。




　　　　　＊




　邪馬台国は一体、どこにあったのか。




　そんな積年の議論に、かくして自分は、見事に決着を付けてしまった。

　ただ一言、「どこでもいい」のである。




　邪馬台国が倭国連合を構成する、あまたの同等の小国の一つにすぎないとすれば。

　卑弥呼がその統合のために、たまたま祭り上げられた象徴にすぎないとしたら。

　細木数子にすぎないとしたら。

　それが畿内にあろうと、九州にあろうと、それを言うなら広い日本のどこにあろうと。そんなことはもはや、「知ったこっちゃあない」のである。





（2024/04/05）




「実名公表」って何？（１）

　中学生の男女３人組が、男子大学生に美人局つつもたせをしかけた。




　ビルの屋上でボコボコにされた大学生が、逃げようとして転落死した。——




　　　　　＊




　「子供たち」の凶悪犯罪が報じられるたびに、「少年法」がやり玉に上がる。




　１３歳以下であれば、刑事責任能力なしとされ刑罰は受けない。

　それ以上の年齢でも、思い切り甘ちゃんな、保護処分となるのが通例である。またまだ更生の余地が大きい少年だから、刑罰を課すよりも教育を優先すべきだ、というわけだ。




　そんな少年法の精神に、ネット民たちが食ってかかる。

　美人局なんていう大人顔負けの手口で、強盗致死を犯した連中が、お咎めなしというのはどうにも納得がいかない。

　ちゃんと法定刑通りに「死刑ないしは無期懲役」に処すべきだと。




　その点に関しては、自分も珍しく（笑）ネット民と同意見である。

　詳しくは過去投稿に書いた通りだ。教育可能性はもちろん、責任能力の有無にもかかわらず、犯罪は処罰されるべきだと考えるからである。




　　　　　＊







　 一方、同時に必ず議論されるのが「実名報道」である。

　十八歳未満（旧来は二十歳未満）の少年の犯罪に関して、少年法は実名報道を禁止している。

　それもまたけしからん。美人局をした中学生たちの名を晒せ、と息まいているのである。




　だがしかし、それはちょっと違う。

　少年たちの犯罪も、大人同様厳しく罰せられるべきだ。だがその実名は、絶対に晒してはならない。

　それはけっして、少年だからではない。若年であろうとなかろうと、そもそも犯罪者の名前を報道するという、慣習自体が理にかなわない。あってはならない暴挙なのだ。




　それはそうだろう。

　犯罪は国家が裁く。法律に基づいて刑罰を課す。それ以外の何物も、私たちを罪することはできない。——それが法治国家の原理原則だ。

　ところが実名が報道されたらどうだろう？　たちまち「世間」がしゃしゃり出てくる。

　事件の当座だけではない。刑を終えて罪を贖った後も、後ろ指を差され続ける。

　失った職に再びつくこともできずに、社会的に葬られ、一生日陰の身の上ですごすことになる。




　実名報道の向こうに待ち構えているのは、要するに社会的制裁。人民裁判。私的リンチ。

　私たちの近代国家が手を切ったはずの、そんなおぞましい過去の風習と、その本質は同じものなのだ。

　そんなことが、そんな不条理が、一体許されていいものだろうか？




　　　　　＊




「法律的には問題はなくとも、倫理道徳にもとる」「世間が許さない」

そんな言いぐさが、そもそも間違っている。




　倫理観の中身なんて、人によって様々である。そんな主観の産物に頼っていては、社会は治まりはしない。

　その代わりに、とりあえず全員が合意した、法典が支配する。それこそがいわば、最大公約数の道徳として機能するのだ。

　曖昧模糊とした道徳律は、しばしば恣意的に運用される。そんな危険を避けるために、明文化された法を整備したのだ。




　世論は必ずしも、正義であるとはかぎらない。

　それはしばしば、間違いを犯す。なぜなら世論の担い手は、愚昧な多数派の民衆だからだ。

　少なくともそれは、悟性的な議論とは違う。

　大衆の時々の気分が、気まぐれな感情が醸し出した、ただの時代の雰囲気であるにすぎない。

　感情に、とりわけ遺恨に突き動かされる世論ときに恐ろしい、盲目の意志となって蛮威をふるう。

　魔女狩りも、ギロチン合戦も、６００万のユダヤ人の大虐殺も。みんな多数派の道徳の暴走が、少なくとも世論の後押しが、もたらした所業だった。

　そんな愚を繰り返さないためにも、理知的な議論に基づく、法治を宣言した。そのことをけっして忘れてはならない。




　別に触法少年に同情するわけではない。ましてや成人の犯罪者に、肩入れするわけはない。

　それどころか、厳罰化には大賛成だ。万引き一つで死刑でいい、くらいに思っている。

　だがそれはあくまでも、法的な手順を踏んだ上でのことである。

　理性的な議論を介して。法理とその運用に通じた、専門家集団の助けも借りて。道理をわきまえた、冷徹な政治家に導かれて。

　もしそれがなかったら、——もし大衆そのものが、世論そのものが直截に権力を握ったら、それはたちまち暗愚で、専横で、狂暴な怪物と化す。……




　　　　　＊




（話は次項に続く）


（2024/04/09）




「実名公表」って何？（２）

（話は前項から続く）




　　　　　＊




　コロナ禍のときに、こんなことがあった。

　特措法に基づき、知事が施設などに休業要請を行う。

　要請はあくまで協力のお願いであって、強制力（罰則）はない。その代わり、従わない施設については「店名の公表」を行う、というのだ。

　特措法以外にも、似たような事例は多々あった。法的に処罰はできないが、違反した場合は「企業名を公表する」みたいな。——




　名前を公表する目的は、もちろん一つしかない。

　世間に広く晒すことで、不買運動を起こさせる。ひっきりなしの電凸やらで営業を妨害し、二度と企業が成り立たないようにしてやる。店をつぶしてやる。

　それがいやなら、黙ってオレたちの言う通りにしろ、と脅しているのだ。




　とんでもない話である。

　刑罰を課すことができるのは公権力だけ、という法治国家の原則をあっさりと放棄して、社会的制裁にすべてを委ねてしまう。

　自らは手を汚すことなく、責任を回避したまま意を通す。もっとも薄汚いやり方なのだ。




　　　　　＊




　ふと、以前見た外国映画を思い出す。

　詳細は忘れてしまったが、昔の外国が舞台の作品だ。西部劇だったかもしれない。

　ある囚人が、民衆の強い怒りを買っていた。死罪にしろ、と誰もが叫ぶ。

　統治者は困惑した。法の手順に従えば、極刑までは課せないケースだったのだ。かといって、人々の声を無視するわけにはいかない。

　そこで彼は名案を思いついた。——驚くことに、何やかやと理屈をつけて、悪党を無罪放免としてしまったのである。




　だが喜んだのもつかの間、男はたちまち待ち受けていた民衆に取り囲まれて、ぼこぼこにされてしまった。なぶり殺しにされたのである。

　つまりは男は、本当は釈放されたのではない。あとはお前らの好きにしろと、いわば暴徒たちに下げ渡されたのだ。

　統治者はただ、見て見ぬふりをした。自ら縛り首を選ぶ代わりに、あくまでも衆愚の群れに刑を委ねる。われとわが身に、火の粉がふりかかることがないように——だとしたらそれは、あまりにも狡猾な逃げ道だった。




　法の網の目をくぐり抜けるやつがいるなら、網の目を繕えばいいはずなのに。法以外の盲目の力に、すべてを委ねてしまった。——

　とんでもない話だ。野蛮な国の野蛮な時代の話だ、と思うかもしれない。

　だが同じような悲喜劇は、私たちのこの社会でもまた、たえず繰り返されている。

　コロナ禍で小池百合子のやったことは（笑）まさにそういうことなのだ。




　　　　　＊




　そればかりではない。

　法治国家の理念にもとる社会的制裁。人民裁判。私的リンチ。——

　すべての愚行はネット時代の昨今、これまでのいつにもまして安易で、かつ凄惨なものになった。




　何しろ今では群衆は、ネットの闇の安全地帯に隠れたまま、匿名のまま餌食を屠る。

　わが身を危険にさらすことはないから、一方的に、思う存分攻撃を加えることができる。

　スマホ一つあれば、ＳＮＳを通じて、誰もが手軽に参加できる。




　初めは有名人や、上流国民が標的だった。

　だがいつしかそれでは飽き足らなくなり、ヤフーニュースでちょっとした逸脱や失敗を見つけてきては、みんなでやっつける。

　義憤に駆られてというよりも、それが彼らの生き甲斐なのだ。金のかからない、唯一の楽しみなのだ。

　ネットリンチで土下座させる。芸能界から放逐し、店舗は閉鎖に追い込む。ときには首もくくらせた。——




　さしずめ今度の美人局の事件はなんかは、絶好のネタだった。

　もちろん犯罪行為なのだから、非難されるのは当たり前だ。

　だが実名公表というのはちがう。それは法治国家のやり方ではない。

　それでは例の映画の中の、暴徒と同じだった。囚人をここに、引きずり出して来いと叫ぶ。刑務所の——匿名の壁の向こうにいたままじゃ、ネットリンチができないじゃあないか。

　このままじゃあ自分たちの安物の正義を、振りかざすチャンスを奪われてしまう。そのことがただただ、歯がゆくて仕方がないというわけだ。




　何しろそうして、実名晒せとわめいている当の連中が、匿名のままなんだから笑ってしまう。

　ずいぶんと、都合がよすぎる話だと思う。

　むしろあの、徒党をなした正論屋たちの実名こそ、晒されるべきなんだと思う。

　公明正大なプラットフォーマー様。是非是非そこのところを、よろしくお願いますよ

（笑）——




参考過去投稿:

「責任能力」って何？

万引き一つで死刑でいい（１）

万引き一つで死刑でいい（２）

法治国家の原理原則（１）

法治国家の原理原則（２）





（2024/04/10）




＜幼児視点話法＞ 自分のことを「先生」と呼ぶ先生

　よく教員が自分で自分のことを「先生」と言うことがある。

「課題が終わったら、先生のところに提出するように」みたいな言い回しである。




　この語法について、ある中学生の保護者がクレームをつけたそうだ。

「〇〇先生」というのは本来敬称で、呼ばれた人物への尊崇の念を表す。

　それを自分自身で用いるというのは、あまりにも偉ぶっている。勘違いもはなはだしい、というわけだ。




　またそのことを指摘された当の先生が、なるほどそうだ、これからはちゃんと「私」と名乗るように心がけよう、と反省したらしい。——




　　　　　＊




　以上は最近、朝日新聞の投書欄で紹介され、ちょっとした話題になったエピソードである。

　近頃は世の中で、やたらと物事にいちゃもんをつけるのが流行っている。まあこれなんかもさしずめ、無理筋の言いがかりの見本のようなものである。




　もうおわかりだろう。

「先生」を自称している先生は、けっして偉ぶっているわけではない

　だってそうだろう。

　回りから「先生、先生」と呼ばれて、いい気になってふんぞり返っているあの政治家たちは、けっして自分のことを「先生はねえ、……」とは言わないけだから（笑）




　だがだとしたら、この不思議な話法の正体は、一体何なのか？




　　　　　＊




　思い出してほしい。

　母親は幼い娘に向かって、「ちゃんとママの言うことを聞きなさい」とさとす。

　本来なら「ちゃんと私の言うことを聞きなさい」と語るべき場合なのに。

　そのうえその母親に向かって、近くにいた父親は呼びかける。「ママ、ちょっとそこのタオル取ってよ」——自分の女房に「お前」ではなく、「ママ」を用いているのだ。




　この呼称法の、趣旨はもちろん明らかである。

　娘から見たら、母親は「ママ」である。その人物があるときは「私」と名乗り、あるときは「お前」と呼ばれていては、幼い子供の頭は混乱してしまうだろう。

　少なくともこの年齢では。まだまだ物事の、名称を覚えている段階では。

「ママでちゅよ〜」と自己紹介したあのころの延長で、その知識をしっかり定着させるためにも、あくまで「ママ」ど押し通そう。そんな配慮が働いているのだ。




　子供の目から見て「ママ」であるものは、いかなる状況においても、あくまで「ママ」と呼ばれるべきだ。——

　だとしたらそれは、いわば「幼児視点話法」とでも名付けるべき現象なのだ。

　西洋人はもちろん、そんな言い方はしない。彼らがもし同じやりとりを聞いたなら、きっと「Very cute!」と感嘆する。なんて微笑ましい言い回しだろうと。

　日本人は世界でも、もっとも子供を大事にして、可愛がる民族だと言われる。

　あくまでも子供たちの立場に寄り添って、物事を考える。そんな民族ならではの、独特な発想がそこに隠れているのだ。




　　　　　＊




　さて、そんな子供たちが、やがて幼稚園に通う年齢になる。

　幼稚園の先生は園児に向かって、「ちゃんと先生の言うことを聞きなさい」とさとす。

　何も不思議はない。むしろ「私の言うことを聞きなさい」の方が、かえって不自然だろう。

　つまりはママが「ママ」と名乗っていた幼児的世界観を、そのまま引き継いでいるわけだ。




　小学校に上がっても、そのまま余勢を駆って「先生」が用いられる。

　だがしかし中学生相手となると、次第に反応が微妙になる。生徒や保護者の半数は、「先生」の自称に違和感を覚えるようになる。それが先述のようなクレームにもつながるのだろう。

　だがしかしそれはけっして、教師が威張っているからではない。むしろそうして、ティーンエージャーをいつまでも子ども扱いすることが、そぐわないと感じられるのだ。




　それが証拠に、大学の教授は誰も「先生はねえ〜」とは言わない。

　それは別に彼らが、こぞって謙虚だからではない。

　ただ二十歳前後の学生たちは、もうどこからどう見ても「子供」と受け取られることはないからだ。




　　　　　＊




　かつて『3年B組金八先生』という、学園物のテレビドラマがあった。

　主演の武田鉄矢は、迷わずこの「先生語」を用いていた。

「そんなキミらの姿を見ていると、先生は悲しいよ。……」みたいなセリフを、例のぼさぼさの長髪を振り上げながら、甲高い声で言うわけだ。




　脚本の意図は明確である。

　中学校ともなると、普通は先生も次第に生徒から、距離を置き始める。

　教育への気持ちも醒めかけて、規則規則で生徒を縛り付ける、管理者の側に身を置き始める。




　だが熱血教師の金八先生は、そうではない。まるで小学校の先生のように、体当たりで生徒に接する。その青春の悩みとも、真正面から向き合っていく。

　そんなキャラクターを打ち出すためにも、 まるで小学校の先生のように語らせることが必要だったのだ。

　そのうえこうした「幼児視点話法」は、元来その本質は、家族内会話にある。 3年B組は親身に腹を割りあう、家族のような集団である。そんなイメージを強調するにもまた、「先生は……」が有効だったわけだ。




　　　　　＊




『金八先生』があまりに人気であったために、その後の学園ドラマもこの「先生語」を踏襲した。




　またそのドラマを見て育った先生たちが、「先生は……」を再生産した。そうして中学生を、いつまでも子ども扱いすることの滑稽には、少しも気づかずに。




——きっとそのあたりが、この珍妙な社会現象の種明かしだと思うのだが、いかがなものであろうか？







関連過去投稿：

「バカチョン」は差別用語ではない

「女々しい」は女性差別ではない


（2024/04/21）




思いは具現する——株価における「法則性」の正体

　株価には法則がある、とよく言う。




　たとえば数日間、株価の下落が続いていたとする。

　ところがその数値が、たとえば「５日移動平均」（過去５日間の株価の平均値）にまで達すると、急に上昇に転じる。




　これをグラフ（株式用語ではチャートと呼ぶ）で図示すると、まるで地面に当たったボールが跳ね返るように、株価がそこで反発したのがわかる。











　これを株の格言では、

「（上向きの）移動平均線は下値支持線として機能する」

と言ったりする。




　　　　　＊




　そんなことを言うと、皮肉屋たちはあざ笑う。

　株価というのは、人の世の現象だ。気まぐれな人間社会の出来事に、自然界の物理法則が当てはまるかのように言いなすなんて。詐欺師の口上でないとすれば、未開人の迷信に近い思い込みだ、と。




　だがそんな言い分は、ちょっと違う。

　もちろん同一の現象が、いつでも決まって起きるわけではない。そういう意味では、もちろん物理法則とは違う。




　だがしかし、それは確かにしばしば起こる。有意味と思えるほどに頻繁に、現れる現象なのだ。

　人間世界と自然界の、線引きにこだわるあまり。

　そんな「傾向」としての法則性まで否定しようとするのは、かえって非科学的な態度と言わなければならないだろう。




　　　　　＊




　種明かしをすれば、こういうことだ。




　株価をずっと、観察していたとする。

　あるとき、ふと気が付く。あるいは誰かから指摘される。下落が続いて、ついに5日移動平均にまで達したぞ、と。




　そこで例の、格言を思い出すわけだ。

「（上向きの）移動平均線は下値支持線として機能する」——もちろん眉唾なところはある。いつも当てはまるとは、かぎらないのは知っている。

　でも先人たちの教えだから、ある程度は理にかなっているのだろう。ちょっとだけでいいから、そろそろ買ってみるか。……




　もちろんそう考えたのが、たった一人の人間なら、大勢に影響はない。

　だがもしもみんなが、同じことを考えて。みんなが恐る恐る、ちょっとだけ株を買ったとしたら。

　株価はちゃんと、上がり始める。

　見事なまでに、5日移動平均線で跳ね返るわけだ。




　あらかじめ世界の中にある法則性を、格言が言い当てたのではない。

　格言が先にあって、それが人の心を操って具現化する。

　言葉が法則を言い表したのではない。言葉が人の心を——人の世界を動かして、法則となったのだ。……




　　　　　＊




　別に金儲けの話を、しようというわけではない。

　ただ人間世界の姿は、人間の思いによって規定される——そんな当たり前のメカニズムを、思い出してほしかっただけだ。




　それはかつて過去投稿（「世界は変えられる」）に書いた通りだ。

「世界」はけっして、私たちとは別の、外側にある何かではない。不可塑な石質の素材で出来上がった、堅固な牢獄のようなものとは違う。




　もしそれが、人間世界という意味でなら。私たちの社会という意味での「世界」なら、それはただ「私たち」の「あり方」であるにすぎず、その「思い」によって自在に変えることもまた可能なのだ。




「夢」はけっして、非現実の夢想とは違う。私たちの願いが強ければ、それはたちまち現実となって成就する。——そんなお定まりの人生哲学も、そこではあながち笑い物とばかりは言い切れない。




　卑近な例になるが、株価なんかその最たるものだ。みんなが上がると思えば上がり、下がると思えば下がる。

　ただそれだけの話なのだ。——





（2024/05/29）




＜旭川・殺人＞ 加害者の報道写真が厚化粧ばかりである本当の理由

　最近では有名人・芸能人のたぐいが、世の中の諸事象について、コメントをするのがはやっている。

　インフルエンサーを気取るのはいいが、あんな発言にどれだけの意味があるのだろう。




　たとえばレイプ事件があったとすると、「けしからん。人間として許せない」と怒る。

　御説ごもっともだが、強姦が非道であることくらい、誰にでもわかっている。いまさら「一足す一は二」みたいなことを言われてもなあ、という気がする。




　またその逆のパターンもある。

　余人は気づかないような、盲点を突く。オリジナルな、うがった見解を述べる。

　だがよくよく点検すれば、実際にはその内容は矛盾だらけだ。まるで見当はずれの、「あさって」な立論とわかる。




　　　　　＊




　このあいだ、フィフィとかいうエジプト女が、同様のコメントをしていた。

　旭川で起きた、例の女子高生殺害事件について、こんな趣旨の発言をしていた。




「この事件の報道で、被害者は素顔が晒されているのに、なぜ加害者は厚化粧の加工写真ばかりが使われるのか。




　加害者の人権とプライバシーばかりが配慮され、守られる。一方加害者のそれは、平気でないがしろにされる。




　毎度のことながら、日本の国の人権感覚は、狂っていると思う。」




　一見、鋭い指摘のように見える。

　貴重なご意見を拝聴して、いっぱい「いいね」もついている。

　ご本人も、見事に世の中を論破したつもりになって、いい気になっている。




　だが実際には、何一つ正鵠を射てはいない。噴飯物のコメントにすぎない。




　　　　　＊




　事態の正しい理解はこうだ。




　たとえば仮に、内田容疑者の報道に高校時代か何かの、素顔の写真を用いたとしよう。

　すっぴんの高校生の写真には、どうしても「まじめないい子」のイメージが付きまとう。

　それを見た視聴者は、きっとこう思う。根は素直な子なのに、きっと周囲の環境が道を誤らせたにちがいない、と。

　そんな誤解を与えてはいけない。極悪なヤンキーなんだから、写真もそれらしく、ギンギンの厚化粧でなくてはいけない。「こんな加工写真ばかりSNSに上げているバカ女 」と思わせる必要があるのだ。








　その逆に、被害者の写真がド派手なメイクなんかしていたら。

　なんだ被害者も、けっこうな遊び人だったんじゃないか。そんなことをしているから、事件に巻き込まれたんだ、——と、これもまた間違ったメッセージを与えてしまう。




　そんな誤認を避けるべく、マスコミはあのような写真を配した。

　もちろん意図的にではない。化粧と写真についての世の中のステレオタイプが、無意識に写真を選ばせた。

　けっして「加害者のプライバシーを守るために加工写真を用いた」わけではないのである。




　　　　　＊




　これが事の真相だ。

　本当の論破というのは、こういうものなのだ。




　あのフィフィとかいうエジプト女には、それができなかった。理屈が空回りしてしまった。

　別にエジプト女だからと、いうわけではない。

　自分は国籍を含め、あらゆる人間の属性について、偏見など持たない。公明正大な人間である。




「外人だから」とか、「日本人ならば」とかいうことではない。

　どこの国でも、結局は同じことだ。

　洋の東西を問わず、頭の悪い人間たちには、なかなか物事の本質は見抜けないものなのである(笑)





（2024/05/29）




パラアスリートは人類の進化形だ

『切断ビーナス』（注）には驚かされた。

義足のモデルたちが、思い切りアートな写真集を飾っている。

　のみならず同名のファッションショーも開かれ、ランウェイでポーズを取った。





　すなおに、美しい。かっこいいと思う。

　同時に、脳天を打ち砕かれるような衝撃を感じる。

　だってそうだろう。そこでは世人たちをとらえてきたステレオタイプが、見事なまでに粉砕されている。

　障害は隠すもの。義肢はなるたけリアルに似せて、気づかれないようにするもの。——そんな思い込みは、全然ナンセンスだった。

　すべては目一杯ド派手に、「見せる」ものとなった。彼女たちは確かに、その存在の意味と輝きを、胸がすくほど堂々と主張している。……




「ふつう」の女の子が、この姿を見てどう思うだろうか。

　その美しさに憧れるあまり、自分も足を切り落として、ああなりたいと思う。——今だって髪を染めたり、メイクをしたり、さらに言うなら整形をしたりする。だとしたらその延長で、生身の足ではなく義肢で自分を飾りたいと思いはしないか？







　　　　　＊




　見た目の美しさだけではない。

　パラアスリートのブレードはどうだ。レーサーは？














　その機能と力強さは、単に障害を埋め合わせるだけではない。現実の肉体を十二分に代替し、ときには凌いでいる。

　実際パラリンピックの記録が、同一種目の五輪を上回る例もある。パラアスリートたちが五輪に出場すれば、やがては軒並みメダルが奪われる。——そんなハイテク義肢を使った、いわばテクニカル・ドーピングのようなことを許していいのか、と関係者は今から頭を悩ませている。……




　男の子たちはメカに憬れる。

　人間がロボットを操る。のみならず一体化する。変身する。サイボーグとなる。——みんなが大好きなストリー設定だ。

　そんな彼らの目に、記録を連発するパラアスリートの雄姿はどう映るのか。あれこそが少年たちの、夢の具現ではないのか？




　　　　　＊




　少年も少女も義肢にあこがれ、ひいては障害にあこがれる。——そんな倒錯の想像は、もちろん今の段階では、とてつもなく不謹慎に聞こえる。

　当事者たちの本当の苦しみを、少しも理解していない、と憤る者も多いだろう。




　だがしかしこの先の未来には、テクノロジーはきっとさらに進歩する。

　今よりもはるかに進歩したハイテクの義肢や補助具によって、彼らも何一つ支障なく、日常生活を送れるようになるかもしれない。

　障害の不利益よりも利点の方が——その義肢の美しさや機能の方が、上回るときも来るかもしれない。




　そのときには——そのときには健常者たちが、きっと障害者にあこがれる。

　ちょうど近視の女性がコンタクトレンズを入れ、大リーグのピッチャーがトミー・ジョン手術を受けるように。

　自分たちもまたこの貧相で、短足胴長の生身の体を放棄して。もっとずっと優秀な「新しい体」を、手に入れたいと考えたとしても少しも不思議ではない。




　そのときには「障害者」はもはや、負の存在ではない。誰もがうらやむ人類の、究極の進化形となる。——




　　　　　＊




　 もちろんダーウィン以来説かれてきた「進化」は、もっと生物学的なものだ。遺伝子の中に組み込まれながら、反復されるような変化である。

　テクノロジーは、そうではない。




　だがテクノロジーも畢竟、人間の生物学的な脳が生み出した産物だ。

「サピエンス（賢い）」の発現であるにすぎない。

　だとしたらそれを、 ホモ・サピエンスの進化の一部と言いなしたとしても、あながち暴論ではあるまい。




　ましてやいつか、四肢だけではなく脳みそまでが、コンピューターで置き換えられる日が来たとしたら。

　そこに現れるのは、ホモ・テクニカルとでも呼ぶべき新しい種——生物存在の究極体ともなりうる何かなのだ。……




（注）https://www.tokyo-np.co.jp/article/144307


（2024/07/11）




男子進学校の存在は女性差別か

「男女別学」の功罪を論じる者がいる。




　中でも驚かされたのは、こんな主張だ。





　「男子進学校の存在は、女性差別である。




　東大合格者数ランキングだけを見ても、ベスト５はすべて男子校が占めている。




　つまりは最高水準の教育を授ける教育機関が、女性の入学を拒んでいる。女性を排除しているのだ。」






　例によって、何でもかんでも女性差別にしたがる連中だが、一見したところ着眼点は鋭い。論理も完璧で、なかなか反論はむずかしく思える。

　ご本人も世の中を論破した気になって、さぞかし悦に入っていることであろう（笑）




　だがしかし、理屈が通っているからといって、それが「正しい」とはかぎらない。

　まったく現実が見えていない、空理空論というものもある。牽強付会もある。

　さしずめこれなんか、その典型のような言説であろう。




　　　　　＊




　長年受験指導にたずさわった者として、——あるいは遠い昔に（笑）現に男子進学校を卒業した者として、言わせてもらうなら。

　男子進学校は全然、「最高の教育」なんか授けちゃいない。

　自分の通った学校の授業なんて、箸にも棒にも掛からない。あんなものいくら受けたって、一流大学なんて入れやしない。




　じゃあ何で合格実績が上がるのかというと、生徒が学校以外のところで勉強しているからだ。

　自分で参考書をひもといたり。通信添削をやったり。今風に言えば、○○会みたいな有名進学塾に通ったり。

　そしてもちろん、それらの手段は何一つ「男子専用」ではない。女子にも同じ機会が平等に開かれている。——

　身もふたもない言い方かもしれないが、それが受験の現実なのだ。




　学校サイドもそれがわかっているから、あまりシャカリキになって受験指導などしない。

　まあみんな塾でも行って、勝手に勉強してください、という放任のスタンスなのだ。

　むしろ積極的に生徒に関与して、ちゃんと学力を伸ばそうとしているのは、女子校の方だろう。

　女子校のカリキュラムは、傍で見ていても実にすばらしい。「最高水準の教育を授け」ているのは、むしろ女子進学校だ。

　むしろそこから排除された男子生徒たちこそ、良質の教育の機会を奪われているのだ（笑）——




　ついでにもっと、身もふたもないことを言わせてもらおう。

　学校の合格実績が上がるのは、別に学力をつけたからではない。

　頭のいい小学6年生が、中学受験をして、中高一貫の進学校に入って来る。頭がいいから、６年後には一流大学に合格する。

　何のことはない。合格するようなやつが初めから在籍しているだけで、学校が受からせたわけではない。

　ただそれだけのことで、中高６年間の教育はあまり関係がない。キセルと同じで、中身は別に空っぽでかまわないのだ（笑）——




　　　　　＊




　それではなぜ、女子進学校は男子の場合ほど、合格実績が上がらないのか？

　理由は簡単だ。

　彼女たちは「受からない」のではない。「受けない」のだ。あるいは「目指そうとしない」と言ってもいい。







　東大を受ければ合格確実の生徒が、受けようとしない。難関は回避して、ワンランク下の大学に進学していく。

　尻を叩かれて勉強することもなく、おっとりとした学校生活を送る。

　彼女たちもその親も、高望みはしない。女なんだから、無理に頑張る必要はない。競争社会に身を置いて、心身をすり減らすなんて馬鹿げている。

　そこそこのお嬢様大学に進学して、最後にはいいところに嫁に行けばいい、くらいに本気で思っているのだ。




　目指しもしないし、受けもしないのだから、合格者ランキングに載るはずもない。——それが数字の舞台裏であって、教育の質がどうとかの話ではないのである。

　もちろん、そんな彼女たちの意識には問題がある。古臭い男性中心のジェンダー観に、毒されている。長い女子差別の歴史が尾を引いている。——そう糾弾することは可能である。

　だがそこから「男子校害悪説」に持っていこうとするのは、どう見ても無理筋であろう。




　　　　　＊




＜追記＞




　東京に「桜蔭」という私立女子校がある。

　菊川怜や豊田真由子の（笑）出身校だ。

　昨年の東大合格者数ランキング８位で、女子校として唯一ベストテン入りしている。




　合格者数７２名は、開成（１４８名）のほぼ半分だが、ここに数字のトリックがある。

　 桜蔭の一学年の生徒数（２３５名）は、開成（４００名）の半分強なのだ。

　つまりは合格率的には、すでにして男子一位校と並ばんとする勢いなのである。

　もし桜蔭の女生徒たちが、もう少しモチベーションが高ければ。男子に伍して何が何でも、受験戦争を戦い抜く気構えがあれば。たちまち開成など歯牙にもかけない、トップ受験校に躍り出るであろう。




　それもそのはずだ。

　首都圏の中学受験で男子の場合、私立の御三家は麻布・開成・武蔵だ。

　三校の間に序列はない。どこを選ぶかは好みによる。つまりはそれぞれの学校は、成績上位者のうちの三分の一ずつを抱え込む形になる。

　ところが女子の場合は、 実質上桜蔭一強である。 「女子御三家」なんて、御三家好きの世間が勝手にでっちあげただけで、桜蔭に受かりそうもないやつが雙葉・女子学院に流れる。本当の 成績上位者は、全員 桜蔭になだれ込むわけだ。

　つまりは桜蔭は、男子進学校の三倍、良質な生徒を抱え込む。

　だとしたら最高の教育が行えるのは、男子進学校などではない。かの女子校こそが、それでなくてはならないはずだ。——




　逆に言えば、男子進学校なんて言っても、生徒の三分の二はパープリンである（笑）

　麻布・開成・武蔵なんて卒業したところで、人生何にも、いいことなんてありはしないのである（笑）





（2024/07/26）




＜オリンピック＞  すべての金メダルに対等の重みがあるか？

　オリンピックの期間が憂鬱である。




　お気に入りのＮＨＫの番組はすべて駆逐されて、朝から晩までオリンピック中継。

　ようやく閉会式が終わったと思えば、パラリンピックで同じことが繰り返される。

　四年に一度と思えばこそ我慢もできるが、あにはからんや今度は冬季オリパラが待ち構えていた、という具合なのだ。




　陸上１００メートルのような、メジャーな競技はいざ知らず。百歩譲って、メダルのかかった決勝戦ならかまわない。

　だがしかし、聞いたこともないような種目の、日本人が出てもいないような予選会まて、公共の電波が朝から晩まで垂れ流すというのが、はたして本当に正当なのか？




　もちろんＮＨＫの、立場はわかる。

　国営放送たるもの、すべての国民の希望に配慮しなければならない。

　任意の種目だけ中継しないということになっては、どんなに少数だろうと、必ずそこから抗議の声があがる。それではマズイのだ。

　何であれ「切り捨てる」とことは、差別であってけしからん。衡平性を欠く。この悪平等の世の中では、すっかりそんな風潮が醸成されてしまった。

　だからへたな価値判断をはさむよりは、一つ覚えで、片っ端から放送してしまった方が無難なのだ。




　何しろＮＨＫだもの、視聴率はどうでかまわない。誰も見てなくったっていいんだ。

　怖いのはただ、視聴者からのクレームだけなんだから。




　　　　　＊




　そこでみなさんに問いたい。

　オリンピックの種目の、すべての金メダルに、本当に対等の重みがあるのか？

　考えてもみたまえ。

　例えば陸上の１００メートルなら。ほとんどすべての人類が１００メートルを走ったことがあるし、走ることができる。いわば潜在的競技人口は、ほぼ百パーセントだ。

　そこでの金メダルだから、「人類で一番」と標榜しても、別に差し支えないだろう。




　だがしかし、例えばカーリングの競技人口は、どのくらいなのだろう？

　川や湖が凍結するような、寒冷地の子供たちとか。あるいはスケートリンクに通い詰める、経済力のある富裕層とか。

　それ以外には、このスポーツ競技に親しむことは、できないはずである。

　だとしたら、そんな微小な集団の中での金メダルが、本当に「人類で一番」と言えるのか。陸上１００メートルの金メダルと、同じ重みがあるか？




　冬季五輪ですらそうなのだ。ましてやパラリンピックときたら、障害の種類と程度でクラスを分けるものだから、陸上競技だけでこのありさまだ。（注釈参照）

　一体何種類種目があるのか、数える気力も失せてしまう。

　それぞれの該当の種目に、世界で何人の競技者がいるのか？　その中で一番であることが、ウサイン・ボルトと同じだけの値打ちがあるのか？




　もちろんハンディを乗り越えて、限界に挑戦する姿には、確かに崇高なものがある。

　だがそれを言うなら近所の草野球だって、高校生の部活だって、みんな歯を食いしばって必死に頑張っているかもしれない。

　努力賞だというのなら、それこそ世界中に無数のメダルを、配って回らなくてはならないだろう。




　そもそもそうやって、無数に細分化を進めていけば、誰でも金メダリストになれるんだ。

「年齢６０才７か月、体重６３．２５キロ、身長１６９．２５センチ級」のように絞っていけば、自分だって金メダルが取れる（笑）

　最後にはどうせ、対戦相手は２，３人になっているだろう。それでも勝てそうもなかったら、該当者が一人になるまで、検索条件を狭めていくだけである。

　そうやって、こんなクソおやじが金メダルを取れるとして、ＮＨＫは放送するのか？　国民は涙を流して応援するのか？　そんなはずはないだろう。

　もちろんこれは極論だが、極論の中にはいつでも、いくばくかの真実がある。——




　　　　　＊




　どうしてかくまでに途方もない、競技の細分化と、増殖が進められたのか。

　もちろんそこにはIOCと、マスコミ（テレビ局）の思惑がある。




　オリンピックと言えば、最大の人気のコンテンツである。放映権料やら何やらで、莫大な金を産み出してくれる、打ち出の小槌だ。

　だがしかし、もしその競技が主要な、数種目しかなかったとしたら？　放送なんて数日で、あっという間に終わってしまう。

　そんな事態を避けるために、主催者の強欲を満たすために、次々と新競技が導入され、必要以上に細かいクラス分けがなされる。そしてそのすべてに、「金メダル」が与えられるのだ。




　そんな無理やり、水増ししただけの金メダルに、本当の値打なんかあるはずもない。

　見たことも聞いたこともない競技。誰もやってないような種目で世界一だとして、それのどこがそんなに偉いんだ？

　でもそんなことを言ったら、身もふたもない。誰も番組なんて、見てくれなくなってしまう。

　だから必死の演出が行われる。何もかもが、涙と感動のドラマにでっち上げられる。

　「スケートボード」の「ストリート」で、人類史上初の大技に成功したと、アナウンサーが絶叫する。

　あんたの言う「人類史」って、いったいいつから始まったんだ、と思わず突っ込みたくなる。




　　　　　＊




　たとえ大安売りの金メダルでも、夜空の星のような栄光の輝きが、あると思い込ませる。——




　すべてはIOCの商売だ。テレビ局のビジネスだ。巧妙でずる賢い、金勘定すぎない。




　だがしかし、疑うことを知らない善良な日本国民は、そんな戦略にすっかり踊らされて。

　今日もまたカーリング女子の中継に、ニッポンチャチャチャを叫び、感動のメダルに涙を流すのだ。……




（注）https://www.parasapo.tokyo/sports/athletics


（2024/07/31）




「世界同時株安」で株は売り時か

　株は安いときに買って、高いときに売れば必ずもうかる。

　だが、それはいつなのか？




「高いとき」は別に、わからなくてもいい。買った値段よりそこそこ上がっていれば、売ってもうけることができるわけだから。

　だが「安いとき」をどう判断するのか？

　いろいろな指標が推奨されているが、どれも絶対視はできない。




　だが自分は知っている。

　何の専門知識もいらない。しろうとの初心者でも簡単に実践できる、間違いのない安値の判別法がある。

　それはこういうものだ。

——大新聞の一面の大見出しに、「世界同時株安」の文字が並んだら、そのときが「底値」である。




　　　　　＊




　ここで言う「大新聞」とは、たとえば朝日新聞のような、全国区の一般紙である。

　経済や投資の専門誌ではない。




　朝日新聞でも、１０面あたりには「経済面」が存在する。そこでは毎日の株価が掲載され、論評も加えられる。

　だが一面記事に株価が顔を出すことは、まずありえない。そこは政治記事と社会記事の聖域であって、株屋どもの銭儲けの一喜一憂に、関知すべきではないとされているのだ。

　だがその一面に、数年に一回、株の記事が載ることがある。

　それはもはや看過できない、大事件が起きているからだ。社会をひっくり返すような天変地異が、日本経済に襲い掛かっているのにちがいない。




　たとえば隣の家に、ボヤが起きたとしよう。鼻の利く人なら「あれ？ 何か変なにおいがしない？」とすぐに感づいてくれる。

　だが副鼻腔炎か何かで、嗅覚がすっかり鈍っている人はそうはいかない。まるで知らぬ存ぜぬだ。

　万一、その鼻詰まり野郎が異臭に気が付いたころには、——隣の家はもうすっかり焼け落ちて、手遅れになっているのにちがいない。




　朝日新聞の一面記事も、そういうものだ。そこに株安の見出しが登場したころには、株価はもうすっかり焼け落ちている。いまさらもう、手の施しようのない段階まで行き着いてしまっているのだ。




　　　　　＊




　焼け落ちたら大災害じゃないか、と思うかもしれない。

　だけど冷静に考えてほしい。

　焼け落ちたと言うことは、もはやそれ以上、燃え広がることはないということだ。今が悲運の「底」なのだ。

　もはやその下はない。あとは昔、数学で習った下に凸のグラフのように、ただ上昇の一途をたどるだけだ。




　それに焼け落ちて困っているのは、あくまでも隣の家のオヤジだ（笑）

　あなたがそれまで、株に手を出していなかった以上、痛くもかゆくもない。むしろ今が、投資のチャンスなのだ。

　火災保険も掛けずに家を失って、途方に暮れている隣のオヤジから、跡地を二束三文の底値で買い叩けばいい（笑）




　底値と言っても、一時的にはその数値を、株価が下回ることもある。

　だが慌ててはいけない。

　安値なんだから、数か月もしないうちに、元値は回復するだろう。そのあと２倍とは言わないまでも、１．５倍くらいに株価が上昇するのに、そんなに長い年月は要さないだろう。




　　　　　＊




　大新聞の一面の大見出しに、「世界同時株安」の文字が並んだら、そのときが「底値」である。——

　だがこの格言には、そのまま裏返した、もう一つの格言が対応する。

　つまりは大新聞の一面の大見出しに、「世界同時株高」の文字が並んだら、そのときが「天井」である。

　もはやそれ以上の上昇は見込み薄で、あとは下落を待つばかりなのだ。




　つい数か月前、この文字列が新聞に現れた。

　ここあたり（日経平均４万１０００円）が株価のピークだ、とすぐにわかった。

　売り時である。少なくとも、けっして買ってはならない。

　だが格言を知らない初心者の面々は、新NISA だかなんだかにあおられて、ずいぶん手を出したらしい。そんなに上がっているのなら、自分も買ってみよう、と。




　するとそれから何か月もしないうちに、絵に描いたように株価は暴落してしまった。（日経平均３万１０００円）

　ふつうは下がると言っても、こんなに急には崩れないものだが、まあそういうこともある（笑）

　これが安値で買った場合なら、じっくり持ち続けていれば、早晩値段は戻る。だが高値掴みの場合は、そうはいかない。

　参考までに。日経平均が前回のバブルの最高値（3万8915円87銭）を回復するまでには、実に３４年の歳月が流れたのである。




　それならどうしたらいいのか、と聞かれても返す言葉はない。

　せいぜいこう言って、慰めるしかない。

——みなさん、どうもご愁傷様。

　うーん、つける薬はありませんね。申し訳ありませんが、他の薬局を当たってみてください（笑）




（話は次項に続く）


（2024/08/19）




＜世界同時株安＞「驚異の安売り」はなぜ起きたか？

（話は前項に続く）




　よくテレビで「奇跡の安売り店」みたいなものが、紹介されることがある。

　定価１０００円の商品が、１００円で売られているような話だ。

　あんな値段で売って、何で商売になるのか？　もちろん、盗品故買でないかぎり、それよりさらに安く仕入れているからだ。




　それでは何で、そんな仕入れが可能なのか？




　　　　　＊




　たとえばある会社のある商品が、まったく売れなかったとしよう。

　売れ残りの大量の在庫を、そのまま持ち続ければ保管費用ばかりがかかっていく。

　それならいっそ、捨ててしまいたい。あるいは二束三文でいいので、持って行ってくれる親切なお方はいないか？




　そんな社長の窮状を聞きつけて、ハイエナのような買取業者が現れる。

　１個１０円で倉庫ごと買い上げる。それを安売りショップで１００円で売りまくるわけだ。




　この手の案件は、企業倒産の際にもっとも顕著に現れる。何しろ会社がつぶれるのだから、在庫の処分は当然である。

　そのうえ債権者たちは、たとえ少しでも借金を回収しようと、現金化を迫るからだ。

　換金売りの緊急性が、１０００円が１００円になるような、驚異の安売りを招く。




　この手の商品を、俗に「バッタもん」と呼ぶ。

　物が倒れるときには、「バタッ」と音がする。いろんな会社が「バッタ、バッタ」と、次々倒産する。

　それが「バッタもん」の語源だと言わている（笑）




　　　　　＊




　さて前回投稿の、「世界同時株安」のときにも、同じような現象が起きる。

　換金売りの緊急性が、株価の異常値をつける。




　もちろん一般の投資家は、売り急ぐ必要はない。

　損をして安値で売るよりは、いつの日か株価が回復するのを待って持ち続ける。いわゆる「塩漬けにする」というやつだ。




　ところが変にセミプロを気取って、「信用取引」を手掛けているヤツらがいる。要するに証券会社から資金を借りて、本来の資力以上の株を買っているわけだ。

　その場合、株価が暴落すると証券会社が動く。客が破産すると、借金を回収できなくなる。そんなことにならないうちに早めに、強制的に客の株を売却してしまうのだ。




　さらに本当のプロの「機関投資家」の場合も、同様である。詳細は割愛するが、一定の条件の下では彼らもまたすべての持ち株を売却して、現金に戻すことを強いられるのだ。

　そんなときに「投げ売り」が起きる。

　それは「いくらで売る」という世界ではない。値段はいくらでもいいから、今日中に売る。今すぐ売り切る。

　すべてのプロとセミプロが、「いくらでもいいから」という売り注文（＝成り行き売り）を出す。

　ほとんど買い手のいない状況では、値段はどんどん切り下がっていく。「競り上げる」の反対の、「競り下げる」という状態に至るのだ。




　　　　　＊




　その結果、常識では考えられないような、異常な安値が出現する。

　さすがに「１０００円が１００円」ということはないが、似たような叩き売りが目撃される。




　私見では、現在の日経平均の実力は３万６０００円だろう。

　４万２０００円というのはいかにも過大評価だが、３万１０００円もふつうなら考えられない。

　少なくとも、半月で４万２０００円→３万１０００円という急落は、不条理以外の何物でもない。

　あそこはどう見ても、買い場だったはずだ。




　一流の相場師なら、４万２０００円で売って３万１０００円で買う。二流の相場師は、４万２０００円では買いを見送って、３万１０００円で買う。

「貯蓄から投資へ」の掛け声に釣られて４万２０００円で買い、３万１０００円であわてて売りに出したとしたら。

　初心者だから致し方がないとしても、いかにも筋が悪すぎた。

　きっと不治の病を患っている。「死ななきゃ治らない」というわけだ（笑）





（2024/08/20）




出ました！「ゼロ歳児に投票権」構想は正論か

　日本維新の会が「ゼロ歳児から投票権を与える」という政策を提案している。

　次回衆院選から、党公約に盛り込むらしい。





『現在の選挙制度では、人口比の多い高齢有権者の意向ばかりが重視されてしまう。




　もっと未来を担う若年層に目配りした政治となるように、投票年齢を思い切って引き下げるべきだ。




　まだ判断力が不十分な子供に関しては、親が代理投票を行う。』



　のような趣旨らしい。




　驚いたことに朝日新聞のコラムでは、識者のコメントはおおむね好意的である。

　少なくとも、検討には値する。今では常識となった女性参政権だって、かつては暴論と思われていた時代があった。それと同じように、ゼロ歳児投票が当たり前になる日も来るかもしれない——と持ち上げているのだ。




　だがしかし、——




　　　　　＊




　少子化の原因は、しばしば経済事情に求められる。

　子育てにお金がかかるから、ウチの懐具合では２人目は無理だ。あちらのワーキングプアは、そもそも結婚さえできないでいる。——

　教育費無料だの、子育て支援金だの、ポピュリスト政策が押し進められる前提はそこにある。




　だがもし、その前提が正しかったとしよう。

　貧乏人は子供が作れず、金満家は子だくさんだったとしよう。

　そこにもし、「ゼロ歳児投票権」が実施されたらどうなるだろう？




　金持ちファミリーの行使可能な投票権は、子供の数だけ増えていく。４人子供がいれば、夫婦合わせて6票になる。

　一方、結婚もできない負け犬どもは、相変わらず一票なままであるる

　ということは、前者の参政権のウェイトは、後者のそれの６倍になる。

　政治は金持ちたちの希望を反映し、その思うがままに国家が運営されることになる。




　金持ちはたいていは、自民党支持だ。

　つまりは自民党の恒久政権が誕生し、今の何倍も、上流国民のやりたい放題の日本社会が誕生するのだ。

　野党は当然、壊滅だ。

「ゼロ歳児投票権」の言いだしっぺの維新なんかまっさきに壊滅して、議員はたちまち路頭に迷って、吠え面をかくことになる（笑）




　　　　　＊




　もしある親が、子供の分の投票を委託されたとする。

　その場合、こちらの一票は私の分だから、あちらの候補者に投票する。もう一票は子供の分だから、また別の候補者に、——という使い分けがなされるだろうか？




　とてもそんなことは、考えられない。

「子供のために」とは言いながら、結局は「自分たち家族のために」——つまりは「自分のために」２票を投じるに決まっている。




「未来世代の意向を反映」という、この政策の大義名分は、結局必ず空振りに終わる。単に子育て世代の参政権のウエートを、倍増させるだけで終わるのである。




　　　　　＊




　親はいつでも、子供の利益を第一に考える。子供の気持ちもわかっている。だから代理で投票することは可能である。——




　百歩譲ってそんな前提が正しいとしても、そこで言う「子供」とは、あくまで「自分の子供」のことである。将来世代の全体のことではない。

　たとえば金持ちの親は、「相続税の税率は下げるべきだ」という政策に賛同するであろう。その方が自分の子供には有利だからだ。

　もちろん貧乏人はその逆だ。「相続税の税率は上げるべきだ」に投票する。




　両者の利害を調整して、本当に未来の若者全体を考えた、公平な代理投票ができるのは。

　おそらく実際の親ではない。もっと第三者の、子供なんかかつて持ったこともない、くたばりかけのジイさんの方かもしれない（笑）




　　　　　＊




　いやそもそも「親が代理で投票先を決定」と言うけれど、一体それはお父さんが決めるのか。お母さんが決めるのか。

　おじいちゃんじゃあ、どうしていけないのか（笑）——




　などなど。他にもツッコミどころは満載である。

　最後に一つだけ、大切な助言をしておこう。




　画期的な主張を唱えるのは、オレたち天才に任せておけばいい（笑）

　維新の議員のような、余り頭の良くない凡人が奇をてらうと。たいていはこの度の公約のような、支離滅裂な妄言を吐いて終わってしまうものなのである（笑）——





（2024/08/22）




「日本は高齢者ばかり」は本当か

(話は前項「ゼロ歳児に投票権」に続く)




　　　　　　　　　　　　　　＊＊




　しばしば耳にする理屈がこれである。

『

　現在の日本は、高齢者の数ばかりが多い。




　彼らの投票を期待して、政治家も年金世代の方ばかりを向いて、政策を決定してしまう。




　もっと未来を担う若者の意向を、反映する仕組みに変えなくてはいけない。投票年齢を引き下げることで、若年の有権者の層を厚くすべきだ。

』




　そんな主張を踏まえて近年、成人年齢が２０歳から１８歳に引き下げられた。

　維新の会の「ゼロ歳児投票権」も、おおむねこの流れを汲んでのものであろう。




　　　　　＊




　だがしかし、日本の社会は本当に「高齢者ばかり」なのか？

　年齢別の人口の推計値が、ネットで見つかった。











　もちろん数値自体は、動かすことのできない事実である。だがその数値から、どのような結論を引き出すかは別問題だ。

　テータなんて、いかようにも読める。論者によって、いくらでも我田引水の余地があるのだ。




　それはそうだろう。

　何歳からを高齢者と分類し、何歳までを若年層と呼ぶのか、明確な定義なんてないからである。

　足し算が必要ないように、ひと目で明らかな極論を述べてみよう。

　もし１８歳から３０歳までを「若年層」と呼び、それ以上をすべて「高齢者」としたならば、もちろん日本は高齢者ばかりだということになる。




　だがその逆に、８０歳以上を高齢者とし、それ以下はすべて若年層と呼んだとすれば、もちろん結論は逆になる。

　ある老人が、

「日本の有権者は８０未満の若者（笑）ばかりで、われわれ高齢者の声が政治に反映されていない。もっと投票年齢は引き上げるべきだ」

　と主張することも十分可能なのである。




　　　　　＊




　もちろんこれは暴論である。

　だがそれを言うなら、「日本は高齢者ばかりだから、投票年齢を引き下げろ」という主張もまた、同じくらい暴論なのだ。




　確かに日本社会の高齢化は進んでいる。出生率が下がっているのだから、それは紛れもない事実であろう。

　だが現状の数字で、すでに「日本は高齢者ばかり」と言い切るのは、あまりにも安直にすぎる。強引で危険な、イメージ操作の類いだ。




　そのような前提に基づいた選挙制度論は、どれもいささかの考慮にも値しない。ただの駄論にすぎないのだ。——




　　　　　　　　　　　　　　＊＊




＜追記＞「ゼロ歳児投票権」について

　等しく納税の義務を負った、一人前の社会の構成員が、互いの利害を調整しあう——おそらくはそれが政治なるものの本質である。




　子供は税金も払わない。まだ親の庇護下にある、半人前の存在だ。それが直接政治の場にしゃしゃり出てきて、口をはさむというのはいかにも筋違いだ。

　未来世代のためというのなら、親がちゃんと子供のことを考えて投票先を選べばいい。子供の数がそのまま票になる、というのとは話が違う。




　だいたいそんなに政治がやりたいのなら、１８歳になったとたんに、みんなでわっと投票所に駆けつければいい。それなのに新成人たちの、あの投票率は一体何なんだ（笑）




　そもそも、ことさらに未来を語る政治家が、さも有能だという風潮が気に食わない。

　代議員に負託されるのはあくまでも現在の——現世的利益の拡充である。未来なんてそのおまけに、申し訳程度にくっついていれば、それで十分なのである（笑）





（2024/08/23）




売春は本当に悪なのか

　売春は罪だとか、悪だとか言う。何のことだか、さっぱりわからない。

　見当違いも、はなはだしい。




　筋骨隆々の体躯が、ツルハシを振る。汗臭くも尊い、肉体労働である。

　たおやかな女体が、男をからめる。春を売る。一体どこが、どう違うのだろう？

　上司に媚びることもない。社畜となることもない。人間関係に、神経をすり減らすこともない。

　文字通り身一つの、究極の「肉体」労働なのだ。たとえそれが肉体の局部を用いるとしても、一体そのどこに卑しむものがあろう？




　たいていの勘違いは、「性」を「生殖」と結びつける。命を授かるあんな聖なる営みを、金銭で売り買いするのはけしからん、というわけだ。

　そもそも生殖が神聖だなんて思わない。それは過去投稿（「子孫を残す」って何？」）で論じた通りだ。

　だが百歩譲ってその通りだとしても、風俗の個室で、子を作っているわけではない。生殖を行っているわけではないのだから、そんな非難はまったく当たらない。




　　　　　＊




　そもそも性労働は「性器労働」ではない。「性」と「性器」は、その字づらほど同じものではないのである。

　当たり前のことだが、股間だけいくら提供しても、客がつくわけではない。

　それなりの「美」が伴わなければ、商売にもならない。

　そして生身の裸体が「美」であることは、ミロのヴィーナスが美であることと、少しも変わりはない。人の手になる彫像が芸術で、神の造化の裸身が猥雑とそしるのは、とても理にかなわない。




　またそれなりの、「愛」も必要だ。

　少なくとも愛嬌がなければ、商売は成り立たたない。それあってこそ客の心は和み、癒されるのだ。

　売笑、売色と蔑むなかれ。舞台の上で笑顔をふりまくアイドルだって、行われていることは同じなのだ。

　あちらは微笑ましく、こちらは忌まわしいというのは、物事の本質が少しも見えていない。ただの固陋な偏見でしかない。




　それなりの「美」と「愛」と、——だとしたらそれはただの、肉欲の満足ではない。

　不足と欠落を埋め合わせ、渇望をいやす、どこか精神的な営みでもあるのだ




　　　　　＊




「美」や「愛」を、金で売り買いするのは、不謹慎だと？

　だが名画をオークションに出せば、何億もの値付けで、落札されるのではなかったか？

　それとこれと、一体何がどう違うのか？




　価値のあるもの、望まれたものに値段がつく。金銭がやりとりされる。別に当たり前のことだ。

　与えた者が、見返りに報いられる。ついやされた時間に、対価が支払われる。何がどう問題なんだ？

　ステレオタイプの思い込みを捨てて、虚心に眺めさえすれば、そこには何一つ嘆かわしいものなどない。

　ただ愛と美と幸福を売り買いするだけの、妖しくもすてきなシステムなのだ。——




　　　　　　　　　　＊　　＊




　売春と言えば、貧困を連想する。

　凶作に襲われた東北の寒村で、食い詰めた親が娘を身売りする。

　囚われの身となったまま、足抜けを試みれば、凄惨な拷問で罰せられる。——




　もちろん今はもう、昔の話だ。二度と繰り返してはならない光景だ。

　だがそんな時代でさえ、売春は悪ではなかった。

　それはそうだろう。売春が貧困を、招いたわけではない。因果はその逆だ。あくまで元凶は貧困であって、売春はただその結果の一つでしかない。

　そもそもが、もしもそれがなかったら、——娘が身を売らなかったら、一体何が起きただろう？　女はもとより、一家全員が飢え死にするしかなかった。




　だとしたら、取り違えてはならない。売春が悲劇なのではない。売春は悲劇を救ったのだ。

　売春はあまたの命を助けた。あんな時代でさえ、それは悪ではなかった。悪が生むにちがいない悲劇を、抑止するために考案された、それは大切な社会的装置だったのだ。




　　　　　＊




　食い詰めて売春に走る。余儀なくされる。

　昨今ではそんな例ためしを、あまり聞かない。

　もちろんいつだって、例外というものはある。論ずる者たちは、そんな少数を見つけてきては、ほらやっぱりと、針小棒大に騒ぎ立てる。

　あくまでも時代錯誤アナクロな、紋切り型の理解にしがみつこうとする。




　だが現実は、けっしてそうではない。今やおおかたの風俗嬢は、貧困とは縁がない。

　大学の授業料を捻出する。奨学金を返済する。これはよく聞く話ではあるが、はたしてそれが困窮と言えるのかどうか。

　女たちはたいてい、もっとずっとしたたかだ。ときには堅実で、どこか健やかでさえある。

　資格を取るための学校に通いたい。起業のための資金を作る。自分のお店を開きたい。

直接の目的はないが、将来に備えて、稼げるうちに貯蓄をしておきたい。……

　彼らにとって売春はもはや「運命」ではなく、「選択肢」なのだ。しかも割の良い、魅力的な選択肢なので、あくまで自発的に、迷うことなく飛びついたというわけだ。




　もちろん相変わらず、困ったやつらも多い。

　男にだまされて。ホストに入れあげて。——もちろんそれは、あまりよろしくはない。嘆かわしく、いけないことかもしれないが、あくまで好きで身を滅ぼしているわけだから、本人の勝手だろう。

　少なくともそれは、大きな社会的な不正義の、犠牲者とは違う。

　多少の心の治療は必要でも、糾弾すべきような悪ではない。援助の手を差し伸べるような、圧倒的な弱者などではないのだ。




　　　　　＊




　売春と言えば、性差別の問題がつきまとう。

　女が泣かされ、虐げられた時代の産物だ。そんな印象を引きずって、いつまでも切り離せない。

　だから何をおいても、なくさなくてはならない不公正なのだ——というのがフェミニストたちの論法だ。




　確かに、それは一理ある。

　男が買い、女はただ買われる。そんな非対称には、いつでも論理の破綻と、不正義が隠れている。だとしたらそれは、何としても解消されなければならない。

　だから売春は即刻、消滅するべきなのだ？　——だがそれにはあくまでも、売春は悪であるという前提がある。

　もしそれが悪でないとしたら、ひょっとして善ですらあるとしたら、非対称の——男女差別の解消には、もちろんもう一つの道がある。




　女も男を、買えばいいだけの話である。

　愛と美を金銭と交換する、このすばらしい営みを、女性たちもまた享受する。

　ホストクラブでもいい。女性用風俗でも、ママ活でもいい。愛人の若いツバメを囲ったっていい。

　実はもう、今でも結構盛んなんだが、そんな望ましき潮流がもっともっと大きくなって。

　本当に、男性どもがなすのと同じくらいに堂々と、行われるようになったとき。

　もう誰もそれを、女性差別だなどと、噛みつく者はいなくなることだろう。——





（2023/10/24）




＜ トー横＞＜立ちんぼ＞なぜ売春の相手方の男性は処罰されないのか

　少し前に問題になった。

「 トー横キッズ」と呼ばれる１０代の少女たちが、大久保公園あたりで「立ちんぼ」をしていると。

　すなわち路上売春である。




　そのとき例によって、フェミニストのオバちゃんたちが噛みついた。

「なぜ売春をすると女性ばかりが責められて、相手となった男性は処罰されないの！？」




　今回はちょっと、そのあたりの論点を整理しておこう。




　　　　　＊




　まずは誤解しないでほしい。




　金銭をやりとりして、性的関係を結ぶこと自体は違法ではない。

　たとえば月１００万のお手当をもらって、男の愛人となる。世間ではどう呼ぼうと、それは法律の禁止するところの「売春」ではない。




　それはそうだろう

　女は働いた分だけお金をいただく。立派な肉体労働で、何の問題もない。

　男は満足のいくサービスを受けて、お礼に料金を払う。当たり前の消費行動でしかない。




　　　　　＊




　売春防止法が禁止するのは、あくまで「不特定多数に」体を売ることだ。

　つまりは取っかえ引っかえ、見ず知らずの男を相手にすることが違法なのだ。




　そのうえ、興味深いことがある。

　たとえば ソープランドが、売春で摘発をくらったとする。

　違法行為を行った従業員の女の子は、もちろん「指導」はされる。だがけっして、刑罰を課されることはない。

　実際に刑務所送りになるのは、売春を仕切っていた経営者だけなのだ。




　つまりは法律が処罰するのは、売春の「ビジネス」だ。

　手広く客を募って、日常的に金儲けにいそしむような主体を——売春組織の存在を厳しく取り締まっているのだ。




  　　　　　＊




　考えてみてほしい。犯罪と呼ばれるものには、元来二つの種類がある。

　一つは殺人や窃盗のような、明らかに人倫にもとる罪だ。

　人として絶対にやっちゃいけない。そんな種類の非道な行いである。




　これはとってもわかりやすい。だが一方で、もっと微妙な犯罪もある

　たとえば「公然わいせつ罪」はどうだろう？　そもそも人類はサバンナを、素裸で歩き回っていた生き物である。裸体をさらすことが人道に反する、と主張するのはどう見ても無理がある。

　ただスッポンポンの異性にウロチョロされては、こちらもそわそわしてしまう。心安らかに日常生活を営めなくなる。

　そのうえ、外人さんが見たらどう思うか？　未開の野蛮人とみなされて、国の恥になる。

　それではさすがにまずいだろう。——というわけで、性器の露出は一応違法ということにした。

　いわばそれは、文明社会の体裁を保つための方便のようなもので、絶対的な道徳上の罪とは違う。




　売春もまた、それと変わらない。公然わいせつと同じ程度の、体面上の罪でしかない。

　誰にも迷惑をかけているわけでもないから、やるなとは言わない。たたちょっとみっともないから、なるべく目立たないように、ひそかにやってくれと。

　大っぴらに、ビジネス展開なんかをされたときには。お上もさすがにもう放っておきませんよ、というわけだ。




　　　　　＊




　で、立ちんぼはどうなのかと言うと、——もはやおわかりだろう。




　立ちんぼは、広く声を掛ける。たとえ無言であったとしても、仕草と表情で不特定多数の男を誘う。　要するに営業をしているわけで、かのソープランドの経営者がやっていることと、その本質は変わらない。ただこちらは、個人事業主だというだけの話だ。

　だから処罰されるのだ。




　風紀が損なわれる。男たちが始終発情してしまい、社会の安寧が損なわれる。

　外人さんが見たら、汚らわしい国だと思われる。

　だから取り締まるのだ。

　一方客になる男の方は、そのような罪科には該当しない。ただ女の営業にたぶらかされて、ふらふらと吸い寄せられただけなのだ。




　だから売った女は逮捕され、買った男はお咎めなしとなる。——それはあくまで売春防止法の、本来的な趣旨によるものだ。けっして女性差別などと、呼ばれるような筋合いのものではない。

　それが証拠に、もし男娼に声を掛けられて、女が男を買ったとしたら。今度は男が逮捕され、女はお咎めなしとなる。

　そこにはちゃんと、完璧なまでの対称性が存在する。まるで男女平等のお手本のような、立派な法体系が整備されているのだ（笑）——





(2024/12/20）




１０倍の年収格差を生む隠れたからくり

万国の下級国民よ団結せよ（１）




　その昔、マルクス主義というものが流行っていた。




　様々なたわごとをまき散らしていたが、たった一つだけ正論と思しきものがあった。

　歴史や社会を、支配者と被支配者の対立構造で、分析していたのだ。




　まさかこの民主主義の時代に、支配者なんていないだろう。「ブルジョアとプロレタリアート」なんて、どう見てももう死語だ——と笑う者もあるかもしれない。

　だがもしこの古語を、現代語に置き換えたらどうだろう？

「上級国民と下級国民」の緊張関係で、世の中は展開しているのだ、と。




　　　　　＊




　わが国にも、年収が数千万というような上級国民が、人口の１割程度存在する。

　なんとキミたち下級国民の、所得の１０倍である（笑）

　じゃあその金持ちたちは、キミたちの１０倍も働き続けているのか？　もちろん、そんなことはない。




　食うや食わずで、汗水たらして働くのは貧乏人ばかりだ。あいつらは六本木ヒルズの、社長室でふんぞり返って、美人秘書の尻を撫でまわしているだけなのだ（←さすがにそれはない　笑）

　彼らには１０倍の知能と、才覚があるのか？　そんなはずはない。IQが高いと言ったって、せいぜいキミたちの２倍どまりだろう（笑）




　では彼らが享受する富は、一体どこに由来するのか？

　言うまでもなく、すべては働きアリの下級国民が、必死に作り出した生産物だ。

　本来はキミたちの懐に入るべき所得を、巧妙な社会の仕組みによって、彼らが盗み取っている。

　彼らが「搾取」した——下級国民はすっかり「搾り取られ」た。

　だからキミたち有象無象は、いつでもそんなに心身ともに、スカスカになっているのだ（笑）




　　　　　＊




　つまりはマルクスのいう通り、隠れた支配と隷属の関係が、そこには確かに存在する。だだふだんは誰も、それに気がついていないだけなのだ。




「隠れた」というのは、あくまでも言葉のあやだ。厳密にはそれは「隠され」ている。

　そんな不都合な真実が、もし下級国民の多くに知れ渡ったら、反乱が起きる。社会の安定が損なわれる。

　そんなことにならないように、支配者たちは嘘っぱちのきれいごとを流布して、目くらましをする。




　マルクスの教えはすっかり忘れられた。日本共産党は道化になった。

　だがそれは、自然消滅というのとは違う。

　きっと洗脳という名の焚書坑儒によって、いつしかこっそり闇に葬られたのだ。




　　　　　＊




　代わりにただおめでたい幻想が、ばらまかれる。

　小学校で人権と、民主主義を教える。平和と平等という、おとぎ話を信じ込む。

　金持ちと貧乏人の区別も忘れて。みんな同じ日本人じゃあないかというので、仲良しになって肩を組む。

　一緒にニッポン・チャチャチャを叫び、金メダルを取れば、抱き合って涙を流す。




　だがしかし、キミたちは気が付かない。そうして肩を抱きながら、彼らは心の中で、舌を出して嘲っている。

　頭が悪いうえにお人よしの、この下級国民の奴隷どもは、安物のスマホさえ与えておけば、文句は言わない。

　あるいはオリンピックの、感動ポルノにひたりきる。あるいはＳＮＳの、一言一句に気を取られて。難しいことなど何も考えない。




　世の中の仕組みの、矛盾も不条理もどこ吹く風で。

　明日からはまた、つゆ疑うことなく貢ぎ続ける。その牛馬のごとき永遠の労役を、はたし続けるにちがいないのだ。——




（話は次項に続く）


(2024/12/26）




未成年の喫煙を違法にする隠れたからくり

万国の下級国民よ団結せよ（２）




　前回投稿を思い出してほしい。




　食うや食わずの下級国民が、汗水たらして働く。そうして生み出した富のほとんどを、上級国民たちが吸い上げる。

　彼らがきれいに着飾って、銀座のレストランで舌つづみを打つとき。その支払いにはいつも、キミたちの懐からかすめとった金が当てられている。——




　そんな支配と隷属の関係は、マルクスが俎上に上げた過去の時代と、実際何一つ変わっていない。

　だが今ではそこに、巧妙な洗脳の仕掛けが加わった。民主主義やら何やらの、為政者たちがでっち上げたおとぎ話に眩惑されて。奴隷たちはもはや、自分が奴隷であることも気づかずに、安穏と日々を暮らしている。……




　確かにそう考えれば、——そう考えれば世の中のすべの現象が、たちまち腑に落ちてくるのにちがいない。……




　　　　　＊




　たとえば２０歳未満の喫煙が、禁止なのはなぜか？

　もちろんタバコは、健康に悪い。特に成長期の子供たちには、悪影響が大きい。

　だから判断力が乏しい若年層が、喫煙の悪習に染まらないように教育する。思いやって、啓蒙するのはわかる。

　だが何で「禁止」なのか？　元来は本人たちの問題にすぎないはずのものを、——まるでそれが社会に対する重大な害悪であるかのように、法律で規制するのはなぜか？




　答えは一目瞭然だ。

　上級国民たちが自らの利益のために作り上げた、エスタブリッシュメント（既存の社会体制）にとって。何より必要なのは、食うや食わずで汗水たらす、下級国民の存在だ。

　だがもちろん、牛馬のごとく働くためには、牛馬のごとく壮健な肉体がなくてはならない。タバコにやられて、まるで肺病病みのように、いつもゴホゴホとやられてはマズイのだ。

　奴隷たちの心身が損なわれては、生産力が低下する。これまでのように目一杯に収奪して、いい思いをすることができなくなる。




　だから子供たちの、喫煙は禁止なのだ。

　将来世代の下級国民を、十分な数だけ育成するために。低賃金の単純労働者を、これまで通りに確保するために、彼らが必死に画策した。

　その結果生み出されたのが、この法律なのであって、それ以上でも以下でもない。——




　　　　　＊




　言うまでもなく、薬物の禁止もまた同列である。

　下級国民たる労務者たちが、麻薬などにうつつを抜かしてしまっては、絞れるものも絞れなくなってしまう。そんな事態を避けるために、薬物使用は絶対のタブーとされた。

「薬物使用が犯罪の増加につながる」という神話を、ディープステートが捏造した。国民はみんなあっけなく洗脳された。

　そんな主張が、実はただの印象操作のフェイクにすぎないことは、すでに過去投稿で論破した通りだ。（「薬物やって何が悪い」）




　自殺もまたそうだ。

　こちらは厳密には犯罪ではないが、絶対のタブーであることには変わりはない。

　百姓たちは生かさず殺さず、血ヘドを吐きながら働いてもらわなくてはならない。それが辛いからといって、次々死なれてしまっては、王侯貴族はもはやいい思いはできない。

　だから古来の宗教は、自殺を世にもおそろしい罪と言い広めた。

　事態は今の世界でも変わらない。自殺を思いとどまらせるために、あらゆる不当な引き止め工作が行われる。（過去投稿自殺を止めるな（１） 参照）

　奴隷たちのあの世への逃亡は、いつでもけっして見すごすことのできない反逆なのだ。




　　　　　＊




　きわめつけは「少子化」だ。




　これについても、実に巧妙な印象操作が行われる。

「少子化は問題だと思いますか？」と問われれば、誰でもその是非について考える。

　だからヤツらは言い方を変える。

「少子化を解決するには、どうしたらいいと思いますか」あるいは「異次元の少子化対策」——そんな謳い文句には、少子化の害悪が、すでに議論の余地のない前提として組み込まれている。

　そうしていわば、絶対の公理として提示することで。頭が悪く純朴な下級国民は、ああ少子化ってきっといけないことなんだな、といつのまにかすっかり洗脳されてしまう。




　だがもちろん、それはそうではない。

　少子化はちっとも、由々しき事態ではない。それもまた過去投稿（「少子化って何？」）で述べた通りだ。

　人類の抱えた喫緊の課題は、むしろ地球上の人口の過剰だ。少子化はただ、その解決に寄与するものでしかない。

　年金問題にしたってそうだ。社会がそう変化したなら、新しい制度に作り替えればいいだけの話だ。

　そもそもこれ以上近所のガキが増えたら、毎日がうるさくて仕方ないだろう（笑）




　こう言えば、もうおわかりだろう。

　少子化が問題なのは、われわれ人類全体にとってではない。われわれ下級国民にとっては、そんなことは痛くも痒くもない。

　あわてているのは、ただあの金持ちどもだ。上級国民のエスタブリッシュメントだ。

　それはそうだろう。

　これまでは一億人の日本人から、いいように甘い蜜を吸っていた。それなのに人口が半分になってしまったら、もはやあんまりオイシイ思いができなくなる。

　こいつは大変だ、というので必死に税金をばらまいて、少子化対策を打っている——ただそれだけのことなのだ。




　　　　＊




　すべてはただ、それだけのことなのだ。——







　こんなふうに、多少なりともマルクスをかじることで。その教えを、いささかなりとも思い出すことで。




　 それまでは巧妙に隠されていた、物事の本質もまた、わずかながらには見えてくるものなのである。——





(2024/12/27）




［奥付］タイトル、論破の帝王（Ⅰ）。著者、鬼沢哲朗。Published in Japan。
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